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〔

1
〕

序

結
論

序第

一

章

二

0
世
紀
前
半
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
風
景

再
検
討
の
視
座

l

「
事
実
判
断
」
と
「
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
の
組
み
合
わ
せ

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理

「
行
政
手
続
そ
の
も
の
」
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理

立
法
に
よ
る
行
政
の
事
前
手
続
の
規
律
と
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
関
係

個
別
法
~
い
わ
ゆ
る
準
司
法
的
制
度
像

連
邦
行
政
手
続
法
~
一
九
四
六
年

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
変
化
の
兆
し
~
一
九
五

0
年
代

筆
者
は
別
稿
で
、
米
国
連
邦
行
政
手
続
法
に
対
す
る
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
影
響
は
「
偶
発
的
な
部
分
的
重
複
」
に
止
ま
る

と
述
べ
た
（
中
川
〔
1
9
9
6
b
〕
）
。
本
稿
は
そ
の
補
論
と
し
て
、

3
 

2
 

3
 

第
二
章ー

米
国
行
政
手
続
論
の
甚
礎

|
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
・
準
司
法
的
手
続
・
連
邦
行
政
手
続
法
|
_
|

一
九
六

0
年
以
前
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ

中

川

丈

久
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に
対
す
る
連
邦
行
政
手
続
法
の
位
岡
付
け
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
作
業
は
当
然
な
が
ら
、

第
一
章
で
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
立
法
時
点
（
一
九
四
六
年
）

ま
で
の
、

一
九
六

0
年
代
以
降
は
割
愛
し
た
。
）

2
)
。
最
後
に
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
立
法
後

（
こ
こ
に
わ
が
国
の
手
続
的
法
治
国
思
想
と
の
決
定
的
違
い
が
あ
る
）
。

わ
が
国
行
政
手
続
法
と
憲
法
の
間
に

判
例
を
と
り
あ
げ
て
、
「
な
ぜ
」
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
の
観
念
が
行
政
機
関
に
応
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
法

理
構
造
を
検
討
し
直
す
。
特
に
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
の
観
念
が
、
常
に
極
め
て
深
く
司
法
過
程
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

第
二
章
で
は
、
行
政
の
事
前
手
続
を
め
ぐ
り
、
個
別
法
（
と
く
に
い
わ
ゆ
る
準
司
法
的
制
度
像
）
、
連
邦
行
政
手
続
法
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ

ス
法
理
の
三
者
が
ど
の
よ
う
な
相
互
関
係
を
形
成
し
た
か
を
検
討
す
る
。

解
釈
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で

(
1
)
、
連
邦
行
政
手
続
法
は
当
時
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
実
定
化
と
捉
え
ら

れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

む
し
ろ
独
自
の
立
法
政
策
上
の
産
物
で
あ
る
こ
と
、
両
者
は
準
司
法
的
制
度
像
と
い
う
個
別
法
上
の
産
物
を
接
点

と
し
て
「
偶
発
的
・
間
接
的
・
部
分
的
」
に
菫
複
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
述
べ
る

の
一
九
五

0
年
代
に
な
っ
て
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
も
よ
う
や
く
行
政
の
事
前
手
続
に
本
格
的
な
関
心
を
向
け
始
め
、
六

0
年
代
の
胎
動
、

そ
し
て
七

0
年
代
の
「
革
命
」

へ
の
端
緒
と
な
っ
た
様
子
を
述
べ
る

い
わ
ゆ
る
準
司
法
的
制
度
像
が
憲
法
論
を
背
最
と
し
た
制
定
法

(3)
。
（
紙
幅
の
都
合
上
、

な
お
以
下
で
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
は
「
連
邦
A
P
A
」
と
略
記
す
る
。
ま
た
、
本
稿
の
議
論
に
関
す
る
限
り
連
邦
憲
法
の
修
正
五
条

と
修
正
一
四
条
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
区
別
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
単
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス

と
に
注
意
を
喚
起
し
た
い

あ
る
と
さ
れ
る
密
接
な
関
係
と
の
対
比
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
条
項
）

と
呼
ぶ
。

つ
ま
り
二

0
世
紀
前
半
ま
で
の
著
名
な
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
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る
ー

な
ど
）
。

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
の
出
発
点
は
、
そ
れ
が
歴
史
的
に
は
司
法
裁
判
の
過
程
(judicial
p
r
o
c
e
s
s
)
、
特
に
刑
事
裁
判
に
か
か
る

一
七
九
一
年
の
修
正
五
条
の
挿
入
当
時
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
と
は
刑
事
裁
判
を
念
頭
に
、
適
正
な
訴
追
や
陪
審
審
理
な
ど
を
伴
っ

た
「
コ
モ
ン
ロ
ー
の
プ
ロ
セ
ス
と
手
続
に
従
っ
た
裁
判
へ
の
権
利
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
は
む
し
ろ
告
知
・
聴
聞
に
重
点
が
置
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
「
一
般
的
な
法
、
す
な
わ
ち
責
任
を
負
わ
せ
る
前
に
聴
聞
を
行
う
法
、
審
理
に
よ
っ
て
手
続
を
進
め
、
裁
判
の
後
で
の
み
判

決
を
下
す
法
」
へ
と
や
や
一
般
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
（
松
井
〔
1
9
8
0
"

 I
 
3
5
-
4
5

〕
二
出
中
〔
1
9
7
8

:
 2

8
7ー

2
8
8

〕
橋
本
〔
1
9
6
1

:
 8
6

〕

こ
の
観
念
が
一
九
世
紀
末
か
ら
―

1
0世
紀
前
半
に
か
け
て
行
政
文
脈
に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
筋
道
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

（【図
1
】
参
照
）
。

ま
ず
第
一
に
、
こ
こ
で
い
う
「
司
法
過
程
」
に
は
、
司
法
権
に
属
す
る
裁
判
所
と
い
う
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
場
所
）
の
意
味
と
と
も

に
、
「
慎
重
な
判
断
プ
ロ
セ
ス
」
（
根
拠
あ
る
決
定
）

諸
手
続
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ

ブ
ロ
ー
が
、
適
正
な
者
に
よ
る
訴
追
や
陪
審
に
よ
る
審
理
を
伴
っ
た
刑
事
裁
判
を
念
頭
に
理
解
さ
れ
、

や
が
て
司
法
裁
判
所
に
お
け
る
告

知
聴
聞
の
要
素
と
し
て
理
解
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
両
方
の
側
面
が
あ
る
。
権
力
の
恣
意
か
ら
当
事
者
を
保
護
す
る
と
い
う
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ

〔

2
〕

そ
も
そ
も
な
ぜ
、
行
政
機
関
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
（
適
正
な
法
の
過
程
）
の
要
請
が
及
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。

再
検
討
の
視
座

第
一
章

二

0
世
紀
前
半
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
風
景
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る
と
い
う
‘
心
証
形
成
を
通

か
ら
抽
象
的
事
実
を
推
認
す

具
体
的
事
実
を
認
定
し
そ
こ

断
」
！
証
拠
に
照
ら
し
て

ず
、
「
証
拠
に
基
づ
く
事
実
判

の
場
合
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必

し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
こ

リ
ン
グ
は
法
理
の
核
心
的
地

(
2
)
 

位
を
占
め
て
い
る
。
明
確
に

い
浮
か
ぶ
ほ
ど
、
告
知
ヒ
ア

t
u
n
i
t
y
 t
o
 b
e
 h
e
a
r
d
)
が
田
心

ア
リ
ン
グ
の
機
会
」

(
o
p
p
o
r
,
 

ロ
セ
ス
と
言
え
ば
直
ち
に
「
ヒ

n
第
二
に
、
デ
ュ
ー
プ

た
わ
け
で
あ
る
。

い
う
両
側
面
か
ら
捉
え
ら
れ

「
誰
が
」
「
ど
の
よ
う
に
」
と

(
l
)
 

ス
オ
ブ
ロ

1
概
念
の
根
幹
は
、

く司法機関と非司法機関＞ く私人 VS. 決定権者＞

司法権としての管轄 恣意的な決定の予防

告知・ヒアリング

事実判断

中立な判定

者など

決定の最終性

〔司法過程の諸特徴〕

〔行政文脈へのデュープロセスの応用〕

「フォーラム」

としてのデュープロセス法理
-------------------------------------

（問題の中心）

事実判断権限の割り振り

「行政手続それ自体」

としてのデュープロセス法理
----------------------------------

（問題の中心）

根拠なぎ恣意的な決定を

防ぐ

【図 l】デュープロセス法理の構造～模式図
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じ
た
事
実
判
断
（
以
下
単
に
「
事
実
判
断
」
と
い
う
）

I

に
か
か
る
紛
争
を
主
題
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
は
要
す
る
に
立
証
活
動
で
あ
り
、
証
拠
の
選
別
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
で
あ

る
。
あ
る
証
拠
を
信
頼
す
る
に
足
り
な
い
と
攻
撃
し
、

し
典
型
は
、
自
己
の
主
張
を
支
え
る
証
拠
を
提
出
し
、

ま
た
新
た
な
証
拠
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
事
実
の
認
定
、

（
立
証
活
動
に
必
要
な
限
り
で
、

あ
る
。
証
拠
が
証
言
で
あ
れ
ば
こ
れ
へ
の
反
駁
は
反
対
尋
問
に
よ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

し
て
右
の
機
会
を
含
む
点
で
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
協
議
交
渉
や
調
査
と
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る

ひ
い
て
は

た
と
え
ば
別
の
事
実
認
定
が
必
要
な
こ

と
を
示
す
た
め
に
、
法
律
解
釈
や
政
策
選
択
に
か
か
る
主
張
を
述
べ
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
）
。
し
た
が
っ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
核
心
な
い

か
つ
相
手
方
の
主
張
を
支
え
る
証
拠
に
反
駁
す
る
た
め
の
適
切
な
機
会
の
保
障
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
口
頭
で
あ
る
こ
と
が
当
然
の
よ

(
F
r
e
e
d
m
a
n
 [
1
9
7
8
 :
 2
1
3
〕

i

く
h
ニl
〔1
9
6
8

:
 2
3
〕
;
 Gi
f
f

゜rd
[
1
9
7
8
 :
 2
3
7ー
2
5
5〕
今
珍
昭
~
）

o

ヱJ

-
6
4

〕ニ

G
i
f
f
o
r
d
(
1
9
7
8
 :
 2
5
0〕
）
D゚
a
v
i
s
~
)
授
の
―
―
―
―
口
う
「
ト
ラ
イ
ア
ル
（
裁
判
審
理
）
タ
イ
プ

(
t
r
i
a
l

ー

t
y
p
e
)
」
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
（
〔1
9
7
9

4
0
6ー

4
0
7
,
4
6
3ー

4
6
4

〕
．
倖
四
太
平
〔
1
9
6
1
:
 9
3
-
9
4
,
 1
0
0
,
 1
1
1〕
の
こ
畔
辛
叫
匹
参
昭
~
）
、

S
c
h
w
a
r
t
z
~
~
8

い
ろ
っ
「
下iナ
ハ
の
こ
ヒ
ァ
／
I
J

ン
ゲ
ノ
ふ
)
(
〔

1
9
5
0

ら
7
4

〕
）
、
右
の
機
会
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ホ
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七

0
年
以
前
の
判
例
・
論
文
に
お
い
て
は
、
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
証
拠
の
提
出
・
反
駁
の
機
会
が

ど
れ
ほ
ど
厳
格
な
形
で
保
障
さ
れ
る
べ
き
か
が
、
憲
法
論
と
し
て
は
定
か
で
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

邦
最
高
裁
は
、
司
法
裁
判
所
に
お
け
る
よ
う
な
厳
格
な
証
拠
法
則
ま
で
は
必
要
な
い
と
い
う
以
上
の
言
及
を
し
て
お
ら
ず
、
「
た
と
え
簡
略

o
f
 a
 h
e
a
r
i
n
g
)
 

で
あ
れ
、
公
正
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

(a
fair t
h
o
u
g
h
 s
u
m
m
a
r
y
 h
e
a
r
i
n
g
)
が
な
さ
れ
た
か
、
「
見
せ
か
け
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

(the
s
e
m
b
l
a
n
c
e
 

で
な
い
か
と
い
っ
た
抽
象
的
表
現
に
止
ま
っ
て
い
た
。

右
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
核
心
が
厳
格
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
た
と
え
ば
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
な
い
証
拠
（
し
た

た
だ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

う
に
念
頭
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
る

抽
象
的
事
実
の
推
認
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
活
動
で
あ
る

(
F
r
i
e
n
d
l
y
 〔
1
9
7
5

:
 1
2
6
8

〕）
o

涸
U

(
B
y
s
e
 [
1
9
5
2
 :
 6
1
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z
 が

っ
て
そ
れ
に
よ
り
立
証
さ
れ
る
具
体
的
事
実
、
抽
象
的
事
実
）
は
一
切
、
決
定
の
根
拠
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
づ
け
、
つ
ま
り
記

録
に
基
づ
く
決
定
の
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
の
ほ
か
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
宰
者
の
職
能
分
離
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
（
事
前
の
全
証
拠
開
示
）

の
保
障
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
緩
和
の
方
向
を
辿
れ
ば
、
書
面
に
よ
る
主
張
・
証
拠
の
提
出
に
と
ど
め
る
こ
と
ま
で
あ
り
え
よ
う
。

で
は
こ
の
「
事
実
判
断
」
と
「
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

の
組
み
合
わ
せ
は
、
「
な
ぜ
」
「
い
か
な
る
場
面
で
」
憲
法
上
必
要
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
ふ
た
つ
の
存
在
意
義
を
も
つ
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
不
利
な
事
実
判
断
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
者
に
あ
え
て
こ
れ
を
告
知
し
応
答
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

「
見
解
対
立
者
間
の
」

(
a
d
v
e
r
s
a
r
y
)
手
続
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
で
真
実
発
見
、

こ
れ
は

I
の
「
慎
重
な
判
断
プ
ロ
セ
ス
」

の
機
会
を
与
え
る
と
い
う

正
確
な
事
実
判
断
を
期
し
、
逆
に
事
実
根
拠
が
不
確
か

(
F
r
e
e
d
m
a
n
 (
1
9
7
8
 :
 2
1
3〕

;
 

Woll (
1
9
6
3
 :
 2
2
-
2
3〕

i
Z

゜te
〔

1
9
3
1

P
e
n
n
:
 9
7〕
）

〇

の
側
面
に
相
当
す
る
。
（
そ
の
他
の
判
断
ー
~
法
律
の
解
釈
適
用
や
政
策
上
の
判
断
ー
~
は
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
な
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
特
別
の
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
）

い
ま
ひ
と
つ
は
、
最
終
性
で
あ
る
。
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
た
事
実
判
断
は
、
右
の
正
確
性
担
保
ゆ
え
に
そ
れ
だ
け
で
最
終
的
な
の
か
、

そ
れ
と
も
司
法
裁
判
所
と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
た
う
え
で
な
け
れ
ば
最
終
的
で
は
な
い
の
か
と
い
う
問
題
を
卒
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る
。
（
そ
の
他
の
判
断
の
う
ち
、
法
律
の
解
釈
適
用
は
司
法
裁
判
所
の
専
権
で
あ
り
、

以
上
に
基
づ
き
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
が
非
司
法
機
関
（
行
政
機
関
）

(

[

1

)

 

は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー

（
適
正
な
法
の
過
程
）

な
、
恣
意
的
決
定
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
あ
る

m
 

そ
の
さ
ら
に
残
り
が
行
政
裁
量
と
な
る
。
）

の
決
定
を
も
視
野
に
収
め
る
必
要
が
生
じ
た
い
き
さ
つ

最
初
の
契
機
は
、
司
法
裁
判
所
に
対
し
て
非
司
法
機
関
の
決
定
に
あ
る
程
度
固
有
の
意
味
を
持
た
せ
て
も
、

と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
（
誰
の
事
実
判
断
が
最
終
的
か
へ
の
関
心
）
が
生
ま
れ
た

な
お
全
体
と
し
て
デ
ュ
ー

と
い
え
る
か
と
い
う
問
題
関
心
の
発
生
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題

(
I
で
述
べ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

III
で
述
べ
た
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最
終
性
に
相
当
す
る
）
。
―

1
0世
紀
前
半
ま
で
の
連
邦
最
高
裁
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
（
行
政
文
脈
に
お
け
る
）
は
こ
の
問
題
関
心
が
支

他
方
、
こ
れ
と
は
別
の
問
題
関
心
も
あ
っ
た
。

し
て
よ
い
と
授
権
さ
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
で
は
な
い
と
い
う
発
想
を
、
行
政
過
程
そ
れ
自
体
に
応
用
す
る
こ

と
で
あ
る
。

(
I
で
述
べ
た
慎
重
判
断
、

る
場
合
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理

高
裁
が
積
極
的
に
こ
の
側
面
に
言
及
し
始
め
る
の
は
一
九
三

0
年
代
の
こ
と
で
あ
り
、

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
後
で
述
べ
る

M
o
r
g
a
n
諸
判
決
が
そ
れ
で
、
や
が
て
連
邦
A
P
A
の
一
部
に
流
れ
込
む
。
し
か
し
個
別
法
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
規
定
が
な
い
場
合
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
求
と
し
て
事
前
手
続
を
論
じ
る
連
邦
最
高
裁
判
決
は
、
二

0
世
紀
前
半
で
は
皆
無

「
な
ぜ
」
行
政
段
階
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
か
は
、
以
上
の
二
つ
の
、
別
個
の
問
題
関
心
か
ら
論
じ
ら
れ

し
た
が
っ
て
、
「
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
行
政
段
階
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
か
」
と
い
う
問
題
は
、

ン
グ
を
す
る
こ
と
に
意
味
の
あ
る
場
面
か
（
そ
の
主
題
と
な
る
べ
き
事
実
判
断
が
存
在
す
る
か
）
を
問
い
、

②
あ
え
て
裁
判
所
と
し
て
行
政
段
階
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
義
務
づ
け
る
べ
き
理
由
が
あ
る
か
を
、

の
へ
の
関
心
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
問
う
、

①
と
②
の
区
別
、

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

に
近
い
。

配
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
装
償
の
特
殊
性
に
由
来
す

お
よ
そ
い
か
な
る
機
関
で
あ
れ
事
実
根
拠
の
な
い
、
恣
意
的
な
決
定
（
実
体
判
断
）
を

皿
で
述
べ
た
正
確
な
判
断
に
相
当
す
る
。
）
こ
れ
が
端
的
に
行
政
手
続
そ
の
も
の
に
関
心
を
向
け

（
恣
意
的
で
な
い
、
事
実
根
拠
あ
る
決
定
を
あ
ら
か
じ
め
確
保
す
る
と
い
う
関
心
）

し
か
も
個
別
法
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
規
定
の
解
釈
の
場

と
い
う
流
れ
で
回
答
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

わ
が
国
の
研
究
文
献
で
も
事
情
は
同
じ
で
、
①
と
②
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

で
あ
る
。
連
邦
最

ま
ず
、
①
そ
も
そ
も
ヒ
ア
リ

そ
れ
が
肯
定
さ
れ
れ
ば
次
に
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
、
行
政
手
続
そ
の
も

そ
し
て
②
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
問
題
関
心
の
区
別
は
、
米
国
で
も
特
に
二

0
世
紀
前
半
の
論
文
で
は
明
確
で
な
い
。
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る
議
論
と
、
裁
判
所
に
よ
る
行
政
手
続
へ
の
介
入
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
議
論
と
が
混
在
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
も
、
②
の
う
ち
フ

ォ
ー
ラ
ム
問
題
が
等
閑
視
さ
れ
、
行
政
手
続
そ
の
も
の
へ
の
関
心
だ
け
で
す
べ
て
の
判
例
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
結

果
、
判
例
の
錯
綜
ば
か
り
が
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
各
判
例
を
右
に
述
べ
た
思
考
の
流
れ
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、

以
下
順
に
検
討
す
る
。
（
さ
ら
に
権
利
特
権
の
側
面
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
）
ま
ず
は
、
「
告
知
ヒ
ア
リ

ン
グ
」
が
少
な
く
と
も
「
証
拠
に
基
づ
く
事
実
判
断
」
を
主
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
の
は
「
司
法
的
機
能
（
行
為
）
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
「
立
法
的
機
能
（
行

為
）
」
に
は
要
求
さ
れ
な
い
と
い
う
枠
組
み
が
、
少
な
く
と
も
二

0
世
紀
前
半
の
論
文
に
は
頻
繁
に
現
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
区
別
の
趣
旨

を
、
端
的
に
次
の
よ
う
に
捉
え
て
お
け
ば
法
理
構
造
を
捉
え
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ

れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
主
題
は
、
少
な
く
と
も
証
拠
に
基
づ
く
事
実
判
断
心
証
形
成
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
類
の
事
実
判
断
ー
|
'

こ
の
点
に
か
か
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
は
二

0
世
紀
初
頭
の
ふ
た
つ
の
連
邦
最
高
裁
判
決
で
あ
る
。

に
お
け
る
公
共
施
設
整
備
の
た
め
の
事
業
に
か
か
る
も
の
で
あ
る

で
述
べ
る
）
。

本
件
デ
ン
バ
ー
市
チ
ャ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
①
市
の
公
共
施
設
委
員
会
が
事
業
開
始
を
決
定
す
る
と
、
こ
れ
を
受
け
て
市
議
会
は
条
例

の
形
式
で
適
法
な
開
始
決
定
を
確
認
し
か
つ
当
該
事
業
を
授
権
す
る
。
こ
の
確
認
は
「
裁
判
所
等
に
対
し
最
終
的
な
も
の
」
と
定
め
ら
れ

を
め
ぐ
る
紛
争
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〔

3
〕

「
事
実
判
断
」
と
「
告
知
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

か
な
り
法
理
構
造
は
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

の
組
み
合
わ
せ

な
お
本
件
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
全
体
で
の
位
置
づ
け
は

〔

7
〕

そ
の
ひ
と
つ
は
コ
ロ
ラ
ド
州
法
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て
い
る
。
②
工
事
完
了
後
、
公
共
施
設
委
員
会
は
総
工
事
費
用
を
当
該
道
路
に
面
す
る
各
土
地
に
割
り
振
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
額
を
算

出
し

(
a
s
s
e
s
s
m
e
n
t
)
、
市
議
会
が
こ
れ
を
条
例
で
定
め
る
。
た
だ
し
条
例
化
の
前
に
総
工
事
費
用
や
負
担
額
等
を
土
地
所
有
者
に
通
告
し
、

異
議
が
あ
れ
ば
市
議
会
が
負
担
均
等
委
員
会

(
b
o
a
r
d
of equalization)

と
し
て
こ
れ
を
審
理
す
る
。

【

L
o
n
d
o
n
e
rv• 

D
e
n
v
e
r
,
 2
1
0
 
U
.
S
.
 3
7
3
 
(
1
9
0
8
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

M
o
o
d
y
.
 

ア
リ
ン
グ
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
請
は
な
い
。

(at
3
7
8
-
3
7
9
)
 

し
か
し
賦
課
金
決
定
は
事
情
が
異
な
る
。
「
公
租
公
課
が
取
消
不
能
と
し
て
確
定
す
る
以
前
の
ど
こ
か
の
手
続
段
階
で
、
納
付
者
に
は

…
…
告
知
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
上
要
求
さ
れ
る
。
」

(at
3
8
5
-
3
8
6
)
 

本
件
の
事
業
費
用
は
受
益
者
た
る
土
地
所
有
者
の
土
地
価
格
に
応
じ
て
賦
課
金
と
し
て
分
担
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
事
業

費
用
額
お
よ
び
土
地
価
格
と
い
う
事
実
判
断
が
あ
っ
た
。
他
方
、

い
ま
ひ
と
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
は
コ
ロ
ラ
ド
州
法
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
評
価
基
準
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
同
州
の
負
担

均
等
委
員
会
は
、
デ
ン
バ
ー
市
域
内
の
固
定
資
産
税
の
評
価
基
準
（
実
勢
価
格
か
ら
の
引
き
下
げ
率
が
他
の
地
域
に
比
べ
大
き
か
っ
た
）

を
一
律
四

0
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
る
決
定
を
し
た
。
そ
の
際
に
納
税
者
（
土
地
所
有
者
）

な
か
っ
た
の
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
違
反
で
な
い
か
が
争
点
で
あ
っ
た
。

【

B
i
-
M
e
t
a
l
l
i
c
l
n
v
e
r
s
t
m
e
n
t
 
Co• 

v. 
S
t
a
t
e
 B
o
a
r
d
 of Equalization, 2
3
9
 
U.S. 4
4
1
 
(
1
9
1
5
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

H
o
l
m
e
s
.
 

で
は
な
い
。

2
 

ー
ー

市
が
本
件
事
業
を
施
行
す
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
る
に
際
し
て
、
賦
課
金
を
課
さ
れ
う
る
土
地
所
有
者
が
ヒ

お
よ
そ
本
件
事
業
を
施
行
す
べ
き
か
ど
う
か
は
そ
う
し
た
構
造
の
判
断

や
デ
ン
バ
ー
市
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

域
内
の
「
全
員
に
同
様
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
決
定
す
る
場
合
、
個
々
人
は
事
前
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け

る
憲
法
上
の
権
利
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
か
」
。
「
数
人
を
超
え
る
人
々

(
m
o
r
e
t
h
a
n
 a
 fe
w
 people) 
に
関
わ
る
」
事
柄
の
決
定
に
あ
た
っ
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て
「
一
人
一
人
に
…
…
直
接
に
意
見
を
言
わ
せ
る

(
h
a
v
e
a
 direct voice) 

公
的
行
為
を
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
全
員
協
議
会
で
決
定
せ
よ
と
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
政
府
が
行
動
で
き
る
た
め
に
は
そ
う
し

た
事
柄
に
つ
い
て
の
個
々
人
の
議
論
に
は
ど
こ
か
で
制
限
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
個
々
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
不
要
で
あ
る
。

(at
4
4
5
)
 

individual g
r
o
u
n
d
s
)

例
外
的
に
影
響
を
被
る
」
事
案
で
あ
っ
た
た
め
、

べ
き
だ
と
い
う
の
は
非
現
実
的
で
あ
る
。
憲
法
は
す
べ
て
の

本
件
と
は
異
な
り
、

L
o
n
d
o
n
e
rv• 

D
e
n
v
e
r
判
決
は
「
比
較
的
少
数
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
理
由
に
よ
り

(in
e
a
c
h
 c
a
s
e
 u
p
o
n
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
権
利
が
あ
っ
た
。

(at
4
4
6
)
 

判
旨
1
は
、
決
定
の
影
響
を
受
け
る
人
数
の
多
寡
で
単
純
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要
否
を
区
別
し
よ
う
と
い
う
趣
旨

で
は
な
い
。
百
人
以
上
に
か
か
わ
る
賦
課
金
決
定
も
あ
れ
ば
、
数
十
人
し
か
い
な
い
村
で
の
固
定
資
産
税
の
評
価
基
準
引
き
上
げ
も
あ
り

(
S
t
r
a
u
努
〔
1
9
8
9

:
 1
3
5
〕
）
。
甲
t
七
止
で
は
、
本
件
の
決
め
手
を
、
個
々
人
毎
に
異
な
り
う
る
事
情
（
各
土
地
の
価
格
）

を
根
拠
と
す
べ
き
決
定
で
あ
る
か
ら
、
個
々
人
に
そ
の
事
情
に
か
か
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
で
解
す
る

(
G
i
f
f
o
r
d
 
(
1
9
9
2
 :
 9

〕
）
。
両
判
決
の
違
い
は
、

a
d
j
u
d
i
c
a
t
i
v
e
f
a
c
t
s
と
legislative
f
a
c
t
s
の
違
い
と
す

る

D
a
v
i
s
教
授
の
説
明
（
〔
4
〕
)
以
来
、
個
別
事
案
に
お
い
て
「
争
い
の
あ
る
事
実

(
d
i
s
p
u
t
e
d
facts) 

(
1
9
7
3
)
)

、
i
n
d
i
v
i
d
u
a
l
f
a
c
t
s
と
m
o
r
e
g
e
n
e
r
a
l
 f
a
c
t
の
海
迂
い

の
裁
定
」
の
た
め
の
手
続
と

(
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 v. 
F
l
o
r
i
d
a
 E
a
s
t
 C
o
a
s
t
 R
y
,
 4
1
0
 U
.
S
.
 2
2
4
,
2
4
5
 

(
S
t
r
a
u
s
s
 
(
1
9
8
9
 :
 3
5
 n. 8
5
〕
）
、
年
付
中
疋
車
デ
紐
旧
へ
の
甲
g

節
年
の
滴
心
用
と
、

一
般
に
、
収
用
の
可
否
判
断
が
立
法
政
策
上
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
の

も
（
松
井
〔
1
9
8
0

:
 
II 4
8
 
n. 
3
2
〕）、

の
）
も
同
様
の
趣
旨
と
理
解
さ
れ
る
。

規
範
そ
の
も
の
の
作
成
の
違
い

そ
れ
が
財
産
権
の
強
制
移
転
を
公
益
上
必
要
と
す
る
か
否
か
の
判
断
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、

右
の
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
（
小
高
〔
1
9
6
6

:
 2
2
8
〕
参
照
）
。
そ
の
後
の
諸
判
決
（
松
井
〔
1
9
8
0

:
 

III 7
4
 
n. 
7

〕
に
引
用
さ
れ
た
も

(
S
t
r
a
u
s
s
 
[
1
9
8
9
 :
 1
3
5
〕
）
か
5

ジ
J

と
珀
匹
明
さ
れ
て
い
る
。

「
政
策
タ
イ
プ
の
ル
ー
ル
な
い
し
基
準
」

の
た
め
の
手
続
の
違
い

の
が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る

う
る
か
ら
で
あ
る

2
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い
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る

試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
「
司
法
的
」
「
立
法
的
」

の
語
が

発
想
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る

実
は
、
「
司
法
的
・
立
法
的
」
機
能
な
い
し
行
為
と
い
う
言
葉
は
右
の
ニ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
に
は
現
れ
て
こ
な
い
。
表
現
と

(
N
o
t
e
 (
1
9
3
4
 
C
o
l
u
m
:
 3
3
2
 n. 3
〕）ヽ

51き
続
き
学
説
や
一
部
の
州
判
決
が
用

い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
原
型
た
る
司
法
過
程
に
「
似
た
」
行
政
機
能
と
、

そ
う
で
な
い
行
政
機
能
、
特
に
デ

ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
な
い
こ
と
の
明
ら
か
な
立
法
に
模
す
べ
き
機
能
と
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
ご
く
自
然
な

(
S
c
h
w
a
r
t
z
 〔
1
9
5
0

:
 5
5
4ー

5
5
5
]

(
1
9
5
8
 :
 1゚
5
~
1゚
6
〕
;
 Ha
r
t
 〔
1
9
4

。
2
6
5
〕
i
小
5

一E向
〔

1
9
7
7

:
 2
7

〕）〇

そ
こ
で
必
然
的
に
、
「
司
法
的
」
「
立
法
的
」
が
概
念
と
し
て
ど
う
違
う
か
が
問
わ
れ
、
①
過
去
・
現
在
の
事
実
に
基
づ
い
た
責
任
追
求

か
、
将
来
行
動
へ
の
影
響
か
、
②
一
般
的
適
用
性
か
個
別
的
適
用
性
か
、

行
政
機
能
で
も
見
方
に
よ
り
「
司
法
的
」
と
も
「
立
法
的
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
当
時
す
で
に
著
名
な
論
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て

(
D
i
c
k
i
n
s
o
n
 (
1
9
2
7
 :
 1
6
-
2
5
〕
）
。

む
し
ろ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
「
司
法
的
」
「
立
法
的
」

え
よ
う
と
す
る
論
者
が
一
貫
し
て
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
証
拠
に
よ
る
立
証
」

(
p
r
o
v
e
b
y
 e
v
i
d
e
n
c
e
)
を
目
的
と
す
る
「
準
司
法
的

ヒ
ア
リ
ン
グ
」
と
は
異
な
り
、
「
情
報
を
得
、
関
係
グ
ル
ー
プ
に
意
見
を
言
わ
せ
る
機
会
を
与
え
、
遵
守
を
促
進
す
る
」
た
め
の
「
立
法
的

ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
な
い
と
す
る
H
a
r
t
(
1
9
4
0
 :
 2
6
5
〕
、
多
人
数
へ
の
一
律
適
用
か
、
個
別

的
判
断
に
基
づ
く
適
用
か
と
い
う
、
判
断
内
容
に
か
か
る
基
準
と
考
え
る
べ
き
だ
と
す
る

H
a
l
e
[
1
9
4
8

ふ
'
6
1

〕
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
後
一
九
四
二
年
に

D
a
v
i
s
教
授
が
「
司
法
的
・
立
法
的
」

わ
ら
な
い
争
点
」

(
n
o
nー

factual
issues) 

し
て
は
両
判
決
よ
り
以
前
の
判
決
に
由
来
す
る
も
の
で

〔

4
〕

な
ど
の
判
定
基
準
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要
否
を
説
明
す
る
こ
と
が

（
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
文
脈
に
限
ら
ず
一
般
に
）
極
め
て
操
作
し
や
す
く
、
同
じ

の
枠
組
み
を
一
応
は
維
持
し
つ
つ
も
、
区
別
の
実
質
を
判
断
内
容
の
面
か
ら
捉

の
語
は
問
題
の
核
心
を
曖
昧
に
し
て
い
る
と
批
判
し
て

~
忘
〕
;
 Ro
l
f
e
 〔
1
9

き

1
2
9
〕
）
‘
竿
E

口々な

adjudicatiく
e
facts
と
legisltatiく
e
facts
の

g
訓
匁
を
匡
匹
中
山
ー
)
た
o

同
四
時
g

に
「
車
ヱ
夫
に
か
か

に
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
な
い
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。
こ
の

（
橋
本
〔
1
9
6
1
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ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
も
適
切
な
事
実
判
断
の
手
法
が
存
在
す
る
場
面
で
あ
る

説
へ
の
批
判
は
、
も
っ
ぱ
ら
両
事
実
の
間
の
線
引
き

(adjudicative
と
legislative
の
違
い
）
を
教
授
自
身
が
十
分
に
説
明
し
て
い
な

い
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
「
事
実
に
か
か
わ
ら
な
い
争
点
」
に
は
要
求
さ
れ
な
い
と
い

う
点
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
で
は
、
「
司
法
的
か
立
法
的
か
」
に
あ
て
は
め
る
迂
遠
な
方
法
で
は
な
く
、

D
a
v
i
s
式
の
区
別
を
も

(15) 

と
に
批
判
的
に
考
え
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
、

実
判
断
そ
の
も
の
、
な
い
し
そ
れ
を
含
む
行
為
か
否
か
に
収
敏
す
る
と
い
っ
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
デ
ュ

ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
も
す
べ
て
事
実
判
断
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
司
法
的
」
の
語
も
、
現
在
過
去
の
事
実
に
基
づ
い
た
責
任
追
及

と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
事
実
判
断
に
限
定
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
と
の

指
摘
も
あ
るデ

ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
主
題
と
す
る
に
馴
染
ま
な
い
も
の
は
、
個
々
の
事
情
を
根
拠
と
し
な
い
政
策
的
判
断
や
、

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
な
い
典
型
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
は
、
物
の
等
級
•
安
全
性
等
の
「
検
査
」
、
人
の
技
能
等

の
「
試
験
」
、

法
律
解
釈
判
断
な
ど
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

〔

5
〕

お
よ
び
学
説
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
「
司
法
的
・
立
法
的
」

（
松
井
〔
1
9
8
0

:
 

III 7
5
〕
）
が
、

を
前
提
に
し
て
い
る
。

や
は
り
右
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
た
と
え
ば
過
半
数
の
者
の
支
持
を
得
て
い
る
か
否
か
を
知
る
た
め
の
「
投
票
」
で
あ
る

(
S
c
h
w
a
r
t
z
〔1
9
7
7
:
3
0
7

〕）〇

(
D
a
v
i
s
 
[
1
9
7
9
 :
 4
5
5
〕
し
橋
本
〔
1
9
6
1

:
 1
2
0

〕）。

〈
相
反
す
る
証
拠
吟
味
に
よ
り
心
証
を
形
成
し
て
な
さ
れ
る
事
実
判
断
〉
と
い
う
場
合
、
一
般
人
な
い
し
平
均
人
と
し
て
の
心
証
形
成

と
こ
ろ
が
、
穀
物
の
等
級
や
、
あ
る
者
に
医
師
免
許
を
与
え
る
だ
け
の
知
識
が
あ
る
か
と
い
っ
た
事
実
判
断
は
一

を
す
る
た
め
で
あ
れ
、
個
別
的
に
適
用
さ
れ
る
た
め
で
あ
れ
、

の
区
別
と
は
詰
ま
る
と
こ
ろ
本
稿
で
い
う
事

い
ず
れ
も
何
ら
か
の
固
有
の
事
情
の
存
在
の
認
定
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
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は
あ
ま
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
a
t
1
7
0ー

1
7
1

般
人
で
は
心
証
の
形
成
が
実
際
上
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
や
試
験
が
よ
り
望
ま
し
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
投
票
も

同
様
で
、
も
っ
と
も
正
確
な
事
実
の
測
定
方
法
が
存
在
す
る
場
面
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
（
な
お
、
司
法
審
査
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
審
理
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
対
象
と
な
る
の
は
、
検
脊
、
試
験
、
投
票
が
正
し
く
行
わ
れ
た
か
で
あ
る
。
裁
判
所
が
直
接
に
検
査
、
試
験
、

い
ま
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
機
械
的
で
ご
く
単
純
な
、
あ
る
い
は
算
術
的
な
事
実
判
断
で
あ
る
(
H
a
l
e
(
1
9
4
8
 :
 7
6
2ー

7
6
4
〕
元
吝
h
w
a
r
t
z

〔1
9
7
7
:
 3
0
6
-
3
0
7
〕）゚

4

へ
と
え
心
昆
八
ム
的
四
戸
如
踪
た
d

自
九
れ
ば
わ
か
る
よ
う
な
事
実
で
あ
れ
ば
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
必
要
が
な
い
と
言
わ
れ
る

よ
う
に

(
B
y
笞
〔
1
9
5
2
:
7
4
〕
）
、
土
地
面
積
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
の
有
無
な
ど
を
事
実
と
し
て
判
定
す
る
際
に
、
相
反
す
る
証
拠
を
吟
味

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
実
際
的
な
思
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

(16) 

わ
け
で
は
な
い
）
。
連
邦
最
高
裁
で
は
次
の
よ
う
な
判
示
例
が
あ
る
。

【

H
a
g
a
r
v. 
R
e
c
l
a
m
a
t
i
o
n
 District 
N
o
.
 1
0
8
,
 
1
1
1
 
U. S
.
 
7
0
1
 
(
1
8
8
4
)
】

た
価
格
査
定
の
た
め
の
手
続
で
な
け
れ
ば
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
と
は
言
え
な
い
。
(
a
t
7
1
0
-
7
1
1
)

。

【

Joint
A
n
t
i
-
F
a
s
c
i
s
t
 R
e
f
u
g
e
e
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
 v. 
M
c
G
r
a
t
h
,
 3
4
1
 
U.S. 1
2
3
 
(
1
9
5
1
)
】

〔
同
調
意
見
〕

Frankfurter. 

（
性
質
上
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
馴
染
ま
な
い

あ
る
種
の
租
税
（
人
頭
税
、
従
量
税
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
税
な
ど
）
に
は
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
不
要
で
あ
る
。
判
断

に
「
証
拠
の
吟
味
そ
の
他
司
法
的
性
格
の
要
素
が
な
く
、
納
税
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
も
何
ら
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
し
か
し
、
公

課
(
t
a
x
)
が
財
産
の
価
額
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
場
合
は
異
な
る
。
価
格
査
定
は
「
司
法
的
」
な
行
為
で
あ
り
、
告
知
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
備
え

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
は
、
争
点
が
、
技
術
的
な
証
明
だ
け
で
済
む
場
合
に
は
必
須
で
は
な
い
と
考
え
う
る
。

そ
の
証
明
に
お
い
て
証
拠
の
見
落
と
し
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
矛
盾
な
い
し
曖
昧
な
デ
ー
タ
の
意
味
や
価
値
に
つ
い
て
の
議
論
が
役
立
つ
こ
と

〔
法
廷
意
見
〕

Field. 

投
票
を
行
っ
て
事
実
判
断
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
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従
価
税
で
あ
れ
ば
、
相
反
す
る
証
拠
に
照
ら
し
て
価
額
を
査
定
す
る
と
い
う
事
実
判
断
が
あ
る
た
め
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
ヒ
ア
リ
ン

(
B
l
a
c
k
 
〔1
9
3
6

:
 2
3
7

〕
）
。
し
た
が
っ
て
た
と
え
ば
前
出
の

L
o
n
d
n
e
rv• 

D
e
n
v
e
r
 

の
よ
う
な
事
案
で
も
、
仮
に
土
地
価
格
に
応
じ
た
賦
課
金
で
は
な
く
、
単
に
各
土
地
の
間
口
幅
に
応
じ
た
賦
課
金
と
い
う
制
度
で
あ
れ
ば
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
そ
も
そ
も
不
要
と
判
示
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

米
国
の
判
例
・
論
文
で
は
「
司
法
的
」
の
語
が
多
様
な
意
義
で
用
い
ら
れ
る
。
多
義
性
ゆ
え
極
め
て
便
宜
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
多
少
の
整
理
を
試
み
て
お
き
た
い
。
「
司
法
的
」
の
語
が
司
法
権
を
含
意
せ
ず
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
(
~
o
l
l

組
織
と
し
て
の
司
法
裁
判
所
、
ま
た
〔
4
〕
で
挙
げ
た
行
為
の
効
果
面
（
個
別
適
用
性
・
過
去
の
責
任
追
及
）
で
の
意
義
の
ほ
か
に
、

筆
者
の
知
る
限
り
少
な
く
と
も
五
つ
の
用
法
を
区
別
し
て
お
く
の
が
有
用
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
司
法
権
を
担
う
裁
判
所
が
、
固
有
の
権
限
と
し
て
独
立
に
審
理
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
点
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

行
政
機
関
の
判
断
内
容
の
う
ち
こ
の
意
味
で
「
司
法
的
」
性
格
を
持
つ
論
点
に
つ
い
て
は
、
審
脊
裁
判
所
は
自
ら
独
立
に
判
断
を
下
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
つ
ま
り
裁
量
が
一
切
認
め
ら
れ
な
い
）
と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
（
中
川
〔
1
9
9
0
:
I
 
6
2
8
-
6
3
1
,
 6
4
0ー

6
4
5
〕）。

歴
史
的
伝
統
的
に
司
法
裁
判
所
が
管
轄
し
て
き
た
紛
争
事
項
だ
か
ら
と
い
う
意
味
で
「
司
法
的
」
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
法
律
の

解
釈
適
用
は
「
司
法
」
の
専
権
で
あ
る
と
い
う
分
析
的
な
捉
え
方
も
あ
る
（
中
川
〔
1
9
9
0

:
 I
 
6
2
9
,
 6
3
1
,
 6
3
9
-
6
4
1

〕）。

第
二
と
第
三
の
用
法
は
、
司
法
裁
判
所
の
判
断
構
造
や
手
続
構
造
を
抽
象
化
し
モ
デ
ル
化
し
て
捉
え
た
用
法
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
三

権
分
立
上
の
含
意
、

つ
ま
り
司
法
権
の
含
意
が
な
い
。
す
な
わ
ち
第
一
一
の
用
法
と
し
て
、
証
拠
に
基
づ
く
事
実
認
定
や
事
実
の
推
定
の

〔1
9
6
3

:
 8

〕
）
に
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

グ
を
要
求
す
る
だ
け
の
意
味
が
あ
る
わ
け
で
あ
る

(
S
h
c
w
a
r
t
z
 〔
1
9
7
7

:
 3
〇

6

〕）°
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判
断
作
用
を
指
す
こ
と
が
あ
り
、
本
稿
で
「
事
実
判
断
」
と
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
法
の
解
釈
適
用
も
当
然
含
意
さ
れ
て

い
る
が
、
意
味
の
中
核
で
は
な
い
。
第
三
に
、

judicial
h
e
a
r
i
n
g
な
ど
の
形
で
、
裁
判
審
理
手
続
の
核
心
的
要
素
を
指
す
こ
と
が
あ

る
（
小
高
〔
1
9
7
7

:
 1
6
 
n. 
9

〕
に
用
例
が
あ
る
）
。
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ
れ
う
る
何
ら
か
の
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
証
拠
の
提
出

と
反
駁
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
ど
の
程
度
の
も
の
を
意
味
す
る
か
は
ま
っ
た
＜
文
脈
に
よ
る
。
た
と
え
ば
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
に
の
み
基
づ
く
（
つ
ま
り
記
録
に
基
づ
く
）
決
定
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
宰
者
と
決

定
者
の
関
係
、
両
者
の
中
立
度
（
職
能
分
離
を
含
む
）
の
度
合
い
な
ど
、
様
々
な
要
素
を
含
み
う
る
用
法
で
あ
る
。

州
際
通
商
委
員
会

(
I
C
C
)
な
ど
が
「
準
司
法
的
資
格
」
で
行
動
す
る
と
言
わ
れ
る
の
は
、
第
一
―
、
第
三
の
意
味
が
同
時
に
込
め

ら
れ
た
例
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
証
拠
の
採
用
と
吟
味
、
そ
の
証
拠
に
基
づ
く
事
実
認
定
、
そ
の
認
定
に
裏
づ
け
ら
れ
た
命
令
〔
と
い

う
流
れ
〕
を
要
求
す
る
こ
の
種
の
手
続
は
、
司
法
手
続
と
質
的
に
似
て
い
る
。
そ
の
た
め
し
ば
し
ば
準
司
法
的
性
格
の
手
続
と
言
わ
れ

る
。
」
と
い
う
判
示
が
あ
る
。

第
四
に
、
他
者
（
他
機
関
）
か
ら
そ
の
結
論
を
尊
菫
さ
れ
る
べ
き
最
終
的
な
判
断
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
司
法
裁
判
所
判
決
の
最
終

性
に
止
ま
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い
る

(
W
o
l
l
〔1
9
6
3
:
8

ー

9

〕
参
照
）
。
行
政
機
関
の
判
断
が
こ
の
意
味
で
「
司
法
的
」
と
さ
れ
れ
ば
、
裁

判
所
は
当
該
判
断
に
明
ら
か
に
不
当
な
点
が
な
い
限
り
（
「
詐
欺
」
「
悪
意
」
な
ど
「
重
大
な
過
誤
」

(
g
r
o
s
s
error)

の
な
い
限
り
な
ど

と
表
現
さ
れ
る
）
お
よ
そ
審
査
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。
大
幅
な
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
点
で
、
第
一
の
用
法
と

お
よ
そ
逆
の
帰
結
を
導
く
。
公
有
地
下
付
に
か
か
る
司
法
審
査
判
例
で
よ
く
見
ら
れ
た
（
中
川
〔
1
9
9
0

:
 I
 
6
7
3ー

6
7
4
,
6
7
7
〕）。

第
五
に
、
慎
重
な
判
断
作
用
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で

judicia
一
の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
稀
だ
が
あ
る
。

な
お
、

I
C
C
や
州
公
益
事
業
委
員
会
に
よ
る
料
率
設
定
の
権
限
が
「
立
法
的
行
為
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ

ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
（
松
井
〔
1
9
00 1
 
:
 II 5
9
 
n. 
4
0
,
 

III 7
5
〕
）
、
次
の
よ
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〔

6
〕

2
 
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理

"
 1
6ー

2
5

〕）。

I
 
8
1
9

〕）。

う
に
考
え
ら
れ
る
。

連
邦
最
高
裁
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
鉄
道
会
社
の
設
定
に
な
る
現
行
料
率
が
「
不
当
か
否
か
」
を
判
定
す
る
と
い
う
「
司
法
的

行
為
」
の
部
分
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要
否
の
文
脈
で
こ
れ
が
司
法
的
と
形
容
さ
れ
た
の
は
、
「
不
当
か
否
か
」

(18) 

の
判
断
に
は
証
拠
に
基
づ
く
事
実
判
断
が
含
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。
現
行
料
率
を
不
当
と
判
断
し
た
な
ら
ば
、
委
員
会
は
（
お
そ
ら
く

は
不
当
部
分
の
上
乗
せ
•
差
し
引
き
を
基
本
に
）
「
正
当
な
」
料
率
を
設
定
し
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
部
分
が
「
立
法
的
」
と

形
容
さ
れ
る
の
は
、
将
来
効
な
り
適
用
の
一
般
性
な
り
と
い
う
側
面
の
故
で
も
あ
る
が
、
さ
ら
に
は
か
つ
て
州
議
会
が
鉄
道
等
の
料
率

を
立
法
で
直
接
に
定
め
て
い
た
こ
と
に
も
由
来
す
る

(Dickinson
(
1
9
2
7
:
 1
8ー

1
9
)

;
 B

l
a
c
k
 (
1
9
3
5
:
 2
7
4ー

2
7
5
,
2
7
7

〕
元
中
川
〔
1
9
9
0

―
つ
の
行
政
機
能
が
目
的
に
応
じ
て
様
々
に
形
容
さ
れ
た
こ
と
に
常
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

(Dickinson
[
1
9
2
7
 

で
は
、
こ
う
し
た
事
実
判
断
に
か
か
る
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
「
な
ぜ
」
し
た
が
っ
て
「
い
か
な
る
場
面
で
」
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
筋
道
と
し
て
ふ
た
つ
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
自
由
•
財
産
が
司
法
過
程
に
よ
っ
て

断
を
経
た
う
え
で
）
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
が
「
適
正
な
法
の
過
程
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

（
つ
ま
り
司
法
裁
判
所
の
判

で
は
自
由
や
財
産
の
剥
奪
が
あ
ら
か
じ
め
司
法
過
程

を
経
る
こ
と
な
く
、
行
政
機
関
の
決
定
限
り
で
有
効
な
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る

(
V
e
r
k
u
i
l
〔1
9
7
8
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心
6
2ー
2
6
4〕
｝
中
_
川
~
〔

1
9
9゚

I
6
3
5ー

6
3
7

〕）〇

連
邦
最
高
裁
が
こ
の
問
題
に
ど
う
答
え
た
か
に
つ
い
て
、

な
ど
）

ー

6
3
7

〕）。

わ
が
国
の
研
究
文
献
の
理
解
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
あ
え
て
ま
と
め

れ
ば
、
当
該
行
政
活
動
の
歴
史
的
な
形
態
あ
る
い
は
行
政
上
の
必
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
適
宜
立
法
府
の
裁
量
に
よ
り
行
政
機
関
と
司
法

裁
判
所
の
い
ず
れ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
選
ん
で
も
よ
い
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
事
前
の
行
政
手
続
へ
の
憲
法
上
の
関
心
が
生
ま
れ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
の
重
要
な
論
理
が
欠
落
し
て
い
る
。
連
邦
最
高
裁
は
、
行
政
機
関
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
選
択

（
そ
の
決
定
限
り
で
発
効
さ
せ
る
）
こ
と
を
合
憲
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、

そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
る
こ
と

と
と
も
に
、
事
後
の
司
法
審
査
の
機
会
を
必
ず
要
求
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
趣
旨
を
端
的
に
示
す
も
の

が
、
「
司
法
裁
判
所
の
関
与
を
遅
ら
せ
る

(
d
e
l
a
y
)
に
過
ぎ
な
い
か
ら
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
違
反
で
は
な
い
」
「
事
後
に
司
法
審
査
の
機
会
が

あ
る
限
り
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
は
必
ず
司
法
過
程
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
な
ど
の
判
示
で
あ
っ
た
（
中
川
〔
1
9
9
0
:
 I 
6
3
6
 

し
た
が
っ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
の
核
心
は
事
後
の
司
法
審
査
に
あ
る
。

V
e
r
k
u
i
l
教
授
の
説
明
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
も
、
事
後
の
司

(〔
1
9
7
8

:
 2
6
2
 
&
 n. 
1
3〕
）
。
中
6
た

H
a
r
t
~
!
授
も
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
語
こ
そ
用

い
な
い
が
）
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
司
法
審
査
の
関
連
に
一
貫
し
た
視
点
を
注
い
で
い
る

法
審
査
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
含
ん
で
い
る

す
る し

か
し
こ
れ
で
は

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
（
松
井
〔
1
9
8
0

:
 I
 
4
6
-
4
9

〕）。

(〔
1
9
4
0

:
 2
7
6
,
 
2
8
2

〕）。
（
歴
史
的
経
緯
、
迅
速
性

具
体
的
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
行
政
機
関
の
「
事
実
判
断
」
に
つ
い
て
事
後
の
司
法
審
査
を
否
定
す
る
制
定
法
（
連
邦
法
や
州
法
）

の
存
在
で
あ
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
こ
の
問
題
に
次
の
よ
う
な
解
決
を
与
え
た
。
事
実
判
断
に
関
す
る
限
り
、
司
法
裁
判
所
に
よ
る
審
理

の
し
直
し
が
制
定
法
上
排
除
さ
れ
て
い
て
も
、
行
政
段
階
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

（
個
々
の
事
実
判
断
の
性
格
に
鑑
み
て
必
要
な
最
低
限
の
態

(20) 

様
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
厳
密
に
司
法
裁
判
類
似
で
あ
る
必
要
は
な
い
）
行
わ
れ
て
い
れ
ば
許
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
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査
論
（
行
政
裁
量
論
）

と
し
て
別
途
ま
と
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ

べ
き
「
法
律
の
解
釈
適
用
」
と
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
司
法
審

上
の
要
請
で
も
あ
る
。
何
を
も
っ
て
司
法
裁
判
所
が
自
ら
判
断
す

ら
外
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
司
法
権
規
定
（
第
三
編
）

る
。
な
お
、
「
法
律
の
解
釈
適
用
」
に
か
か
る
判
断
を
司
法
審
査
か

（
た
だ
し
、
割
り
振
り
は
完
全
に
立
法
府
の
自
由
か
、
憲
法
上

の
制
約
が
な
い
か
、
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
っ
た
。
〔
10
〕
で
述
べ

で
あ
る
。

の
間
で
〈
事
実
判
断
権
限
の
割
り
振
り
〉
を
し
て
よ
い
と
い
う
の

障
さ
れ
る
限
り
で
、
立
法
府
は
自
由
に
行
政
機
関
と
司
法
裁
判
所

の
核
心
で
あ
る

（【図
2
】
参
照
）
。
代
償
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
保

い
れ
ば
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
法
理

続
保
障
（
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

が
、
ど
こ
か
の
段
階
で
な
さ
れ
て

し
て
、
事
実
判
断
の
正
確
性
を
期
す
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
手

政
決
定
、
不
服
申
立
か
ら
司
法
審
査
・
強
制
執
行
ま
で
）

を
見
渡

3
3
6
-
3
3
7

〕）。

つ
ま
り
、
利
益
剥
奪
に
か
か
る
全
プ
ロ
セ
ス

（行

る

(
H
a
r
t
(
1
9
4
0
 :
 2
7
6

〕
元
吝
h
w
a
r
t
z
(
1
9
5
8
 :
 1
1
9ー

1
2
0

〕
こ
9
5
0

ふ
7
3〕

5z
゜te

[
1
9
3
1
 I
ぷ
nn:
9
9ー

l

゜1
〕

i
Z

゜te
[
1
9
3
4
 C

!゚um

最初の行政決定 行政上の不服申立

事後の司法審査

OR 強制執行手続

ヒアリング （拘束される）

〔
事
実
判
断
〕

or に （拘束される）

or ヒアリング

＝全面的

審理し直し

【図 2】「フォーラム」 としてのデュープロセス法理
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〔

7
〕

一
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
前
半
ま
で
の
行
政
文
脈
に
お
け
る
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
は
、

た
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
次
に
少
し
詳
し
く
著
名
な
連
邦
最
高
裁
判
決
で
例
証
し
て
お
こ
う
。

好
例
は
ま
ず
、
土
地
改
良
事
業
（
広
義
）

の
賦
課
金
決
定
の
事
例
に
見
ら
れ
る
。

不
服
申
立
機
関
か
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
見
い
だ
さ
れ
れ
ば
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
判
例
の
積
み
捐
ね
が
あ
る
。
賦
課
金
決
定

で
あ
る
か
ら
事
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
だ
と
い
う
論
理
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

初
期
の
例
と
し
て
、
湿
地
干
拓
事
業

(
r
e
c
l
a
m
a
t
i
o
n
)
の
事
業
費
用
を
受
益
者
に
負
担
さ
せ
る
の
に
、
各
土
地
の
評
価
額
に
応
じ
て
賦

課
金
を
割
り
振
る
制
度

(
a
s
s
e
s
s
m
e
n
t
)

の
事
例
が
あ
る
。
各
土
地
の
評
価
額
が
い
く
ら
か
と
い
う
事
実
判
断
が
争
点
で
あ
る
。

【

H
a
g
a
r
v. 
R
e
c
l
a
m
a
t
i
o
n
 District N
o
.
 1
0
8
,
 
1
1
1
 
U.S. 7
0
1
 
(
1
8
8
4
)
】

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
右
の
問
題
を
扱
っ
て
い

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
は
、
司
法
救
済
の
場
か

公
租

(tax)

が
財
産
価
額
に
従
っ
て
課
さ
れ
る
場
合
の
価
格
査
定
は
「
司
法
的
」
な
行
為
で
あ
り
、
多
く
の

州
で
は
そ
の
誤
り
を
不
服
申
立
機
関

(
b
o
a
r
d
s
of revision o
r
 equalization)

に
よ
っ
て
正
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
州

に
よ
っ
て
は
、
価
格
査
定
は
裁
判
所
へ
の
訴
え
を
通
じ
て
の
み
是
正
な
い
し
取
り
消
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
強
制
徴
収
の
た
め
の
裁
判
所
手
続
の

段
階
で
の
み
価
格
在
定
へ
の
異
議
を
提
出
で
き
る
と
い
う
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
「
当
該
制
度

(proceedings)

を
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
と
い
う
の
に
必
須
の
、
価
格
査
定
に
か
か
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
が
十
分
に
納
税
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
」

2
本
件
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
は
後
者
の
例
で
あ
り
、
湿
地
干
拓
事
業
に
か
か
る
賦
課
金
額
は
裁
判
所
へ
の
出
訴
に
よ
っ
て
の
み
強
制
徴

収
さ
れ
、
か
つ
そ
の
際
に
防
御
と
し
て
査
定
額
へ
の
異
議
を
提
出
で
き
る
。
こ
こ
で
納
税
者
に
査
定
額
に
つ
い
て
告
知
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会

〔
法
廷
意
見
〕

Field. 
ー

次
第
で
、
行
政
段
階
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要
否
を
決
め
て
い
る
。

る。）

い
ず
れ
も
事
後
の
司
法
審
脊
の
内
容
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の）。

ー

行
す
る
事
業

(local
i
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t
)
 

の
決
定
に
か
か
る
次
の
判
決
例
が
あ
る
（
前
出
〔

3
〕

2
 

〔
法
廷
意
見
〕

Miller・ 

ー

し
た
が
っ
て
事
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
不
要
と
さ
れ
た
。
も
う
ひ
と
つ
同
様
の
著
名
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

【

D
a
v
i
d
s
o
nv• 

N
e
w
 O
r
l
e
a
n
s
,
 
96 U.S. 9
7
 (
1
8
7
8
)
】

と
同
じ
も

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
意
味
は
事
件
ご
と
に
「
暫
時
、
司
法
的
包
摂
と
排
除
に
よ
っ
て
」
探
知
し
て
い
く
ほ
か

な
い
が
、
少
な
く
と
も
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
租
税
や
特
別
負
担
そ
の
他
の
賦
課
が
課
さ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
負
担
を
通
常
裁
判
所
で
確
認

な
い
し
争
う
機
会
が
法
律
上
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

(at
104ー

105)

本
件
州
法
に
よ
る
と
、
賦
課
金
の
強
制
徴
収
な
い
し
効
力
発
生
の
た
め
に
は
州
地
方
裁
判
所
に
そ
の
負
担
金
額
一
覧
を
提
出
し
、
負
担

を
負
う
こ
と
に
な
る
土
地
所
有
者
に
告
知
し
異
議
申
立
て
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
異
議
の
あ
る
者
は
裁
判
所
に
お
い
て
「
完
全
か
つ
公
正
な

ヒ
ア
リ
ン
グ
」
を
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
で
な
い
は
ず
が
な
い
。

(at
105-106) 

行
政
段
階
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ
れ
る
の
は
、

法
律
上
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
代
償
と
し
て
で
あ
る
。
公
共
施
設
の
整
備
改
善
（
道
路
舗
装
や
下
水
道
工
事
な
ど
）

の
費
用
負
担
（
賦
課
金
）

【

L
o
n
d
o
n
e
rv• 

D
e
n
v
e
r
,
 
210 U.S. 3
7
3
 
(
1
9
0
8
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

M
o
o
d
y
.
 

「
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
で
あ
る
た
め
に
は
、
公
課
が
取
消
不
能
と
し
て
確
定
す
る
以
前
の
ど
こ
か
の

手
続
段
階
で
、
納
付
者
に
…
…
告
知
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
る
に
本
件
コ
ロ
ラ
ド
州
法
で
は
、

賦
課
金
に
対
す
る
土
地
所
有
者
の
異
議
を
裁
判
所
に
持
ち
込
む
権
利
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
負
担
均
等
委
員
会
(board
Q
 f
 
equalization) 

だ
け
が
こ
れ
を
取
扱
う
と
定
め
て
い
る
」
。

(at
3
8
5ー

3
8
6
)

が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(at
7
1
0ー

7
1
1

そ
の
事
実
判
断
に
つ
い
て
司
法
裁
判
所
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

の
た
め
に
市
が
施
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こ
こ
で
必
要
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
「
自
分
の
主
張
を
、
議
論
（
簡
略
で
よ
い
）
と
、
必
要
な
ら
ば
証
拠
（
正
式
な
立
証
方
法
で
な
く
て

よ
い
）
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
る
権
利
が
与
え
ら
れ
た
も
の
」
で
あ
る

(
a
t
3
8
6
)

。
と
こ
ろ
が
負
担
均
等
委
員
会
は
原
告
に
こ
う
し
た
ヒ
ア
リ

事
業
費
用
額
や
自
己
土
地
の
評
価
額
に
つ
い
て
、
司
法
審
査
で
の
審
理
が
排
除
さ
れ
て
い
て
も
直
ち
に
は
違
憲
な
の
で
は
な
く
、
行
政

上
の
不
服
申
立
機
関
に
お
い
て
こ
の
点
の
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
れ
ば
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

同
様
の
思
考
は
、
従
価
税
や
損
失
補
償
額
の
決
定
（
そ
れ
ぞ
れ
輸
入
貨
物
の
市
場
価
格
、
収
用
対
象
物
件
の
価
格
決
定
と
い
う

一
切
の
財
産
（
不
動
産
・
動
産
）

に
対
す
る
従
価
税
を
導
入
し
た
一
八
九
一
年
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
法
に
か
か
る
例
が
あ

る
。
同
法
は
価
格
査
定
を
一
般
的
に
は
カ
ウ
ン
テ
ィ
行
政
官
に
管
轄
さ
せ
た
が
、
鉄
道
会
社
財
産
に
つ
い
て
は
州
の
租
税
委
員
会
に
査
定

さ
せ
る
と
定
め
た
。
と
こ
ろ
が
租
税
委
員
会
は
カ
ウ
ン
テ
ィ
行
政
官
に
よ
る
価
格
査
定
へ
の
不
服
申
立
も
管
轄
し
て
い
た
た
め
、
こ
こ
で
、

鉄
道
会
社
財
産
に
つ
い
て
は
租
税
委
員
会
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
か
な
い
の
に
対
し
、

租
税
委
員
会
へ
の
不
服
申
立
の
二
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
機
会
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【

P
i
t
t
s
b
u
r
g
h
v. 
B
a
c
k
u
s
,
 1
5
4
 

U.S. 4
2
1
 
(
1
8
9
4
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

Brewer・ 

そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
は
カ
ウ
ン
テ
ィ
行
政
官
と

「
判
断
が
下
さ
れ
る
前
に
、
当
事
者
が
軍
要
と
考
え
る
一
切
の
証
拠
や
主
張
を
提
出
す
る
十
全
な
機
会
を
伴
う
ヒ

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

ア
リ
ン
グ
の
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
唯
一
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
司
法
過
程
で
あ
れ
行
政
過
程
で
あ
れ
、
再
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
い
し
審
理
の

行
わ
れ
る
こ
と
が
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
上
必
須
な
の
で
は
な
い
。
判
断
前
の
一
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
十
分
な
も
の

で
あ
れ
ば
こ
の
点
の
憲
法
上
の
要
請
を
満
た
す
。
」

(
a
t

4
2
8
-
4
2
7
)
 

(
傍
点
筆
者
）

た
と
え
ば
、

事
実
判
断
が
あ
る
）

の
事
例
か
ら
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔

8
〕

ン
グ
を
行
わ
な
か
っ
た
か
ら
本
件
賦
課
金
は
無
効
で
あ
る
。

2
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〔
法
廷
意
見
〕

Field. 

ダ
ム
建
設
に
よ
り
水
没
し
た
土
地
の
補
償
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
あ
る
。

セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
に
反
す
る
わ
け
で
は
な
い

(at
106ー

1
0
7
)

。

収
用
の
可
否
に
つ
い
て
は

関
税
額
に
関
す
る
次
の
判
決
は
、
輸
入
貨
物
の
市
場
価
格
査
定
に
は
再
査
定
の
機
会
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
司
法
救
済
に
お
い
て
価

格
そ
の
も
の
の
審
理
が
な
さ
れ
な
く
て
も
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
問
題
は
な
い
と
し
た
。
当
時
の
連
邦
法
に
よ
れ
ば
、
地
方
関
税
局
の
査
定

官

(local
a
p
p
r
a
i
s
e
r
)

が
輸
入
貨
物
の
価
格
査
定
を
行
い
、
こ
れ
を
も
と
に
関
税
徴
収
官
が
関
税
額
を
決
定
す
る
。
輸
入
者
が
査
定
に

不
満
な
場
合
は
再
査
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
再
査
定
は
民
間
査
定
官
(
m
e
r
c
h
a
n
t
a
p
p
r
a
i
s
e
r
)
と
上
級
査
定
官
(general
a
p
p
r
a
i
s
e
r
)
 

そ
れ
ぞ
れ
が
行
い
、
関
税
徴
収
官
が
い
ず
れ
か
の
査
定
を
採
用
す
る
方
法
で
行
わ
れ
る
。

【

H
i
l
t
o
n
v. 
Merritt, 
llO U
.
S
.
 9
7
 (
1
8
8
4
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

W
o
o
d
s
.
 

か
つ
こ
の
査
定
価
格
は
「
最
終
的
」

(final)
と

〔
右
に
要
約
し
た
法
文
は
〕
「
輸
入
貨
物
の
公
正
な
価
格
査
定
を
定
め
る
た
め
連
邦
議
会
が
配
慮
し
た
事
柄
を
示
す

と
同
時
に
、
そ
の
査
定
価
格
を
も
っ
て
最
終
的
・
拘
束
的
と
す
る
立
法
意
図
を
示
す
も
の
で
あ
」
る
か
ら

(at
104)
、
査
定
価
格
を
裁
判
所

で
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
た
だ
し
、
行
政
官
側
の
詐
欺
や
無
権
限
に
つ
い
て
は
審
在
が
及
ぶ
）
。
税
額
返
還
訴
訟
で
争

え
る
の
は
そ
の
他
の
要
素
、
す
な
わ
ち
輸
入
貨
物
の
分
類
や
税
率
な
ど
で
あ
る
。
在
定
価
格
に
つ
い
て
裁
判
所
で
争
え
な
く
て
も
デ
ュ
ー
プ
ロ

関
税
査
定
官
に
よ
る
価
格
査
定
を
最
終
的
と
す
る
文
言
は
そ
の
後
も
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
違
反
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

わ
が
国
で
い
え
ば
損
失
補
償
額
の
決
定
に
あ
た
る
例
も
あ
る
。
連
邦
政
府
に
よ
る
収
用
に
関
し
て
、
誰
が
そ
の
損
失
額
（
し

た
が
っ
て
補
償
額
）
を
決
定
す
べ
き
か
に
つ
き
連
邦
最
高
裁
判
決
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
た

【

U
n
t
i
e
d
S
t
a
t
e
s
 v. 
Jones, 1
0
9
 
U
.
S
.
 5
1
3
 
(
1
8
8
3
)
】

「
土
地
価
格
の
決
定
や
そ
れ
に
基
づ
く
補
償
額
決
定
の
手
続
は
、
現
実
に
収
用
す
る
前
段
階
と
し
て
特
定
の
事
実
を

定
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
3
〕
参
照
）
。
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〔

9
〕

｛翌

同
様
の
判
示
は
そ
の
後
の
判
決
に
も
見
ら
れ
る
。

同
じ
こ
と
が
判
示
さ
れ
て
い
る
。

証
明
す
る

(establish
a
 pa
r
t
i
c
u
l
a
r
 fact)

た
め
に
す
る
調
査
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
立
法
府
の
選
ぶ
と
こ
ろ
に
よ
り
、
〔
特
に
任
命
さ
れ

た
〕
委
員
（
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
）
な
り
特
別
な
審
査
会

(special
b
o
a
r
d
s
)

な
り
、
あ
る
い
は
裁
判
所
な
り
に
お
い
て
、

さ
ら
に
陪
審
の
有

無
を
問
わ
ず
、
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
唯
一
必
要
な
の
は
、
土
地
所
有
者
が
そ
の
価
格
の
証
拠
を
提
出
す
る
機
会
、
か
つ
そ
れ
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
る
機
会
を
伴
っ
た
何
ら
か
の
公
正
か
つ
正
当
な
方
法
で
行
わ
れ
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
」

(at
5
1
9
)
 

（翌

右
の
判
ホ
に
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
文
言
が
明
示
的
に
は
出
て
き
て
い
な
い
が
、
州
の
事
案
で
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
明
示
の
上

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
、
水
道
事
業
公
営
化
の
た
め
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
市
に
よ
る
原
告
水
道
会
社
の
接
収

(
c
o
n
d
e
m
n
a
t
i
o
n
)
を
認
め
る
立
法
を
し
た
際
の
、
当
該
会
社
へ
の
補
償
額
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
あ
る
。
同
法
で
は
、
特
に
任
命
さ
れ
た
委

員
（
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
）
が
会
社
財
産
価
格
（
し
た
が
っ
て
補
償
額
）
を
算
定
し
裁
判
所
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

シ
ョ
ナ
ー
の
判
断
は
財
産
価
格
に
関
す
る
限
り
最
終
的
だ
と
い
う
の
が
、
州
最
高
裁
の
解
釈
で
あ
っ
た
。

【

L
o
n
g
I
s
l
a
n
d
 W
a
t
e
rー

S
u
p
p
l
y
C
o
.
 
v. 
B
r
o
o
k
l
y
n
,
 1
6
6
 
U
.
S
.
 6
8
5
 
(
1
8
9
7
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

B
r
e
w
e
r
.
 

(at 5
9
5
)
 

コ
ミ
ッ

「
事
実
判
定
者
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
で
あ
ろ
う
と
〔
裁
判
所
の
〕
陪
審
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
事
実
判
断

(findings

o
f
 fact)

を
も
っ
て
そ
の
事
実

(
s
u
c
h
facts)

に
つ
い
て
は
最
終
的
と
し
、

外
国
人
（
米
国
籍
を
有
し
な
い
者
）

か
つ
裁
判
所
は
単
に
、
事
実
判
定
者
が
価
格
評
価
に
あ
た
っ
て

誤
っ
た
基
準
を
用
い
て
い
な
い
か
そ
の
他
手
続
に
誤
り
は
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
の
み
見
る
こ
と
と
し
て
も
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
違
反
は
な
い
。
」

の
退
去
強
制

(
d
e
p
o
r
t
a
t
i
o
n
)

に
つ
き
一
九
世
紀
末
の
移
民
法
（
一
八
九
一
年
法
）
は
、

移
民
検
査
官
の
決
定
を
「
最
終
的
」

(final)
と
定
め
、
上
級
移
民
官
お
よ
び
財
務
長
官
に
よ
る
行
政
上
の
不
服
申
立
だ
け
を
認
め
て
い
た
。
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こ
の
規
定
は
、
行
政
官
の
事
実
判
断
が
司
法
審
査
に
お
い
て
最
終
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。

【

N
i
s
h
i
m
u
r
a
E
k
i
u
 
v• 

U
n
i
t
e
d
 States, 1
4
2
 
U
.
S
.
 6
5
1
 
(
1
8
9
2
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

G
r
a
y
.
 

ー
「
連
邦
議
会
は
、
そ
の
適
切
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
い
…
…
〔
外
国
人
の
〕
上
陸
権
を
左
右
す
る
事
実

(facts)

を
調
査
確
定
す
る
権
限
を
裁
判
所
に
与
え
て
も
よ
い
が
、
そ
う
し
た
事
実

(those
facts)

の
最
終
的
判
断
権
限
を
執
行
府
行
政
機
関
に
与

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
後
者
の
場
合
…
…
当
該
行
政
官
は
そ
う
し
た
事
実

(those
facts) 

り
、
そ
こ
で
依
拠
さ
れ
た
証
拠
が
十
分
で
あ
る
か
に
つ
い
て
他
の
機
関
が
〔
司
法
裁
判
所
を
含
む

I

筆
者
〕
こ
れ
を
自
由
に
再
吟
味
し
論

難
す
る
こ
と
は
、
法
の
明
示
し
な
い
限
り
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
こ
う
し
た
執
行
府
行
政
機
関
の
決
定
は
、
法
律
の
授
権
範

囲
内
で
あ
る
限
り
「
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
で
あ
る
。
」

(at
6
6
0
)
 

本
件
は
上
陸
時
に
入
国
拒
否
さ
れ
た
外
国
人
に
か
か
る
事
案
で
あ
っ
た
。

は
別
扱
い
に
す
る
考
え
方
が
連
邦
最
高
裁
で
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、

い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
移
民
検
査
官
の
事
実
判
断
の
最
終
性
は
な
お
法
文
通
り
認
め
つ
つ
も
、
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
と
す

る
判
決
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
に
お
け
る
原
告
は
日
本
国
籍
者
で
、
米
国
上
陸
の
四
日
後
に
移
民
検
査
官
の

調
査
を
受
け
、
入
国
禁
止
外
国
人
（
金
銭
的
裏
付
け
の
無
い
者
な
い
し
犯
罪
者
と
な
り
や
す
い
者
）

本
国
送
還
の
決
定
を
受
け
た
。
こ
れ
に
対
す
る
ヘ
イ
ビ
ア
ス
コ
ー
パ
ス
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。

【

T
h
e
J
a
p
a
n
e
s
e
 I
m
m
i
g
r
a
n
t
 C
a
s
e
,
 1
8
9
 
U
.
S
.
 8
6
 (
1
9
0
3
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

H
a
r
l
a
n
.
 

る。

(at
725) 

の
存
在
に
つ
い
て
唯
一
排
他
的
な
判
定
者
と
な

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
同
じ
外
国
人
で
も
一
旦
入
国
済
み
の
者

そ
の
者
に
国
外
退
去
を
命
ず
る
場
合
に
は
憲
法
上
の
保
護
が
あ
る
と

に
該
当
し
違
法
滞
在
で
あ
る
と
し
て

行
政
機
関
は
外
国
人
の
入
国
・
滞
在
の
「
権
利
を
左
右
す
る
事
実
に
つ
い
て
最
終
的
に
判
定
す
る
権
限
を
有

し
て
」
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
司
法
審
査
で
自
由
に
再
審
理
さ
れ
な
く
て
も
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
確
立
し
だ
判
例
で
あ
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(25) 

こ
の
判
決
の
後
は
、
上
陸
時
の
入
国
拒
否
の
事
案
を
除
き
、
担
当
官
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
る
こ
と
を
組
み
入
れ
て
そ
の
事
実
判

断
の
最
終
性
を
認
め
る
判
示
に
な
っ
て
い
る
。
次
の
判
決
は
そ
の
明
快
な
例
で
あ
る
。

(26) 

【

C
h
i
n
Y
o
w
 v. 
U
n
i
t
e
d
 States, 2
0
8
 
U
.
S
.
 8
 
(
1
9
0
8
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

H
o
l
m
e
s
.
 
原
告
の
「
望
む
証
拠
提
出
の
た
め
の
公
正
な
機
会
が
拒
絶
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
つ
ま
り
た
と
え
簡
略
で
あ
っ
て

も
公
正
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
拒
絶
さ
れ
て
い
な
い
限
り
」
司
法
裁
判
所
は
介
入
し
な
い

(at
11)
。
担
当
行
政
官
の
事
実
判
断
に
か
か
る
「
決
定

は
最
終
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
該
決
定
が
、
た
と
え
形
式
上
は
略
式

(
s
u
m
m
a
r
y
)
で
あ
ろ
う
と
も
誠
実
に
行
わ
れ
た

(in
g
o
o
d
 faith) 

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
」

(at
1
2
)
 

機
会
を
否
定
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
」

(at
726) 

き
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、

告
は
移
民
検
査
官
か
ら
調
脊
の
目
的
を
知
ら
さ
れ
て
お
り
か
つ
そ
の
面
前
で
質
問
に
応
答
し
て
い
る
。
原
告
は
調
査
の
趣
旨
や
英
語
が
理
解
で

ヘ
イ
ビ
ア
ス
コ
ー
パ
ス
で
「
裁
判
所
が
介
入
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
」
＜
、
「
原
告
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

3
 
本
件
法
律
（
一
八
九
一
年
移
民
法
）
は
右
2
と
異
な
る
解
釈
を
強
要
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
違
憲
で
は
な
い
。
ま
た
実
際
に
は
、
原

退
去
に
処
す
る
」
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

(at
7
2
5ー

726)

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
行
政
機
関
が
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
の
基
本
原
則
を
無
視
し
て
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
「
そ
の
原
則
の

―
つ
は
、
何
人
も
そ
の
自
由
を
左
右
す
る
事
柄

(matters)
に
つ
い
て
、
ど
こ
か
の
時
点
で
行
政
官
の
前
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
な
く
自
由
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
必
ず
し
も
司
法
裁
判
所
の
形
式
…
…
に
則
っ
た
も
の
で
な

く
て
よ
い
。
」
「
す
で
に
入
国
し
あ
ら
ゆ
る
面
で
〔
米
国
の
〕
主
権
に
服
し
人
口
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
外
国
人
ー
ー
—
た
と
え
違
法
に
で
あ
れ

—
ー
の
合
衆
国
滞
在
の
権
利
に
か
か
る
問
題
に
つ
き
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
を
お
よ
そ
与
え
る
こ
と
な
く
、
恣
意
的
に
そ
の
者
を
拘
留
し
国
外

2
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〔

10〕

以
上
を
も
と
に
す
る
と
、

2
7
5
 

【

N
a
k
o
n
a
i
t
e
 v. 
W
o
l
f
,
 2
2
6
 
U
.
S
.
 2
7
2
 
(
1
9
1
2
)
】

原
告
は
「
公
正
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
〔
事
実
〕
判
断
は
裁
判
所
に
よ

る
審
理
に
服
さ
な
い
。
」
担
当
行
政
機
関
が
し
た
「
事
実
判
断

(findings
of fact)

は
、
簡
略

(
s
u
m
m
a
r
y
)

で
あ
れ
公
正
な
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
後
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
法
律
が
定
め
て
い
る
よ
う
に
こ
れ
を
も
っ
て
最
終
的
と
し
て
も
憲
法
上
問
題
は
な
い
。
」

(at
2
7
4ー

（
憲
法
上
の
保
護
に
値
す
る
権
利
利
益
で
あ
る
限
り
）
事
実
判
断
に
か
か
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
、
行
政
に

も
司
法
に
も
ど
の
段
階
に
も
な
け
れ
ば
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
違
反
の
は
ず
で
あ
る
。

一
九
世
紀
の
著
名
例
と
し
て
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
法
の
設
置
し
た
鉄
道
倉
庫
事
業
委
員
会
に
か
か
る
も
の
が
あ
る
。
同
法
は
、
委
員
会
が
鉄

道
等
の
現
行
料
率
を
「
平
等
か
つ
適
正
」

(
e
q
u
a
l
a
n
d
 r
e
a
s
o
n
a
b
l
e
)
 
で
な
い
と
判
断
す
れ
ば
自
ら
、
「
平
等
か
つ
適
正
」
な
料
率
を
定

め
こ
れ
を
命
令
で
き
る
と
定
め
て
い
た
。
州
最
高
裁
が
委
員
会
の
命
令
し
た
料
率
は
「
平
等
か
つ
適
正
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
最
終
的
(final

a
n
d
 c
o
n
c
l
u
s
i
v
e
)
 
で
あ
る
と
解
釈
し
た
の
を
受
け
て
、
連
邦
最
高
裁
は
こ
う
解
さ
れ
る
州
法
を
連
邦
憲
法
違
反
と
し
た
。

【

C
h
i
c
a
g
o
M
.
 &
 S
t
.
P
.
R
y
.
 C
o
.
 v. 
M
i
n
n
e
s
o
t
a
,
 1
3
4
 
U
.
S
.
 4
1
8
 
(
1
8
9
0
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

Blatchford. 
州
最
高
裁
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
委
員
会
の
命
令
す
る
料
率
は
事
実
面
で
も
ま
た
法
的
に
も
唯
一
の
「
平
等
か

つ
適
正
」
な
料
率
と
扱
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
本
件
州
法
は
「
紛
争
案
件
に
お
け
る
真
実
を
：
…
•
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
に
よ
り
司
法
的
に

詮
索
し
て
も
ら
う
権
利
を

(right
to 
a
 judicial 
investigation)
剥
奪
し
」
た
う
え
、
非
司
法
機
関
で
あ
る
委
員
会
の
行
為
に
絶
対
的

な
最
終
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
委
員
会
に
よ
る
告
知
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
会
社
側
へ
の
証
拠
提
出
の
機
会
も
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
デ
ュ

ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
の
外
見
さ
え
認
め
ら
れ
な
い
」
。

(at
4
5
6
-
4
5
8
)
 

〔
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
意
見
〕

Pitney. 
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ー
プ
ロ
セ
ス
上
は
不
要
と
い
う
結
論
に
な
る
か
ら
で
あ
る

撤
去
•
取
り
替
え
の
た
め
の
図
面
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。

判
旨
は
そ
れ
ほ
ど
分
解
的
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
い
え
る
こ
と
は
、
州
委
員
会
の
命
令
し
た
料
率
に
お
け
る
事
実
判
断
に
つ
い
て
、

行
政
段
階
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
与
え
ず
に
司
法
裁
判
所
に
対
し
最
終
的
と
扱
っ
て
い
る
点
で
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
違
反
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
う
一
件
、
事
実
判
断
の
最
終
性
に
か
か
る
明
快
な
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
本
件
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
法
は
、
公
共
の
安
全
便
宜
に
照
ら

し
鉄
道
と
州
道
の
平
面
交
差
を
撤
去
す
べ
き
だ
と
州
行
政
機
関
が
判
断
す
れ
ば
、
鉄
道
会
社
に
、

差
建
設
を
命
令
で
き
る
と
定
め
る
。
原
告
は
こ
の
命
令
履
行
を
拒
否
し
た
鉄
道
会
社
で
あ
る
。

【

S
o
u
t
h
e
r
n
R
a
i
l
w
a
y
 C
o
.
 v• 

Virginia, 2
9
0
 
U.S. 1
9
0
 
(
1
9
3
3
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

M
c
R
e
y
n
o
l
d
s
.
 

そ
の
費
用
負
担
で
撤
去
お
よ
び
立
体
交

本
法
は
「
公
共
の
安
全
便
宜
」
が
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
鉄
道
会
社
へ
の
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
当
該
命
令
に
対

す
る
司
法
審
査
の
機
会
も
定
め
て
い
な
い
か
ら
、
「
事
実
交
差
の
性
質
、
公
共
の
安
全
便
宜
上
の
必
要
に
つ
い
て
、
告
知
も
ヒ
ア

リ
ン
グ
も
証
拠
も
な
く
、
最
終
的
に
判
断
す
る
権
限
を
行
政
機
関
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
」

(at
1
9
4ー

1
9
5
)

。
こ
れ
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項

違
反
で
あ
る
。
（
な
お
命
令
後
、
企
業
委
員
会
に
不
服
申
立
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
命
令
そ
の
も
の
に
対
し
て
で
は
な
く
、

当
該
の
鉄
道
会
社
の
保
有
す
る
鉄
道
が
、
州
道
と
平
面
交
差
す
る
事
実
、

す
か
と
い
う
事
実
判
断
に
つ
き
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

最
後
に
二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ひ
と
つ
は
、

ま
た
そ
の
平
面
交
差
が
公
共
の
安
全
に
と
っ
て
危
害
を
及
ぼ

フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
の
観
点
は
、
時
に
行
政
の
事
前
手
続
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
働
き
も
す

る
こ
と
で
あ
る
。
事
後
の
司
法
審
査
で
事
実
審
理
を
や
り
直
す
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
る
な
ら
ば
、
行
政
段
階
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
デ
ュ

(
H
a
r
t
 
〔1
9
4
0

:
2
7
6

〕
）
。
す
で
に
〔

7
〕

で
あ
る

(
H
a
r
t
 
〔1
9
4
0

:
 2
8
2

〕）。

の

H
a
g
e
r
判
決
等
に
現
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
（
さ
ら
に
〔

11
〕
で
も
同
趣
旨
の
判
例
を
挙
げ
る
）
。
こ
れ
は
論
文
等
で
は
、
事
後
の
司
法
審
杏
が
「
始
審
的
審
理
」

(de
n
o
v
o
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決
定
権
限
が
授
権
さ
れ
た
場
合
に
も
妥
当
す
る
は
ず
で
あ
る

つ
ま
り
「
思
う
が
ま
ま
に
」

は
刑
事
や
民
事
の
裁
判
手
続
と
し
て
展
開
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
の
要
請
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

〔

11〕

3
 

一
般
的
に
は
こ
れ
ら
の
判
決
は
す
べ
て
そ
の
後
覆
さ

い
て
は

r
e
v
i
e
w
)
な
ら
ば
行
政
段
階
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
不
要
で
あ
る
と
整
理
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
相
当
す
る

(
S
c
h
w
a
r
t
z
〔1
9
5
0
:
5

蕊〕

;
 
D
a
v
i
s
 

〔1
9
7
9

:
 4
5
9
-
4
6
2

〕
i

知
詞
太
平

(
1
9
6
1

:
 1
2
1

〕）〇

い
ま
ひ
と
つ
、
行
政
機
関
と
司
法
裁
判
所
の
間
の
〈
事
実
判
断
権
限
の
割
り
振
り
〉
が
完
全
に
立
法
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
か
に
つ

一
定
の
留
保
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
司
法
権
に
固
有
と
い
う
べ
き
事
実
判
断
作
用
が
存
在
す
る
と
い
う
連

邦
最
高
裁
判
決
が
過
去
に
何
度
か
現
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
管
轄
的
事
実
」
や
「
憲
法
的
事
実
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

司
法
審
査
に
お
い
て
裁
判
所
は
法
律
の
み
な
ら
ず
事
実
面
も
自
ら
独
立
に
審
理
し
直
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
判
例
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
筆
者
自
身
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
（
〔
1
9
9
0
:
 I 
6
4
2
-
6
4
5
〕
）
、
こ
こ
で
は
、

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
指
摘
し
て
お
く
。

「
行
政
手
続
そ
の
も
の
」
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理

以
上
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
は
、
事
後
の
司
法
審
査
内
容
と
の
関
係
で
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要

否
を
考
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
司
法
審
査
と
は
無
関
係
に
、
端
的
に
行
政
の
事
前
手
続
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
デ
ュ
ー
プ

い
か
な
る
機
関
で
あ
れ
、

お
よ
そ
決
定
権
限
を
授
権
さ
れ
た
以
上
は
根
拠
の
な
い
決
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
発
想
は
、

か
つ
て

（
松
井
〔
1
9
8
0
:
I
 
3
5
,
 4
5
,
 
II 4
5
-
4
7

〕
）
、
同
じ
理
は
、
行
政
機
関
に

（
小
高
〔
1
9
7
7

:
 6
9
〕
）
。
根
拠
の
な
い
決
定
、

(at will
函
rbitrary)

結
論
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
実
体
的
な
義
務
づ
け
が
そ
の
授
権
法
の
中
に
は
当
然
に
含
ま
れ
て
い
る
と

(28) 

解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
（
適
正
な
法
の
過
程
）
と
は
言
え
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
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実
体
的
に
恣
意
的
で
な
い
決
定
が
な
さ
れ
た
か
否
か
が
、
法
律
問
題
と
し
て
必
ず
事
後
の
司
法
審
査
の
対
象
と
な
る
の
は
こ
の
ゆ
え
で
あ

る
（
な
お
、
何
を
も
っ
て
恣
意
的
か
否
か
の
指
標
と
す
る
か
は
、
司
法
審
査
に
お
け
る
行
政
裁
量
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
）
。
そ

し
て
、
行
政
手
続
面
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
）

し
か
し
こ
こ
に
は
特
殊
な
問
題
が
存
在
す
る
。
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
り
理
由
付
記
な
り
が
あ
れ
ば
、

だ
け
確
保
さ
れ
る
が
、

（
時
間
・
手
間
）

ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
に
つ
な
が
り
や
す
い
。
論
文
等
が
、
様
々
な
レ
ベ
ル
の
「
緊
急
性
」
と
し
て
整
理
す
る
と
こ
ろ
は
こ
こ
に
帰

着
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一
般
に
緊
急
性
ゆ
え
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
不
要
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
正
確
に
は
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要
否
を

(29) 

立
法
裁
量
に
委
ね
る
べ
き
理
由
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、

か
ら
こ
の
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
け
れ
ば
必
ず
恣
意
的
に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
持
つ
コ
ス

は
、
行
政
制
度
の
目
的
と
均
衡
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
わ
け
で
、
事
前
手
続
は
ま
ず
は
立
法
判
断
に
委
ね

理
念
と
し
て
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
政
段
階
で
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
も
、

だ
ち
に
、
裁
判
所
が
あ
る
べ
き
事
前
手
続
を
更
地
の
上
に
憲
法
か
ら
直
接
宣
言
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
は
直
結
し
な
い
。
こ
れ
は
わ
が

国
の
最
高
裁
判
例
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
「
制
定
法
準
拠
主
義
」
（
塩
野
〔
1
9
9
4

:
 2
2
6ー

2

均〕
i

小
高
〔
1
9
7
7

:
 1
2
9

〕
）
に
似
た
現
象
で
あ

り
、
米
国
で
も
連
邦
と
州
と
を
問
わ
ず
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
（
中
川
〔
1
9
9
6

a
〕
参
照
。
一
九
七

0
年
代
の
「
革
命
」
は
こ
の
立
法
裁
量

を
乗
り
越
え
よ
う
と
試
み
た
例
で
あ
る
）
。
二

0
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
本
稿
の
い
う
行
政
手
続
そ
の
も
の
へ
の
関
心
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ

ロ
セ
ス
判
例
が
稀
に
し
か
現
れ
な
い
の
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

卜

た
し
か
に
根
拠
あ
る
決
定
が
そ
れ

そ
こ
で
ま
ず
、
立
法
裁
量
を
前
面
に
押
し
だ
し
て
判
示
し
た
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要

求
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
古
典
的
場
面
は
、
腐
敗
食
品
等
の
廃
棄
処
分
と
、
訴
追
す
る
し
な
い
の
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
著
名
判
決

を
次
に
挙
げ
る
が
、
本
稿
で
い
う
ふ
た
つ
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
観
点
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
行
政
手
続
そ
の
も
の
）

か
ら
、

た

そ
れ
ぞ
れ
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リ
ン
グ
は
不
要
と
し
て
い
る
。

腐
敗
食
品
の
破
棄
処
分
の
例
と
し
て
、
冷
蔵
倉
庫
会
社
で
あ
る
原
告
が
シ
カ
ゴ
市
条
例
の
定
め
に
基
づ
き
、

を
腐
敗
汚
染
な
ど
飲
食
に
適
し
な
い
と
し
て
没
収
廃
棄
処
分
さ
れ
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

【

N
o
r
t
h
A
m
e
r
i
c
a
n
 C
o
l
d
 S
t
o
r
a
g
e
 C
o
.
 v. 
C
h
i
c
a
g
o
,
 2
1
1
 
U
.
S
.
 3
0
6
 
(
1
9
0
8
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

P
e
c
k
h
a
m
.
 

食
用
に
適
し
な
い
と
い
う
検
査
官
の
「
事
実
に
つ
い
て
の
一
方
的
判
断

(ex
p
a
r
t
e
 finding

…

a
s
 to 

the facts)
は
」
い
か
な
る
意
味
で
も
、
当
該
食
品
の
所
有
者
等
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
〔
つ
ま
り
最
終
的
判
断
で
は
な
い
筆
者
〕
。

没
収
破
壊
前
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
得
ら
れ
な
く
と
も
、
事
後
に
財
産
破
壊
に
か
か
る
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

(at
3
1
5
-
3
1
6
)
 

「
食
用
に
適
し
な
い
不
衛
生
食
品
の
廃
棄
処
分
前
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
与
え
る
べ
き
か
否
か
は
す
ぐ
れ
て
立
法
裁
量
の
問
題
で
あ
る
。
」

「
緊
急
性
は
、
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
議
会
の
合
理
的
裁
量
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
〔
立
法
〕
判
断

は
裁
判
所
の
審
査
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
」
後
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
れ
ば
、
検
査
官
は
「
事
実
と
し
て

(as
a
 fact)
当
該
物
件
が
法
律

違
反
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
点
で
、
当
該
食
品
の
所
有
者
等
は
「
十
分
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、
…
…
事
前
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
が
な
く
て
も
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
が
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
」

(at
3
2
0
)
 

冷
蔵
倉
庫
会
社
で
あ
る
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
間
食
品
を
冷
蔵
保
管
で
き
、
緊
急
性
は
な
い
は
ず
だ
と
い
う
原
告
の
主
張

(at
3
1
9ー

3
2
0
)

を
斥
け
て
の
判
示
が
判
旨

2
で
あ
る
。
そ
し
て
判
旨

1
お
よ
び

2
の
後
半
で
は
、

い
わ
ゆ
る
行
動
す
る
し
な
い
の
判
断

(
p
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
d
e
c
i
s
i
o
n
)

に
つ
い
て
は
、

E
w
i
n
g
v. 
M
y
t
i
n
g
e
r
 &
 C
a
s
s
e
l
b
e
r
r
y
,
 3
3
9
 U・ 

S
.
 5
9
4
 (
1
9
5
0
)

が
好
例
で
あ
る
。
判
旨
は
、
不
純
・
不
当
表
示
の
品
物
だ
と
い
う
「
相
当
な
理
由
」
が
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
、
連
邦
食

2
 

ー

ヒ
ア
リ
ン
グ
不
要
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
好
例
で
も
あ
る
。

そ
の
貯
蔵
食
料
品
の
一
部

フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
の
観
点
か
ら
も
行
政
段
階
で
の
ヒ
ア
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〔

12〕

し
な
い
限
り
当
然
視
さ
れ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
）

（
単
に
没
収
の
た
め
の
訴
訟
を
す
る
の
で
は
な
く
）

【

E
w
i
n
g
v. 
M
y
t
i
n
g
e
r
 &
 Ca
s
s
e
l
b
e
r
r
y
,
 3
3
9
 
U.S. 5
9
4
 
(
1
9
5
0
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

D
o
u
g
l
a
s
.
 

ま
ず
差
押
え
て
お
い
て
後
で
没
収
の
た
め
の

libel
訴
訟
を
提
起
す
る

「
相
当
の
理
由
」
が
あ
る
と
の
判
断
は
、
没
収
の
た
め
の
「
訴
訟
提
起
を
す
る
た
め
に
制
定
法
上
課
さ
れ
た

要
件
に
過
ぎ
な
い
。
」

Libel
訴
訟
が
提
起
さ
れ
れ
ば
、
原
告
は
「
裁
判
所
の
前
に
申
立
人
と
し
て
現
れ
、
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
る
機

会
を
有
す
る
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
を
満
た
す
も
の
と
結
論
さ
れ
る
。
」

(at
5
9
8
)
 

「
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
単
に
他
の
事
案
に
比
べ
て
〔
被
差
押
え
当
事
者
が
〕
損
害
を
被
る
危
険
が
明
ら
か
な
い

し
切
迫
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
こ
れ
は
連
邦
議
会
の
決
め
る
べ
き
事
柄
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

裁
判
所
で
は
な
い
。
そ
し
て
連
邦
議
会
が
決
め
た
の
は
、
多
軍
差
押
え
を
す
る
と
い
う
行
政
決
定
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
し
で
行
わ
せ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
こ
の
段
階
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
せ
よ
と
わ
れ
わ
れ
が
言
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
」

(at
6
0
0
)
 

判
旨
l
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
の
観
点
か
ら
、
判
旨

2
は
行
政
手
続
そ
の
も
の
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
判
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
な
お

観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

念
の
た
め
付
言
す
れ
ば
、
事
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
憲
法
上
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
る
の
に
、
す
べ
て
の
判
決
が
両
方
の

（翌

フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
の
観
点
だ
け
で
済
ま
せ
る
例
も
多
い
。
立
法
裁
量
が
、
特
に
原
告
が
争
点
と

行
政
の
事
前
手
続
と
は
対
照
的
に
、
司
法
裁
判
手
続
（
刑
事
・
民
事
）

に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
ど
の
よ
う
な
手
続

装
置
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
き
裁
判
所
自
身
が
積
極
的
に
語
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
立
法
裁
量
に
委
ね
る
べ
き
理
由
が
な
い
と
考
え
ら

れ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
弁
護
士
の
入
会

(
a
d
m
i
t
t
a
n
c
e
)

や
除
名

(
d
i
s
b
a
r
m
e
n
t
)

に
お
け
る
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ

2
 

ー

と
い
う
手
続
を
と
る
か
否
か
の
判
断
で
あ
る
と
捉
え
た
う
え
で

(
3
3
9
 
U.S. a
t
 5
9
8ー

5
9
9
)

、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

品
薬
品
局
が
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い
て
古
く
か
ら
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
が
現
れ
て
い
る
の
も
、

unfairness) 

案
に
お
い
て
、

そ
の
手
続
を
管
轄
す
る
の
が
州
裁
判
所
だ
か
ら
だ
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
次

【

R
a
n
d
a
l
l
v. 
B
r
i
g
h
a
n
.
 7
 
W
a
l
l
.
 (
7
4
 
U.S.) 5
2
3
 
(
1
8
6
8
)
】

「
公
開
の
裁
判
所
で
裁
判
官
の
面
前
で
起
き
た
事
柄
で
な
い
限
り
、
〔
資
格
剥
奪
の
〕
理
由
は
当
該
弁
護
士
に
通
知

さ
れ
、
か
つ
そ
の
者
に
説
明
と
防
御
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
手
続
の
詳
細
は
、
圧
制
と
不
公
正

(oppression
o
r
 

の
な
い
限
り
、
司
法
府
の
規
律
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
事
項
で
あ
る
。
」

(
a
t

5
4
0
)
 

一
般
的
な
行
政
活
動
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
が
立
法
裁
量
の
尊
菫
を
乗
り
越
え
、
憲
法
論
と
し
て
あ
る
べ
き
事
前
手

続
の
姿
を
更
地
の
う
え
に
構
築
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
十
分
な
理
由
が
必
要
と
な
る
。
当
該
事
案
に
お
い
て
特
に
あ
る
事
前
手
続
を
講
じ

な
け
れ
ば
、
根
拠
無
き
恣
意
的
な
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
言
え
る
だ
け
の
事
情
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
当
該
事

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
さ
ず
に
判
断
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
見
せ
か
け
の
事
実
判
断
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
、

定
に
根
拠
が
あ
る
か
と
い
う
、
実
体
面
の
司
法
審
査
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

米
国
民
で
あ
っ
て
弁
護
士
か
公
認
会
計
士
で
あ
る
旨
を
記
し
て
申
請
す
る
こ
と
、

し
た
が
っ
て

事
実
根
拠
の
な
い
恣
意
的
な
決
定
を
し
た
か
の
よ
う
な
外
観
を
も
た
ら
す
か
否
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
（
こ
の
こ
と
と
、
現
実
に
当
該
決

（
つ
ま
り
、
事
後
の
司
法
審
査
内
容
と
は
無
関
係
に
）
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

必
要
性
を
結
論
づ
け
た
わ
ず
か
な
連
邦
最
高
裁
判
決
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
（
な
お
州
判
例
に
つ
い
て
は
小
高
〔
1
9
7
7
:
6
 0
 -
6
8

〕
i

ま
ず
、
合
衆
国
租
税
審
判
所
で
租
税
申
告
の
代
理
人
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
格
申
請
の
事
案
が
あ
る
。
同
審
判
所
の
規
則
は
、

か
つ
「
審
判
所
は
そ
の
裁
量
で
申
請
拒
否
、
資
格
停
止

な
い
し
剥
奪
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
た
。
原
告
は
か
つ
て
自
治
体
の
会
計
監
査
官
で
あ
っ
た
と
き
に
不
適
切
な
行
動
が
あ

園
部
〔
1
9
6
9

:
 2
4
5ー

2
5
5
〕
な
ど
参
照
）
。

行
政
手
続
そ
の
も
の
へ
の
関
心
か
ら

J

れ
に
対
し
て
、

〔
法
廷
意
見
〕

Field. 

の
判
決
は
も
っ
と
も
初
期
の
一
例
で
あ
る

（
そ
の
他
の
例
は
松
井
〔
1
9
8
0

:
 4
9ー

5
0

〕
参
照
）
。
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【

G
o
l
d
s
m
i
t
hv• 

U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 B
o
a
r
d
 o
f
 T
a
x
 A
p
p
e
a
l
s
,
 2
7
0
 
U
.
S
.
 1
1
7
 
(
1
9
2
6
)
】

と
で
あ
る
。

原
告
は
米
国
民
か
つ
公
認
会
計
士
で
あ
る
こ
と
を
申
請
書
で
示
し
た
か
ら
、
規
則
に
よ
れ
ば
代
理
人
と
な
る
資
格
を

有
す
る
者
に
あ
た
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
原
告
の
不
適
格
さ

(unfitness)

を
理
由
に
申
請
を
拒
否
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
告
知
の
う
え
ヒ

ア
リ
ン
グ
と
応
答

(hearing
a
n
d
 a
n
s
w
e
r
)
の
機
会
を
与
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
」
た
し
か
に
規
則
は
審
判
所
の
裁
量
で
申
請
を
拒
否

で
き
る
と
定
め
る
が
、
「
公
正
な
調
在

(fair
investigation) -
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
と
い
い
う
る
よ
う
な
告
知
、

「
公
正
な
調
査
」
（
い
わ
ゆ
る
行
政
調
査
で
は
な
い
）
が
必
要
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

最
高
裁
判
決
に
は
全
く
現
れ
て
こ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

判
断
が
な
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
の
事
情
が
な
い
と
い
う
趣
旨
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
申
請
者

が
応
答
す
る
機
会
を
伴
っ
た
ー
の
後
で
行
使
さ
れ
る
べ
き
裁
量
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(at
1
2
3
)
 

人
格
的
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
っ
た
恣
意
に
流
れ
や
す
い
事
実
判
断
を
も
っ
て
申
請
拒
否
の
根
拠
と
す
る
以
上
、

そ
れ
が
一
方
的
な

断
定
で
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
、
過
去
の
不
行
状
に
つ
い
て
本
人
に
告
知
し
防
御
の
機
会
を
与
え
て
確
か
な
事
実
判
断
を
確
保
す
る

な
ぜ
こ
の
強
力
な
一
般
論
が
、
他
の
連
邦

お
そ
ら
く
本
件
で
重
要
な
こ
と
は
、
結
局
司
法
救
済
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ

マ
ン
デ
イ
マ
ス
訴
訟
提
起
前
に
原
告
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
要
求
し
た
の
に
審
判
所
に
拒
否
さ
れ
た
な
ど
と
い
っ
た
、
特
に
救
済

に
値
す
る
事
情
が
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た

(
2
7
0

U
.
S
.
 at 1
2
3ー

1
2
4
)

。
本
件
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
な
か
っ
た
か
ら
恣
意
的
な

州
法
に
お
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
当
該
の
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
て
も
連
邦
最
高
裁
が
そ
の
解
釈
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し

ヒ
ア
リ
ン
グ
規
定
の
通
常
の
利
用
の
仕
方
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
根
拠
無
き
決
定
を
疑
わ
せ
る
に
十
分
な
、
異
常
な
事
情
が
あ
っ
た
と
し
、

オ
ハ
イ
オ
州
公
益
事
業
委
員
会
が
、
あ
る
電
話
会
社
が
適
正
料
率
を
超
え
た
額
を
請
求
し
た
と
し
て
超
過
分
を
利
用
者
に
払
戻
す
よ
う

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
よ
っ
て
介
入
し
た
事
例
が
あ
る
。

〔
法
廷
意
見
〕

Taft. 

っ
た
と
い
う
理
由
で
申
請
を
拒
否
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
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る。

否
定
す
る
に
等
し
い
。

(at
3
0
2
-
3
0
4
 

命
令
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。
適
正
料
率
の
算
定
に
必
要
な
会
社
財
産
の
「
公
正
価
格
」
の
算
出
に
あ
た
っ
て
、
委
員
会
が
あ
る
情

報
（
価
格
変
動
率
）
を
「
顕
著
な
事
実
」

(judicial
n
o
t
i
c
e
)
 
と
し
て
用
い
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
か
ら
外
し
た
こ
と
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ

【

O
h
i
o
B
e
l
l
 T
e
l
e
p
h
o
n
e
 C
o
.
 v. 
O
h
i
o
,
 3
0
1
 
U.S. 2
9
2
 
(
1
9
3
7
)
】

委
員
会
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
、
会
社
財
産
の
価
格
を
あ
る
期
日
の
そ
れ
を
も
っ
て
確
定
す
る
と
告

知
し
、
当
該
期
日
の
価
格
に
か
か
る
証
拠
を
提
出
さ
せ
採
用
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
自
ら
密
か
に
収
集
し
た
情
報
（
価
格
変
動
率
）
に

基
づ
い
て
当
該
期
日
以
外
の
価
格
動
向
を
も
考
慮
し
て
財
産
価
格
を
算
出
し
、
結
局
こ
れ
に
依
拠
し
て
本
件
命
令
に
至
っ
た
。
原
告
会
社
は
そ

の
情
報
を
開
示
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
対
象
と
す
る
よ
う
求
め
た
が
す
べ
て
拒
絶
さ
れ
た
。
「
こ
れ
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
本
質
で
あ
る
公
正
な
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
な
い
。
ト
ラ
イ
ア
ル
な
き
財
産
没
収
で
あ
る
。
」

(at
3
0
0
)
 

〔
土
地
建
物
価
格
や
そ
の
変
動
を
顕
著
な
事
実
扱
い
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
不
適
切
で
あ
る
が

(at
3
0
0
-
3
0
2
)

〕
「
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス

の
観
点
か
ら
み
る
と
そ
れ
よ
り
も
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
。
委
員
会
が
顕
著
な
事
実
と
扱
い
結
論
の
根
拠
と
し
て
用
い
た
具
体
的
事
実
(particular

or evidential facts)

が
何
で
あ
っ
た
か
が
、
今
も
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」
委
員
会
は
、
当
該
情
報
を
刊
行
物
等

か
ら
得
た
の
だ
か
ら
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
「
当
該
の
具
体
的
事
実

(the
evidential facts)
を
記
録
か
ら
外
し
」
た

ま
ま
で
い
る
。
オ
ハ
イ
オ
州
法
で
は
本
件
命
令
の
司
法
審
脊
に
際
し
て
新
証
提
採
用
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
で
は
お
よ
そ
司
法
審
査
を

判
旨
が
論
難
し
て
い
る
の
は
、
命
令
の
根
拠
と
な
っ
た
事
実
判
断
（
財
産
価
格
）
を
支
え
る
は
ず
の
証
拠
を
委
員
会
が
尋
常
で
な
い
仕

方
で
秘
匿
し
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
て
き
た
証
拠
に
の
み
基
づ
い
て
命
令
す
べ
き
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
お
よ

そ
一
般
論
と
し
て
証
拠
は
開
示
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
州
法
解
釈
の
問
題
で
あ
る
。
）

2
 

〔
法
廷
意
見
〕

C
a
r
d
o
z
o
.
 
ー
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解
を
し
て
い
た

立
法
に
よ
る
行
政
の
事
前
手
続
の
規
律
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
準
司
法
的
手
続
で
あ
る
。
最
初
に
連
邦
最
高
裁
が
こ
れ
を
明
確
に
し
た
の
は
二

0
世
紀
初
頭
の
州

際
通
商
法
の
解
釈
の
場
に
お
い
て
で
あ
る
。
州
際
通
商
委
員
会

(
I
C
C
)

い
わ
ゆ
る
実
質
的
証
拠
基
準
を
宣
言
し
た
判
決
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ
る
。

実
は
こ
の
判
決
以
前
に
は
、

I
C
C
の
決
定
は
司
法
裁
判
所
の
判
決
を
経
な
け
れ
ば
発
効
し
な
い
こ
と
が
州
際
通
商
法
上
明
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
連
邦
最
高
裁
判
決
も
「
現
行
料
率
が
不
当
か
否
か
」
に
つ
い
て
は
司
法
裁
判
所
が
完
全
に
審
理
し
直
す
と
い
う
理

（
中
川
〔
1
9
9
0
:
 I
 
6
3
1
,
 
II 8
2
3ー

8
2
5

〕）。

に
よ
り
、
①
「
現
行
料
率
は
不
当
」
と
認
定
し
て
そ
の
是
正
を
求
め
る

I
C
C
の
命
令
は
、
裁
判
所
判
決
を
経
る
ま
で
も
な
く
そ
れ
自
身

決
が
そ
れ
で
、

ー
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、

〔

13〕

個
別
法
~
い
わ
ゆ
る
準
司
法
的
制
度
像

尋
常
で
な
い
と
い
う
の
は
、
委
員
会
は
一
方
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
き
な
が
ら
、
他
方
で
は
重
要
証
拠
を
意
図
的
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
対
象
か
ら
外
し
て
事
実
判
断
し
、

拒
絶
し
て
い
る
こ
と
（
判
旨
1
)
、

あ
る
。
こ
う
し
た
異
常
性
か
ら
、

名
竺

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
章

か
つ
そ
の
証
拠
を
開
示
し
反
論
の
機
会
を
与
え
て
ほ
し
い
と
い
う
原
告
会
社
の
再
三
の
申
し
立
て
を

ま
た
そ
の
秘
匿
は
司
法
審
査
さ
え
事
実
上
機
能
不
全
に
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（
判
旨
2
)
で

お
よ
そ
確
か
な
事
実
判
断
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
し
い
と
の
烙
印
が
お
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
判
断
し

立
法
に
よ
る
行
政
の
事
前
手
続
の
規
律
と
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
関
係

ま
ず
は
個
別
法
に
よ
る
も
の
を
取
り
上
げ
よ
う
。
そ
の
場
合
特
に
カ
テ
ゴ
リ

の
鉄
道
料
金
設
定
に
か
か
る
一
九
―
―
―
―
年
の
連
邦
最
高
裁
判

と
こ
ろ
が
ヘ
ッ
バ
ー
ン
法
（
一
九
〇
六
年
）

な
ど
一
連
の
州
際
通
商
法
の
改
正
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で
発
効
す
る
こ
と
、
②
不
当
性
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

(full
h
e
a
r
i
n
g
)

を
行
う
こ
と
、

の
二
点
が
定
め
ら
れ

一
九
一
三
年
判
決
が
下
さ
れ
た
の
は
こ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
で
あ
る
。
争
点
は
、
現
行
料
率
を
不
当
と
す
る

I
C
C
の
判
断
の
司
法

審
査
に
お
け
る
取
り
扱
い
で
あ
り
、

I
C
C
側
は
そ
の
判
断
が
常
に
司
法
裁
判
所
を
拘
束
す
る
と
主
張
し
て
い
た
。
第
一
章
で
述
べ
た
デ

ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
を
踏
ま
え
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、

I
C
C
側
の
主
張
は
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
く
事
実
判
断
で
あ
る
以
上
、
司
法
裁

判
所
に
対
す
る
「
最
終
性
」

(
c
o
n
c
l
u
s
i
v
e
)
が
認
め
ら
れ
る
と
解
し
て
も
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
と
思
わ
れ
る
。
「
完
全
な
ヒ
ア

リ
ン
グ
」
規
定
の
存
在
意
義
を
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
と
し
て
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
上
要
求
さ
れ
る
代
償
的
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
理
解
し

判
決
は
こ
の
主
張
を
斥
け
、
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
定
め
ら
れ
た
趣
旨
を
、
事
実
根
拠
の
な
い
恣
意
的
な
決
定
が
な
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
一
般
原
則
を
、
強
制
的
に
実
現
す
る
た
め
の
装
置
と
い
う
と
こ
ろ
に
見
い
だ
し
て
い
る
。
（
左
引
用
の
特
に
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
ー

【

I
C
C
v. 
L
o
u
i
s
v
i
l
l
e
 
&
 N
a
s
h
v
i
l
l
e
 
R.R. Co., 2
2
7
 
U.S. 8
8
 (
1
9
1
3
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

Lamar・ 

「
本
法
〔
州
際
通
商
法
〕
は
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
権
利
を
付
与
し
て
い
る
か
ら
、
証
言
提
出
の
特
権
を
与

え
る
と
と
も
に
、
立
証
さ
れ
た
事
実

(facts
p
r
o
v
e
d
)
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
義
務
を
課
す
も
の
で
あ
る
。
証
拠
を
欠
く
判
断
は
恣
意
的
・

無
根
拠
で
あ
る

(
A
finding w
i
t
h
o
u
t
 e
v
i
d
e
n
c
e
 is 
arbitrary a
n
d
 baseless.)
。
し
た
が
っ
て
政
府
〔

I
C
C
〕
側
の
主
張
が
正
し
い

な
ら
ば
：
：
．．
 
権
利
を
左
右
す
る
事
実
に
つ
い
て

I
C
C
は
お
よ
そ
証
拠
法
則
を
無
視
し
、
行
政
の
権
威
に
よ
っ
て
専
断
的
に
(capriciously)

判
断
を
下
し
て
よ
い
と
い
う
に
等
し
い
。
」
し
か
し
こ
れ
で
は
「
rational
justice
に
反
し
」
、
恣
意
的
な
権
限
行
使

(arbifrary
exercise 

of p
o
w
e
r
)
を
禁
止
す
る
憲
法
の
精
神
に
反
す
る
。
従
来
の
判
決
で
も
「
準
司
法
的
な
性
格
を
有
す
る
行
政
命
令
は
」
、

ー

筆

者

に

留

意

）

。

よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ー

る
に
い
た
っ
た

（
ヒ
ア
リ
ン
グ
規
定
は
こ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
）
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
否
定
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当
事
者
が
試
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

(
a
t
9
3
)
 

2
 

（
証
拠
の
裏
付
け
の
あ
る
事
実
判
断
か
）
も

さ
れ
た
り
不
適
切
で
あ
っ
た
場
合
や
、
「
『
疑
問
の
余
地
の
な
い
証
拠
の
性
質
に
反
す
る
』
判
断
が
な
さ
れ
た
場
合
」
、
さ
ら
に
法
律
に
照
ら
し

て
当
該
の
事
実
判
断
が
当
該
の
命
令
の
根
拠
と
な
り
え
な
い
場
合
に
、
無
効
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
a
t

9
1
)
 

「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
と
い
う
文
言
で
、
確
実
な
事
実
判
断
（
証
拠
•
具
体
的
事
実
・
抽
象
的
事
実
の
行
政
段
階
に
お
け
る
確
実
な

立
証
）
が
制
定
法
上
特
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
解
し
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
行
政
手
続
そ
の
も
の
へ
の
関
心
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ

ス
法
理
の
発
想
に
依
拠
し
た
制
定
法
解
釈
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

当
然
に
司
法
審
査
の
俎
上
に
の
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
（
な
お
判
旨
は
右
引
用
の
後
に
、
実
体
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

(35) 

し
て
同
じ
結
論
を
導
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
あ
れ
こ
れ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
説
明
を
試
み
て
い
る
の
は
、
右
の
制
定
法
解
釈
を
支
え
、
か

つ
I
C
C
の
主
張
を
覆
す
だ
け
の
明
確
な
立
法
意
図
が
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
規
定
に
関
し
て
立
法
過
程
資
料
に
見
い
だ
せ
な
か
っ
た

た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

こ
う
し
た
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
規
定
の
趣
旨
解
釈
に
符
号
す
る
よ
う
に
、

の
と
解
さ
れ
た
。

〔
法
廷
意
見
〕

Lamar・ 

そ
の
違
反
が
な
い
か

I
C
C
の
主
張
も
そ
れ
な
り
の
説
得
性
が
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
）

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
な
い
し
方
法
も
か
な
り
厳
格
な
も

【

I
C
C
v. 
Louisville 
&
 N
a
s
h
v
i
l
l
e
 R.R. Co., 2
2
7
 
U.S. 8
8
 (
1
9
1
3
)
】

当
事
者
の
知
ら
な
い
情
報
が
決
定
の
根
拠
と
さ
れ
て
よ
い
な
ら
ば
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
権
利
は
無
に
帰
す
で
あ

ろ
う
。
」
「
委
員
会
は
行
政
機
関
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
準
司
法
的
に
行
為
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
証
拠
の
採
否
(admissibility)
に
つ
い

て
、
私
人
間
の
裁
判
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
厳
格
な
法
則
の
も
と
に
お
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
」
し
か
し
、
「
す
べ
て
の
当
事
者
は
、
提
出
さ
れ

あ
る
い
は
〔
決
定
根
拠
と
し
て
〕
考
慮
さ
れ
う
る
証
拠
を
完
全
に
知
っ
た
う
え
で
、
証
人
へ
の
反
対
尋
問
、
文
書
閲
覧
、
さ
ら
に
説
明
な
い
し

反
駁
の
た
め
に
証
拠
を
提
出
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
判
断
を
支
え
て
い
る
事
実
の
十
分
さ
を
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ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
を
黙
示
的
背
景
と
し
つ
つ
、
州

（【図
3
】
参
照
）
。
判
旨
の
展
開
が
、
憲
法
デ

J

こ
に
準
司
法
的
制
度
像
が
宣
言
さ
れ
た

意
味
で
あ
る
。

J

と
は
な
い
」

(
2
2
7

U.S. at 9
2
)
 

と
は
こ
の

「
証
人
の
信
頼
性
な
ど
を
裁
判
所
が
吟
味
す
る

味
す
る
こ
と
は
な
い
。
司
法
審
査
に
あ
た
っ
て

ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
司
法
審
査
で
再
度
吟

ヒ
ア
リ
ン
グ
段
階
で
の
当
事
者
の
活
動
に
委
ね

拠
の
選
別
、
つ
ま
り
証
人
の
信
頼
性
な
ど
は
、

る

(
2
2
7
 
U.S. at 9
4
)

。
な
お
こ
の
場
合
、
証

を
検
討
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ

の
裏
付
け
が
あ
る
か
を
確
か
め
る
た
め
、
記
録

「
命
令
〔
の
事
実
判
断
部
分
〕
に
実
質
的
証
拠

い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て

証
拠
に
の
み
基
づ
い
て
、

つ
ま
り
記
録
に
基
づ

が
あ
る
か
」

の
審
査
は
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
た

し
た
が
っ
て
「
事
実
判
断
に
証
拠
の
裏
付
け

ICC ヒアリング 行政機関の判断過程

〔事実判断］

(

―

 9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9
●

9

9

9

9

9

〔法の適用

・解釈〕

証拠の選別 → （選別された）証拠

•証拠提出
・反対尋問

・文書閲覧

など

↓
 

具体的事実

↓
 

抽象的事実 → ビ

司法審査 （なし）

The court does 

not pass upon 

credibility of 

witnesses. 

証拠の裏付けが

あるか

法的に根拠

たりうるか

（法の解釈）

【図 3]準司法的制度像
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際
通
商
法
の
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
規
定
の
解
釈
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

(
F
r
i
e
n
d
l
y
[
1
9
7
5
 :
 1
2
7
1
 

ー

1
2
7
2〕

お
よ
び
橋
本
〔
1
9
6
1

:
 8
7ー

8
8

〕
参
照
）
。
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
の
趣
旨
や
内
容
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
第
一
章
で

見
た
当
時
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
に
照
ら
せ
ば
、
更
地
の
う
え
に
憲
法
上
の
最
低
限
度
と
し
て
要
求
さ
れ
う
る
水
準
よ
り
は
る
か
に
強

そ
の
後
の
判
決
に
お
い
て
も
連
邦
最
高
裁
は
、
個
別
法
の
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
規
定
」
に
同
様
の
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

I
C
C

（
連
邦
通
信
委
員
会
）

の
根
拠
法
に
つ
い
て
「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
基
本
要
素
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
関
係
当
事
者
に
ヒ
ア
リ

(36) 

ン
グ
の
機
会
を
与
え
、
決
定
は
理
由
を
付
し
た
結
論
を
示
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
、
恣
意
的
で

な
い
決
定
の
強
制
と
し
て
解
釈
す
る
と
い
う
発
想
の
現
れ
と
い
え
よ
う

(
V
e
r
k
u
i
l

〔9
7
8

:
 2
8
1
-
2
8
2
 
&
 n. 
1
1
9
〕）〇

や

F
C
C

米
国
の
準
司
法
的
制
度
像
に
つ
い
て
、
〈
司
法
権
に
属
す
る
作
用
が
行
政
機
関
に
移
さ
れ
た
た
め
、
経
済
規
制
に
お
い
て
は
準
司
法
的

な
事
前
手
続
が
求
め
ら
れ
た
〉
と
の
理
解
が
わ
が
国
で
は
一
般
的
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
米
国
で
、
行
政
手
続
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
あ
り
方
が
司
法
裁
判
手
続
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
歴
史

的
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
が
「
司
法
過
程
」
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
（
わ
が
国
の
手
続
的
法
治
国
思
想
と
の
最
大

の
違
い
は
こ
こ
に
あ
る
）
。
当
該
の
行
政
活
動
が
元
来
、
司
法
権
作
用
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
な
お
、
一
九
七

0
年
代
以
降
も
引
き

続
き
、
行
政
手
続
が
司
法
裁
判
モ
デ
ル
を
理
想
鋳
型
と
し
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
は
変
わ
り
が
な
く
（
た
と
え
ば
F
i
r
e
n
d
l
y
(
1
9
7
5
〕

の
議
論
の
進
め
方
を
見
よ
）
、
福
祉
行
政
に
か
か
る

G
o
l
d
b
e
r
gv• 

K
e
l
l
y
,
 3
9
7
 U.S. 2
5
4
 (
1
9
7
0
)

も
極
め
て
司
法
的
な
手
続
を
要
求

し
た
例
で
あ
る
。
し
か
し
福
祉
行
政
が
元
来
、
司
法
権
の
一
部
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ー

カ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
観
点
か
ら
把
え
る
こ
と
と
し
た
の
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

規
定
）
の
趣
旨
は

3
 

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
に
訴
え
さ
せ
て
お
く
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
、
立
法
そ
し
て
行
政
が
出
動
し
た
と
い
う
ご
く
一
般
的
な
展

開
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
司
法
裁
判
所
が
鉄
道
料
金
を
そ
れ
と
し
て
規
制
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
は
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
司
法

権
の
一
部
が
行
政
機
関
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
と
し
て
公
益
事
業
委
員
会
が
発
足
し
た
わ
け
で
も
な
い
。

多
く
の
連
邦
経
済
規
制
立
法
で
事
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
手
続
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
（
た
と
え
ば

I
C
C
の
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

一
般
に
、
立
法
過
程
資
料
上
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を
連
邦
最
高
裁
が
行
政
手
続
そ
の
も
の
に
係
る

I
C
C
が
、
後
の
連
邦
経
済
規
制
の
雛
形
と
な
る
。

歴
史
的
に
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
中
川
〔
1
9
9
0
"
 II 8
1
9
〕
）
。
ま
ず
、
荷
主
が
不
当
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
し
て
鉄
道
会
社
を
裁
判

所
に
訴
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
お
よ
そ
一
般
公
衆
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
業
と
す
る
者
は
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
不
当
な
対

価
請
求
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
あ
る
種
の
権
利
濫
用
法
理
的
な
考
え
方
が
コ
モ
ン
ロ
ー
上
古
く
か
ら
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
。

鉄
道
料
金
を
そ
れ
と
し
て
規
制
す
る
こ
と
は
一
九
世
紀
の
州
レ
ベ
ル
で
始
ま
っ
た
が
、
当
初
は
州
議
会
が
制
定
法
で
直
接
に
料
率
を
定

め
る
と
い
う
や
り
方
を
と
っ
て
お
り
、
や
が
て
州
議
会
は
公
益
事
業
委
員
会
を
設
置
し
そ
こ
に
料
金
規
制
を
委
ね
る
立
法
を
す
る
よ
う

(37) 

に
な
っ
た
。
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
（
初
期
の
二
五
年
間
の

I
C
C
を
別
と
し
て
）
ヘ
ッ
バ
ー
ン
法
等
に
よ
る
一
連
の
改
正
を
受
け
た
後
の

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

鉄
道
料
金
規
制
は
、
裁
判
所
に
よ
る
鉄
道
料
金
規
制
が
行
政
機
関
に
移
し
替
え
ら
れ
、

2
 
し
か
も
、
司
法
権
に
属
す
る
作
用
が
行
政
機
関
に
委
ね
ら
れ
た
と
い
う
前
提
自
体
、
正
し
く
な
い
。
た
と
え
ば

I
C
C
に
よ
る

い
わ
ば
「
司
法
の
延
び
た
手
」
と
し
て
始
ま
っ
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準
司
法
的
制
度
像
に
お
け
る
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
一
連
の

M
o
r
g
a
n
判
決
が
現
れ
た
。
こ
れ
も
根
拠
法
の

「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
規
定
を
、
行
政
手
続
そ
の
も
の
へ
の
関
心
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
観
点
か
ら
理
解
し
よ
う
と
し
た

例
で
あ
る
。

事
案
は
、
家
畜
取
引
市
場
に
お
け
る
売
買
代
行
業
者
の
手
数
料
に
つ
い
て
、

〔
法
廷
意
見
〕

H
u
g
h
e
s
.
 

そ
の
最
高
料
率
を
従
来
よ
り
引
き
下
げ
る
農
務
長
官
命
令

に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
根
拠
法

(
P
a
c
k
e
r
s
a
n
d
 S
t
o
c
k
y
a
r
d
s
 A
c
t
)
は
、
現
行
料
率
が
「
不
当
、
不
合
理
、
差
別
的
」
か
否
か
は
「
完

全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後

(after
full h
e
a
r
i
n
g
)
」
農
務
長
官
が
判
断
す
る
と
定
め
て
い
た
が
、
原
告
ら
売
買
代
行
業
者
は
適
法
な
ヒ
ア
リ

い
わ
ゆ
る

M
o
r
g
a
n
I

判
決
と

M
o
r
g
a
n
II
判
決
が
行
政
手
続
面
に
か
か
る
判
示
を
し
て
い
る
。
判
旨
は
ま
ず
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法

理
と
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
規
定
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
規
定
は
、
デ

ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
思
想
を
体
現
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

【

M
o
r
g
a
n
v
・
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 
(
M
o
r
g
a
n
 I
)
,
 
2
9
8
 
U
.
S
.
 4
6
8
 
(
1
9
3
6
)
】

「
ま
た
、
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
か
か
る
憲
法
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
請
を
考
え
る
た
め
で
あ
っ
て
も
、
本

法〔
P
a
c
k
e
r
s
a
n
d
 S
t
o
c
k
y
a
r
d
s
 A
c
t
〕
の
規
定
を
越
え
る
必
要
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
本
法
自
身
、
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
(a
full hearing) 

を
義
務
づ
け
て
お
り
、
そ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
拒
絶
さ
れ
る
な
ら
ば
命
令
は
無
効
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

(at
4
7
7ー

4
7
8
)

【

M
o
r
g
a
n
v. 
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 
(
M
o
r
g
a
n
 II), 3
0
4
 
U
.
S
.
 1
 
(
1
9
3
8
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

H
u
g
h
e
s
.
 

わ
が
体
制

(our
s
y
s
t
e
m
)
の
も
と
で
は
、
議
会
が
適
切
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
、
お
よ
び
「
準
司
法
的
性

格
を
も
つ
行
政
手
続
を
行
っ
て
お
け
ば
市
民
の
自
由
と
財
産
が
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
基
本
的
要
請
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
」
の
二
原
則
に
執

着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
行
政
規
制
活
動
の
爆
発
的
な
拡
大
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
本
法
も
例
外
で
な
く
、
「
連
邦
議
会
は
農

ー ー

ン
グ
を
受
け
な
か
っ
た
と
し
て
提
訴
し
た
。

〔

14〕
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あ
る
」

(
3
0
4

U.S. at 2
2
 

と
し
命
令
を
取
り
消
し
た
。

2
 

務
長
官
に
大
き
な
権
限
を
与
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
行
為
は
『
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
』
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
で
、
右
の

要
請
を
明
示
的
に
認
め
、
か
つ
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
」

(at
1
4ー

1
5
)

M
o
r
g
a
n
 I

で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
聴
聞
官

(
e
x
a
m
i
n
e
r
)

や
長
官
代
行
に
よ
っ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
長
官
自
身

は
農
務
省
畜
産
局
職
員
か
ら
事
案
に
つ
い
て
聴
い
て
決
定
し
た
こ
と
の
可
否
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
こ
の
点
の
審
理
を
原
審
に
差
戻
す
に

あ
た
っ
て
、
決
定
者
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
宰
者
の
一
致
す
べ
き
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
論
旨
は
単
純
で
、

ら
れ
て
い
る
以
上
、
決
定
権
者
は
そ
こ
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
•
主
張
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
な
お
、
証
拠
•

主
張
を
聴
い
て
な
さ
れ
た
事
実
判
断
を
、
そ
れ
を
聴
い
て
い
な
い
別
の
行
政
官
が
政
策
上
の
理
由
か
ら
否
定
す
る
の
は
か
ま
わ
な
い
。
2
9
8

U.S. at 4
8
1
)

。

【

M
o
r
g
a
n
v. 
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 
(
M
o
r
g
a
n
 I
)
,
 
2
9
8
 
U.S. 4
6
8
 
(
1
9
3
6
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

H
u
g
h
e
s
.
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
義
務
づ
け

「
『
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
』
規
定
は
、
証
拠
の
採
用
・
吟
味
が
事
実
判
断
権
者

(trier
of the facts)

に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
司
法
手
続
の
伝
統
と
明
ら
か
に
関
わ
り
を
も
つ
。
『
ヒ
ア
リ
ン
グ
』
は
、
決
定
者
が
、
良
心
的
に
証
拠
を
考
慮
し
、
証
拠
に

の
み
導
か
れ
て
…
…
結
論
に
至
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
」
「
命
令
の
根
拠
と
す
べ
き
事
実
判
断
を
す
る
者
が
、
証
拠
や
主
張

を
顧
慮
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
」
。
「
〔
事
実
〕
判
断
を
下
す
行
政
官
自
身
が
証
拠
を
吟
味
し
、
証
拠

に
基
づ
き
良
心
に
従
っ
て
結
論
に
至
る
…
…
こ
と
が
前
提
で
あ
っ
て
」
、
証
拠
や
主
張
に
あ
た
っ
て
い
な
い
者
が
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
責
務
は
「
裁
判
官
の
そ
れ
に
似
て
い
る
。
決
定
す
る
者
は
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

(at
4
8
0ー

4
8
1
)

差
戻
後
再
び
上
訴
さ
れ
た

M
o
r
g
a
n
II
で
は
、
長
官
が
聴
聞
官
や
長
官
代
行
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
記
録
を
読
ん
だ
と
は
し
つ
つ
も
、
畜
産
局

職
員
と
相
談
し
て
そ
の
準
備
し
た
詳
細
な
報
告
書
に
依
拠
し
て
原
告
ら
の
料
率
を
不
当
と
判
断
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
致
命
的
な
瑕
疵
が
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け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
(
a
t
1
7
-
2
1
 

【

M
o
r
g
a
nv• 

U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 
(
M
o
r
g
a
n
 II), 3
 0
 4
 
U.S. 1
 
(
1
9
3
8
)
】

〔
法
廷
意
見
〕

H
u
g
h
e
s
.
 

畜
産
局
の
準
備
し
た
報
告
書
内
容
を
知
り
検
討
す
る
機
会
は
、
原
告
ら
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
「
完

全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
」
「
〔
自
分
の
主
張
を
支
え
る
た
め
の
〕
証
拠
提
出
権
だ
け
で
な
く
、
反
対
当
事
者
の
主
張
を
知
り
こ
れ
に
応
答
す
る
合
理

的
な
機
会
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
」
「
議
会
が
『
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
』
を
義
務
づ
け
る
に
あ
た
っ
て
念
頭
に
お
い
た
の
は
司
法
裁
判
の
水
準
(
j
u
d
i
c
i
a
l

standard) -
…
…
司
法
的
性
質
の
手
続
に
お
け
る
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
核
心
た
る
公
正
の
基
本
的
諸
原
則
で
あ
る
。
」
し
た
が
っ
て

「
完
全
か
つ
公
正
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
本
質
」
と
し
て
、
原
告
に
は
、
畜
産
局
の
作
成
し
た
事
実
判
断
案
を
前
も
っ
て
知
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な

こ
れ
も
論
旨
は
単
純
で
、
畜
産
局
の
職
員
が
準
備
し
た
報
告
書
内
容
を
原
告
側
に
知
ら
せ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
さ
ら
す
こ
と
な
く
決
定
の

根
拠
と
し
た
こ
と
、

組
織
で
動
き
、

つ
ま
り
「
一
方
的
通
信
」
に
基
づ
く
決
定

(
3
0
4

U.S. 
at 1
9ー

2
0
,

2
2
)
 

を
論
難
し
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
長
が
右
の
よ
う
な
案
件
以
外
に
多
大
な
政
策
的
、
政
治
上
の
責
務
を
負
う
行
政
機
関
と
、
裁
判
官
自
ら
決

定
を
下
す
た
め
に
組
織
さ
れ
て
い
る
裁
判
所
と
で
は
、
当
然
な
が
ら
相
違
点
が
多
い
。
こ
の
判
決
は
そ
の
観
点
か
ら
驚
愕
を
も
っ
て
迎
え

ら
れ
た
(
F
e
l
l
e
r

〔

1
9
3
8
:
6
6
2
-
6
ま〕

;
 
D
a
v
i
s
o
n
 [
1
9
4
1
 :
 6
3
7ー

6
3
9
〕
）
。
ヂ
／
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ
れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
完
全
型
（
し

た
が
っ
て
司
法
裁
判
所
の
そ
れ
）
を
鋳
型
に
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
規
定
を
解
し
て
お
り
、
本
判
決
は
連
邦
最
高
裁
の
歴
史
上
、
も
っ

と
も
司
法
裁
判
審
理
に
近
い
形
で
行
政
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
手
続
を
理
解
し
た
判
決
と
言
わ
れ
る
(
G
i
f
f
o
r
d

〔

1
9
7
8
:
 2
4
0ー

2
5
6
〕
）
。
問
題
は
、

司
法
的
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
手
直
し
し
て
行
政
機
関
に
履
践
さ
せ
る
べ
き
か
で
あ
り
、
連
邦
A
P
A
の
立
法
に
持
ち
越
さ
れ
た
課

題
と
な
っ
た
。

2
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べ
き
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る

(
G
i
n
n
a
n
e
[
1
9
4
7
 
:
 6
3
5

〕）。

一
九
四
六
年
に
立
法
さ
れ
た
連
邦
A
P
A
の
「
正
式
手
続
」
規
定
は
、
個
別
法
に
お
け
る
準
司
法
的
制
度
像
を
念
頭
に
お
い
て

立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
立
法
過
程
、
す
な
わ
ち
同
法
の
母
胎
と
な
っ
た
司
法
長
官
委
員
会
の
最
終
報
告
書
か
ら
も
窺
わ

（
中
川
〔
1
9
9
6
b
 :
 3
0ー

3
1

〕
）
が
、
同
法
が
「
正
式
手
続
」

か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
制
定
法
上

(
b
y

statute)
、

定
さ
れ
る
」

(
5

U.S.C. §
5
5
4
 (
a

)

)

場
合
に
限
る
と
い
う
定
め
方
で
あ
る
。

こ
の
「
制
定
法
上
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
…
…
記
録
に
基
づ
い
て
」
と
い
う
条
文
が
、
立
法
当
時
ど
う
理
解
さ
れ
て
い
た
か
を
見
て
み
よ
う
。

当
時
の
司
法
省
解
説
書

(
M
a
n
u
a
l
(
1
9
4
7
〕
）
は
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
（
審
議
過
程
で
も
同
様
の
理
解
で
あ
っ
た
。

R
o
l
f
e
〔1
9
8
0

①
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

の
規
定
の
み
あ
っ
て
「
記
録
に
基
づ
く
」

も
た
だ
ち
に
正
式
手
続
の
適
用
が
無
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
①
で
あ
れ
ば
、
司
法
審
査
に
か
か
る
規
定
や
判
例
が
「
記
録
に
基
づ
く

審
査
」
を
要
求
し
て
い
れ
ば
、
あ
る
い
は
立
法
史
上
「
記
録
に
基
づ
く
決
定
」
が
意
図
さ
れ
て
い
れ
ば
、
正
式
の
裁
決
手
続
が
適
用
さ
れ

る
。
②
の
場
合
も
、

a
d
j
u
d
i
c
a
t
i
o
n
と
い
う
性
格
が
見
い
だ
さ
れ
れ
ば
、
正
式
の
裁
決
手
続
の
適
用
が
推
定
さ
れ
る

4
2ー

4
3
〕
）
。
稗
巫
判
口
結
が
叩
臥
の
制
度
像
を
排
除
す
る
立
法
意
図
が
明
確
で
な
い
限
り
は
、
な
る
べ
く
正
式
手
続
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る

像
の
箇
所
で
述
べ
た
の
と
同
様
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
（
お
よ
び
顕
著
な
事
実
）

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
字
通
り
記
録
作
成
の
な
さ
れ
る
こ
と
が
絶
対
要
件
で
は
な
い
し
、
逆
に
い
か
に
詳
細
な
記
録
が
作
成
さ
れ
よ

う
と
、
右
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
に
は
あ
た
ら
な
い
。

R
o
l
f
e
〔1
9

き

1
0
3
-
1

゜4

ご

1
0
2
 
n. 3
0

〕）。

れ
る 〔

15〕

2

連
邦
行
政
手
続
法
~
一
九
四
六
年

の
諸
規
定
の
適
用
さ
れ
る
場
面
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
こ
と
か
ら
も
導

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後

(after
h
e
a
r
i
n
g
)
、
記
録
に
基
づ
き

の
規
定
が
無
い
場
合
、

M
a
n
u
a
l
 [
1
9
4
7
 

(
o
n
 t
h
e
 
r
e
c
o
r
d
)
 
;it 

ま
た
②
い
ず
れ
の
規
定
も
な
い
場
合
、

（
な
お
、
連
邦
A
P
A
に
い
う
「
記
録
に
基
づ
く
」
と
は
、
準
司
法
的
制
度

に
の
み
基
づ
い
て
決
定
す
る
と
い
う
こ
と

い
ず
れ
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こ
W
lー

2
0
2〕

;
 

S
t
r
a
u
s
s
 
[
1
9
6
6〕
）

〇

右
の
立
法
時
の
解
釈
は
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
「
記
録
」
の
双
方
が
「
制
定
法
上
」
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明

ら
か
に
否
定
し
、

か
な
り
緩
や
か
な
態
度
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
立
法
後
の
判
例
を
見
る
と
、
規
則
制
定
に
限
っ
て
は
、
正
式
手
続
規
定
の
適
否
が
厳
格
に
解
さ
れ
る
こ
と
が
一
九
七
三
年
に
宣
言
さ

(39) 

れ
た
。
個
別
法
が
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
「
記
録
に
基
づ
く
」
と
い
う
文
言
を
明
示
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
裁
決
に
お
け
る
「
正
式
手
続
」
に
つ
い
て
は
現
在
に
至
る
ま
で
決
着
を
付
け
る
連
邦
最
高
裁
判
決
が
な
く
、
連
邦
高
裁
レ
ベ
ル
で
考
え
方

が
分
か
れ
て
い
る
（
判
例
に
つ
い
て
は

R
o
l
f
e

(
1
9
8
0
 :
 10
4ー

1
1
2〕
」

H

゜w
a
r
t
h

〔

1
9
8
5
:
 33
1
-
3
4
3
)
参

照

）

〇

他
方
、
正
式
手
続
の
適
用
が
な
い
と
さ
れ
た
場
面
と
し
て
立
法
時
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

③
個
別
法
に
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

の
文
言
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
当
該
制
度
の
趣
旨
か
ら
み
て
単
に
「
何
ら
か
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
と
い
う

程
度
の
意
味
と
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
正
式
手
続
の
適
用
は
な
い
。
④
単
に
行
政
規
則
限
り
あ
る
い
は
慣
行
上
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
記
録
に
基

づ
く
」
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
「
制
定
法
上
」
そ
の
制
度
像
が
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
や
は
り
正
式
手
続
の
適
用
は
な

い
。
⑤
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
だ
け
の
場
面
も
正
式
手
続
の
適
用
は
な
い
（
以
上
M
a
n
u
a
l
(
1
9
4
7
:
4
1〕
;
G
i
n
忌
n
e

連
邦
A
P
A
の
様
々
な
法
案
段
階
で
は
、
「
正
式
手
続
」
の
適
用
場
面
は
、
「
制
定
法
上
」
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
と
「
記
録
」
の
要
求
さ
れ
る

場
面
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
「
法
上
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
」

(
h
e
a
r
i
n
g
r
e
q
u
i
r
e
d
 b
y
 l
a
w
)

と
い
う
文
言
の
ほ
う
が
多
く
見
ら
れ

(411) 
る
。
文
言
だ
け
見
れ
ば
、
「
法
上
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
」
場
合
と
は
、
憲
法
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
要
求
と
し
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、

さ
ら
に
行
政
規
則
な
い
し
慣
行
上
要
求
さ
れ
る
も
の
も
十
分
に
含
み
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
R
o
l
f
e
〔

1
9
8
0
:
1
1
3ー

1
1
4〕

;
 

Z
a
h
l
e
r
 (
1
9
7
5
 

し
か
し
最
終
的
に
は
、
「
法
上
」

(
b
y
l
a
w
)

を
「
制
定
法
上
」

(
b
y
s
t
a
t
u
t
e
)

に
限
定
し
、
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
を
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後
、

〔

1
9
4
7
:
 63
5
-
6
3
6〕
）

。



広島法学 20巻 2号 (1996年）―94

と
し
て
流
れ
込
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら

〔

16〕

記
録
に
基
づ
く
」
に
限
定
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
「
制
定
法
上
」
と
は
、
個
別
法
に
お
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
N
 a
h
l
e
r
 
〔1
9
7
5

:
 2
0
3
 
n. 4
7

〕
）
、
寧
心
辻
が
上
土
3

る
い
は
行
政
慣
行
上
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
除
外
す
る
趣
旨
と
い
え
る
（
前
出
④
⑤
）
。
し
か
し
な
ぜ
そ
う
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
は
立
法
過
程
に

て
も
分
断
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
は
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
「
何
ら
か
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
内
容

を
決
め
る
の
に
「
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
」
（
私
人
側
の
利
益
、
決
定
過
誤
お
よ
び
そ
の
予
防
の
可
能
性
、
公
益
）
で
個
別
場
面
毎
に
決
め
る
と

い
う
極
め
て
柔
軟
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
お
り
、
連
邦
A
P
A
と
の
関
連
づ
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

(
H
o
w
a
r
t
h
(
1
9
8
5
 :
 3
4
3
 

ー

3
4
5

〕）。

以
上
、
立
法
時
の
理
解
で
は
、
個
別
法
が
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
「
記
録
に
基
づ
く
」
と
い
う
規
定
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
わ
け
で

は
な
く
、
準
司
法
的
制
度
像
が
、
明
示
黙
示
を
問
わ
ず
採
用
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
核
心
で
あ
る
。

準
司
法
的
制
度
像
と
は
、
個
別
法
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
規
定
を
テ
コ
に
裁
判
所
が
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理

の
関
心
と
し
て
の
）
を
極
限
ま
で
押
し
進
め
た
結
果
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
右
の
よ
う
に
、
連
邦
A
P
A
に
正
式
手
続
規
定

(
G
i
f
f
o
r
d
 
(
1
9
7
8
 :
 2
5
5

〕
）
、
連
邦
A
P
A
と
憲
法
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
は
、
準
司
法
的

制
度
像
を
通
じ
て
接
点
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
は
し
か
し
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
と
連
邦
A
P
A
を
直
接
に
関
連
づ
け
る
こ
と
は
明

確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
連
邦
A
P
A
の
立
法
過
程
で
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
を
究
極
の
価
値
と
す
る
立
法
と
な
る
こ
と
が
周
到
に
避
け
ら
れ
た

な
お
⑤
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
と
連
邦
A
P
A
の
関
係
は

一
九
五

0
年
代
を
別
と
し
て
（
〔
1
8
〕
で
述
べ
る

は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。

い
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
が
審
議
過
程
で
強
調
さ
れ
て
い
た
か
ら

（
行
政
手
続
そ
れ
自
体
へ

一
九
七

0
年
代
以
降
に
お
い
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第
一
章
で
見
た
通
り
、
憲
法
上
、
行
政
段
階
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
理
由
は
二
通
り
あ
っ
た
。

と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
か
ら
で
、
根
拠
法
上
、
行
政
の
事
実
判
断
の
司
法
審
在
に
対
す
る
最
終
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の

代
償
と
し
て
で
あ
っ
た
。
告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
要
求
す
る
当
時
の
連
邦
最
高
裁
判
決
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
こ
の
考
え
に
拠
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
行
政
手
続
一
般
法
の
対
象
と
し
て
な
じ
む
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ま
ひ
と
つ
、
行
政
手
続
そ
れ
自
体
へ
の
関
心
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
か
ら
何
ら
か
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要
求
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
え
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
事
実
根
拠
無
き
決
定
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
点
だ
け
を
捉
え
る

な
ら
ば
、

わ
が
国
の
行
政
手
続
法
と
同
様
そ
の
実
定
化
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
当
時
は
米
国
で
も
こ
の
点
の
判
例
が
極

し
か
し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
米
国
で
は
、
「
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
オ
ブ
ロ
ー
」
の
発
想
で
問
題
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実

根
拠
な
き
決
定
を
予
防
す
る
た
め
の
手
続
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
）

そ
こ
か
ら
の
引
き
算
と
し
て
）
構
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
発
想
が
必
然
的
に
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
的
〉

行
政
手
続
法
を
立
法
す
る
と
い
う
方
針
決
定
を
一
旦
し
て
し
ま
う
と
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
司
法
裁
判
に
近
づ
い
た
手
続
を
定
め
た
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
同
時
に
決
め
ら
れ
た
も
同
然
な
わ
け
で
あ
る
。
（
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
、
自
己
証

拠
の
提
出
だ
け
で
な
く
、
相
手
方
証
拠
へ
の
反
駁
、

よ
。
〔
2
〕）

端
に
少
な
か
っ
た
か
ら

（〔
11
〕
¥
〔
12
〕）、

ひ
と
つ
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題

ま
す
ま
す
わ
が
国
の
立
法
時
の
状
況
と
似
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
。

実
際
、
同
時
代
の

M
o
r
g
a
n
諸
判
決
（
〔
14
〕）

の
あ
り
方
は
、
あ
く
ま
で
も
司
法
審
理
を
基
本
鋳
型
と
し
て

し
か
も
口
頭
で
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
が
通
常
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
せ

は
、
「
完
全
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
規
定
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
発
想
を
強
く
読
み
込
ん
で
、

極
め
て
「
司
法
的
な
」
準
司
法
的
制
度
像
を
導
き
出
し
て
い
た
。
こ
の
点
も
考
え
併
せ
る
と
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
実
定
化
を
目
的
と
し

結
果
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
つ
ま
り
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現
し
よ
う
と
す
る
装
置
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
 justice) 

て
行
政
手
続
一
般
法
の
立
法
を
試
み
る
な
ら
ば
、

に
な
っ
て
や
っ
と
そ
う
し
た
傾
向
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
別
の
機
会
に
取
り
上
げ
る
。

つ
ま
り

お
そ
ら
く
は
行
政
過
程
全
体
を
、
多
か
れ
少
な
か
れ
準
司
法
的
制
度
像
の
鋳
型
に
あ
て

は
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
容
易
に
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
連
邦
A
P
A
の
母
胎
と
な
っ
た
司
法
長
官
最
終
報
告
書
が
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス

判
例
に
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
の
は
（
中
川
〔
1
9
9
6
b
 :
 53
-
5
4
〕
）
、
こ
う
し
た
方
向
を
立
法
方
針
と
し
て
は
否
定
す
る
こ
と
を
黙
示

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
が
こ
の
よ
う
に
司
法
過
程
に
こ
だ
わ
っ
た
発
想
を
す
る
理
由
は
、
〔
2
〕
に
述
べ
た
歴
史
的
起
源
の
ゆ
え
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
よ
う
な
か
な
り
簡
易
な
形
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
弁
明
の
機
会
付
与
、
聴
聞
）
を
一
般
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
こ
う
し
た
側
面
か
ら
抜
け
出
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
多
く
の
論
者
に
は
か
な
り
困
難
な
課
題
の
よ
う
で
あ
る
。
最
近

別
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
（
中
川
〔
1
9
9
6
b
〕
）
、
司
法
長
官
委
員
会
は
、
す
で
に
行
政
実
務
上
用
い
ら
れ
て
い
る
様
々
な
行
政
手
続

を
サ
ー
ベ
イ
し
、
私
人
へ
の
説
得
性
、
そ
れ
を
通
じ
た
効
率
的
な
行
政
目
的
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
に
値
す
る
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
連
邦
A
P
A
に
は
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ
れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
は
異
な
っ
た
手
続
類
型
も
取
り
込

ま
れ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
協
議
交
渉
に
よ
る
決
着
や
、
規
則
制
定
に
か
か
る
情
報
イ
ン
プ
ッ
ト
の
た
め
の
協
議
・
諮
問
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
あ
る
。
前
者
は
現
実
の
説
得
を
試
み
る
点
で
、
後
者
は
民
主
主
義
的
な
説
得
性
が
期
待
さ
れ
る
点
で
そ
れ
ぞ
れ
評
価
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
観
点
か
ら
準
司
法
的
制
度
像
を
改
め
て
見
る
と
、
「
正
式
の
口
頭
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
権
利
は
、
行
政
に
お
い
て
正
義
が

で
あ
る
」

(
S
c
h
w
a
r
t
z
〔1
9
5
0

:
 5
7
8
〕）

へ
の
一
般
の
信
頼

(public
c
o
n
f
i
d
e
n
c
e
)

が
形
成
さ
れ
る
た
め
の
重
要
な
要
素

と
い
う
側
面
が
注
目
さ
れ
る
。
準
司
法
的
制
度
像
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
発
想
、

司
法
裁
判
を
鋳
型
と
す
る
手
続
規
律
を
行
政
に
お
い
て
極
限
ま
で
押
し
進
め
た
も
の
で
あ
る
。
司
法
的
正
義
を
行
政
に
お
い
て
最
大
限
実

（
と
く
に
制
裁
的
色
彩
が
強
い
場
合
の
）
行
政
判
断
の
説
得
性
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
わ
け
で
あ

し
た
も
の
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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者
が
提
起
し
た
一
連
の
訴
訟
で
あ
る

〔

17〕

3

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
変
化
の
兆
し
~
一
九
五

0
年
代

る
。
正
式
手
続
の
こ
う
し
た
側
面
は
最
終
報
告
書
で
も
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
連
邦
A
P
A
は
、
説
得
力
を
も
つ
、

そ
の
意
味
で
強
化
さ
れ
た
行
政
過
程
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
あ
れ
こ
れ
の
手
続
モ

デ
ル
を
評
価
し
、
立
法
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
準
司
法
的
制
度
像
は
、

ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
を
極
限
ま
で
押
し
進
め
た
と
こ
ろ
に
生
じ
る
説
得
性
と
い
う
点
で
評
価
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
連
邦
A
P
A
が
準
司
法
的
制
度
像
を
取
り
込
み
、
そ
れ
に
よ
り
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
に
間
接
的
に
つ
な
が
っ
た
の
は
偶
発
的
だ
っ

(42) 

た
と
筆
者
が
言
う
の
は
、
こ
の
意
味
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
と
連
邦
A
P
A
の
関
連
は
、
個
別
法
に
お
け
る
準
司
法
的
制
度
像

を
接
点
と
し
て
間
接
的
に
重
複
し
て
い
る
に
止
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

そ
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
性
ゆ
え
に
直
ち
に
取
り
込

行
政
手
続
そ
の
も
の
へ
の
関
心
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
が
連
邦
最
高
裁
で
活
発
化
す
る
の
は
、

む
し
ろ
一
九
五

0
年

代
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
い
わ
ゆ
る
赤
狩
り
の
影
響
で
連
邦
政
府
に
何
ら
か
の
意
味
で
関
係
を
も
つ
職
を
奪
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(
S
t
r
a
u
s
s
 
(
1
9
8
9
 :
 9
ー

10;
3
6ー

3
7〕

;
 

F
r
i
e
n
d
l
y
 〔
1
9
7
5

:
 1
2
7
3〕
）

〇

こ
こ
に
、
裁
判
所
が
い
わ
ば
更
地
の
う
え
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
か
ら
一
定
の
事
前
手
続
を
構
築
す
る
と
い
う
、

一
九
七

0
年
代
の

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
革
命
に
つ
な
が
る
判
例
態
度
が
形
を
現
し
始
め
た
。
事
案
上
の
共
通
点
は
、
あ
る
個
人
が
共
産
主
義
に
同
情
的
で
あ
る

と
連
邦
政
府
が
判
断
し
て
と
っ
た
措
置
の
結
果
、

そ
の
者
が
生
計
の
手
だ
て
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
生
計
の
手
だ
て
を
失
わ
せ
る
と
い

う
個
人
に
と
っ
て
き
わ
め
て
深
刻
な
影
響
に
焦
点
を
あ
て
（
ま
た
修
正
一
条
の
懸
念
も
あ
ろ
う
）
、

（【図
4
】
参
照
）
。

そ
の
影
響
に
見
合
う
だ
け
の
慎
重
な
事

実
判
断
（
反
政
府
的
か
否
か
）
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
屈
で
、
制
定
法
準
拠
主
義
を
乗
り
越
え
た
の
で
あ
る
。
（
し
か
し
一
方
で
、

反
対
意
見
の
存
在
、
ま
た
法
廷
意
見
に
賛
同
す
る
者
全
員
が
憲
法
を
根
拠
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
F
r
i
e
n
d
l
y
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デュープロセス
法理 2

（行政手続そのもの）

根拠ある決定を確保
するための各種装置

デュープロセス
法理 1

（フォーラム）

,.... 0 -
事前の司法審理

例）初期 ICC

..- . 一
事後の司法審査
（事実判断は

審理をし直す）

例）一部の租税

., 
事前ヒアリング

＋ 
事後の司法審在
（事実判断は
最終的）

例）公租公課・
退去強制

• 

〔法理 2の発想の強制を↓
「完全なヒアリング」とし↓
て実定化したもの ↓ 

↓ 

個別法における

三 ヘ
得
あ
続
ル
て

↑
 

人
説
の
手
デ
し
価

↑
 

私
の
性
る
モ
と
評

↑
 

↑
 ］

 

連邦APAの採用した 3つの手続モデル

〔裁決〕

一正式手続 lィンフォーマルな解決
（協議・交渉）

〔規則制定〕

情報インプット

（協議・諮問・ヒアリング）

【図 4】デュープロセス法理・個別法・連邦APAの三者関係



99ー米国行政手続論の基礎（中川）

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
a
t
1
7
2ー

1
7
3
)

た
と
え
ば
、
司
法
長
官
が
大
統
領
命
令
上
の
権
限
に
基
づ
き
原
告
ら
数
団
体
を
「
共
産
主
義
的
」
団
体
に
指
定
し
た
と
い
う
事
例
が
あ

る
。
法
廷
意
見
は
、
訴
え
を
却
下
し
た
原
審
を
取
消
し
本
案
審
理
を
す
る
よ
う
差
戻
し
た
が
、
同
調
意
見
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
か
か
る

判
ホ
が
あ
る
。
指
定
に
あ
た
っ
て
な
ん
ら
の
告
知
も
、
自
ら
の
主
張
証
拠
を
提
出
す
る
機
会
も
、
相
手
方
（
政
府
側
）

り
こ
れ
に
反
論
す
る
機
会
も
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

お
よ
そ
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
を

(
3
4
1

U.S. a
t
 1
6
1
)

、
デ
ュ
ー
プ

【

Joint
A
n
t
iー

Fascist
R
e
f
u
g
e
e
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
 v
•
マ
1
c
G
r
a
t
h
,

3
4
1
 
U.S. 1
2
3
 
(
1
9
5
1
)
】

〔
同
調
意
見
〕

Frankfurter. 

告
知
ヒ
ア
リ
ン
グ
ほ
ど
「
真
実
到
達
の
た
め
に
有
効
な
方
法
」
は
な
く
‘

正
義
が
な
さ
れ
た
と
い
う
感
覚
を
こ
れ
ほ
ど
与
え
て
く
れ
る
」
方
法
は
な
い
。

(
a
t
1
7
1ー

1
7
2
)

。

の
主
張
証
拠
を
知

か
つ
「
民
主
制
に
重
要
な
、

本
件
大
統
領
命
令
等
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ
れ
る
類
の
行
政
手
続
を
禁
止
す
る
規
定
は
な
く
、
ま
た
指
定
前
に
そ
の
理
由
を
告

知
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
公
益
阻
害
が
生
じ
る
と
の
証
拠
も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
件
の
よ
う
に
お
よ
そ
手
続
無
く
(wholly

s
u
m
m
a
r
y
)
行
う
の
は
、
不
適
切
で
あ
る
。
安
全
保
障
の
名
の
下
に
行
動
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
司
法
長
官
が
こ
う
し
た
公
正
さ
の
要
請

次
の
例
は
、
自
分
の
主
張
証
拠
の
提
出
機
会
は
あ
っ
た
が
、
相
手
方
が
根
拠
と
す
る
証
拠
を
知
り
こ
れ
に
反
駁
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
違
反
と
し
た
例
で
あ
る
。
原
告
は
会
社
勤
め
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、
安
全
保
障
上
の
承
認
（
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
）
を
得
て
、
軍
事
秘
密
に
関
わ
る
製
品
の
開
発
製
造
に
従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
共
産
主
義
組
織
の
関
係

者
な
い
し
同
調
者
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
結
果
当
該
会
社
と
軍
と
の
取
り
決
め
に
従
い
仕
事
に
従

事
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
間
、
政
府
内
の
複
数
の
レ
ベ
ル
で
原
告
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

2
 

ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
論
難
し
て
い
る
。

〔

1
9
7
5

:
 1
2
7
3〕
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J

の
事
件
の
直
接
の
争
点
は
、
外
国
人
（
入
国
済
み
）

存
在
意
義
に
か
か
わ
る
一
種
の
混
乱
が
生
じ
た
。

〔

18〕

以
上
の
よ
う
な
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理

れ
な
い
手
続
で
職
を
奪
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
」

(
a
t

5
0
8
)
 

4
 

ス
を
拒
否
す
る
こ
と
を
直
ち
に
正
当
化
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

(
a
t

5
0
4
)
 

い
な
い
よ
う
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後
の
事
実
判
断

(a
fact determination)

に
依
拠
し
て
」
、

（
行
政
手
続
そ
れ
自
体
へ
の
関
心
と
し
て
の
）

一
九
五

0
年
の

W
o
n
g
Y
a
n
g
 S
u
n
g
判
決
で
あ
る
。

へ
の
国
外
退
去
命
令
に
あ
た
っ
て
従
来
よ
り
（
〔

9
〕
）
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要

求
さ
れ
て
き
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
職
能
分
離
が
要
求
さ
れ
る
か
否
か
で
あ
っ
た

3
 

2
 

〔
多
数
意
見
〕

W
a
r
r
e
n
.
 

の
で
あ
り
、
規
程
で
は
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
情
報
が
開
示
さ
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
調
査
や
情
報
提
供
者
の
阻
名
性
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

(
a
t

4
9
4ー

4
9
5
)

基
本
的
法
原
理
の
一
っ
と
し
て
、
「
政
府
の
行
為
が
個
人
に
深
刻
な
損
害
を
与
え
、

findings)
に
か
か
る
場
合
は
、
政
府
側
が
…
…
そ
の
依
拠
し
た
証
拠
を
当
該
個
人
に
開
示
し
、
そ
の
者
が
そ
れ
は
正
し
く
な
い
と
示
す
機
会

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
こ
う
し
た
「
〔
反
対
証
拠
へ
の
〕
対
峙
・
反
対
尋
問
の
要
請
」
の
起
源
は
古
く
刑
事
裁
判
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
行
政
的
・
規
制
的
行
為
に
関
し
て
も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(at
4
9
6
-
4
9
7
)
 

軍
事
機
密
の
漏
洩
を
罰
す
る
法
律
の
存
在
は
、
反
対
証
拠
へ
の
対
峙
・
反
対
尋
問
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
な
く
安
全
保
障
ク
リ
ア
ラ
ン

し
た
が
っ
て
少
な
く
と
も
制
定
法
か
大
統
領
命
令
か
明
示
の
根
拠
な
く
、
「
公
正
手
続
に
か
か
る
わ
れ
わ
れ
の
伝
統
的
観
念
に
達
し
て

ー

【

G
r
e
e
n
e
v. 
M
c
E
!
r
o
y
,
 3
6
0
 
U
.
S
.
 4
7
4
 
(
1
9
5
9
)
】

（
当
時
の
移
民
法
は
な
お
ヒ
ア
リ
ン
グ
規
定
を
筐

本
件
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
（
制
定
法
や
大
統
領
命
令
で
は
な
く
）
防
衛
省
等
の
規
程
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も

か
つ
そ
の
行
為
の
妥
当
性
が
事
実
判
断

(fact

つ
ま
り
「
対
峙
と
反
対
尋
問
…
…
を
与
え
ら

の
活
発
化
の
一
方
で
、
連
邦

A
P
A
の
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次
の
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

と
正
面
か
ら
異
な
っ
て
い
る

い
て
い
な
か
っ
た
）
。
こ
の
こ
と
が
連
邦
A
P
A
と
絡
め
て
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
件
で
は
次
の
よ
う
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
（
当
時
の
移
民
局
の
慣
行
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
）
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
移
民
検
査
官
（
移

民
法
違
反
調
査
を
職
務
と
す
る
が
、
当
該
事
案
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
者
）
が
主
宰
す
る
。

る
た
め
に
別
の
移
民
官
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
件
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
主
宰
す
る
移
民

検
査
官
は
、
当
該
外
国
人
や
政
府
側
証
人
へ
の
質
問
、
外
国
人
側
証
人
へ
の
反
対
尋
問
、

拠
提
出
を
行
っ
た
。
ま
た
主
宰
移
民
官
が
新
た
な
事
由
を
付
け
加
え
、
こ
れ
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
た
。
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
後
、
主
宰
移
民
官
は
証
拠
要
旨
、
事
実
判
断
案
、
決
定
案
を
作
成
し
、

(
3
3
9
 
U
.
S
.
 a
t
 4
5ー

4
6
)

。

最
高
裁
は
、
本
件
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
連
邦
A
P
A
の
正
式
手
続
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
職
能
分
離
も
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

【

W
o
n
g
Y
a
n
g
 S
u
n
g
 v. 
M
c
G
r
a
t
h
,
 3
3
9
 U
.
S
.
 3
3
 (
1
9
5
0
)
】

〔
多
数
意
見
〕

J
a
c
k
s
o
n
.
 
外
国
人
（
入
国
済
み
）
の
退
去
強
制
に
か
か
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
移
民
法
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
連
邦
A
P
A
（
正
式
手
続
規
定
）
の
適
用
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
憲
法
上
の
要
請
で
あ
っ
て
、
制

定
法
上
要
求
さ
れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
連
邦
A
P
A
の
文
言
に
は
「
制
定
法
に
、
そ
の
違
憲
回
避
の
た
め
に
裁
判
所
が
読
み
込
ん
だ
義
務
と

し
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(at49~50) 

こ
の
判
旨
は
、
連
邦
A
P
A
の
「
制
定
法
上
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
訴
追
機
能
を
担
当
さ
せ

さ
ら
に
退
去
強
制
事
由
を
裏
付
け
る
た
め
の
証

そ
の
写
し
を
得
た
外
国
人
側
が
異
議
を
申
し
立
て
れ
ば
事

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後
、
記
録
に
基
づ
く
決
定
」
と
い
う
文
言
に
関
す
る
立
法
当
時
の
理
解

(
S
c
h
w
a
r
t
z
 〔
1
9
5
0

:
 5
7
4ー

5
7
5
)

;
 Z

a
h
l
e
r
 〔
1
9
7
5

:
 2
1
8
)
)
゜

か
5

ザ）こ
A

つ
判
ぃ
一
ホ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
o

し
た

（
な
お
反
対
意
見
は
、
連
邦
A
P
A
の
適
用
除
外
に
あ
た
る
と
し
た
）
。

案
は
移
民
局
長
に
移
行
す
る
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(

〔

17〕

第
一
に
、
国
外
退
去
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
職
能
分
離
が
必
要
だ
と
い
う
結
論
は
、
連
邦
A
P
A
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
だ
け
で
な
く
、
同
時
に

（
か
つ
よ
り
根
本
的
に
）
憲
法
論
レ
ベ
ル
で
の
「
況
や
論
」
を
踏
ま
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(
N
abler 
〔1
9
7
5
:
2
0
9

〕
）
。
連
邦
A

P

A
で
さ
え
達
成
し
て
い
る
職
能
分
離
の
水
準
が
、

れ
な
い
ま
ま
で
い
て
よ
い
の
か
、

参
照
）
、

〔
多
数
意
見
〕

Jackson. 

な
ぜ
自
由
、
時
に
は
生
命
に
も
関
わ
る
退
去
強
制
ヒ
ア
リ
ン
グ
手
続
で
憲
法
上
要
求
さ

と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
判
旨
は
右
引
用
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

【

W
o
n
g
Y
a
n
g
 S
u
n
g
 v. 
M
c
G
r
a
t
h
,
 3
3
9
 
U.S. 3
3
 (
1
9
5
0
)
】

「
憲
法
上
要
求
さ
れ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
公
正
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
支
配
的
な
中

立
の
水
準
を
満
た
す
裁
定
機
関

(tribunal)
の
前
で
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
退
去
強
制
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
人
間
の
自
由
幸

福
の
た
め
の
基
本
的
事
柄
、
あ
る
い
は
〔
送
還
先
の
国
に
よ
っ
て
は
〕
…
…
お
そ
ら
く
生
命
に
と
っ
て
の
基
本
的
事
柄
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
重
要
で
な
い
財
産
権
に
か
か
る
場
合
に
お
い
て
さ
え
連
邦
議
会
が
〔
連
邦
A
P
A
の
立
法
に
よ
っ
て
〕
非
難
し
た
類
の
〔
つ
ま
り
職

能
分
離
の
さ
れ
て
い
な
い
〕
裁
定
機
関
に
よ
っ
て
退
去
強
制
手
続
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
憲
法
上
満
た
さ
れ
る
べ
き
中

立
性
の
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
」

(
3
3
9

U.S. at 5
 
0~51) 

侵
害
利
益
の
重
大
さ
に
鑑
み
て
手
続
保
障
の
あ
り
方
を
憲
法
上
導
き
出
す
と
い
う
発
想
が
見
ら
れ
る
点
で
は
、
同
年
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ

ス
判
例
で
あ
る

Joint
A
n
t
iー

Fascist
R
e
f
u
g
e
e
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
 v. 
M
c
G
r
a
t
h
に
お
け
る
「
重
大
な
損
失
」

(grievous
loss) 

ま
た
後
年
の

G
o
l
d
b
e
r
gv• 

Kelly, 3
9
7
 U.S. 2
5
4
 (
1
9
7
0
)

判
決
に
お
け
る
「
重
大
な
損
失
」

(grievous
loss) 

を
強
く
感
じ
さ
せ
る
判
示
で
あ
る
。

と
の
共
通
性

第
二
に
、
制
定
法
解
釈
の
方
法
と
し
て
み
る
と
、
裁
判
所
は
法
文
や
立
法
時
の
理
解
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
そ
の
立
法
目
的

を
達
成
す
べ
く
解
釈
を
施
し
た
も
の
と
い
え
る

(
S
t
r
a
u
努
〔
1
9
9
6

〕
）
。
実
際
、
判
旨
は
連
邦
A
P
A
の
正
式
手
続
中
の
職
能
分
離
規
定
に

関
心
を
集
中
さ
せ
（
そ
れ
以
外
の
規
定
の
適
用
可
能
性
も
黙
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
明
示
的
な
言
及
は
な
い
）
、
連
邦
A
P
A
や
そ
れ
以
前
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の
行
政
手
続
改
革
論
議
の
多
く
が
職
能
分
離
を
目
標
の
一
っ
と
し
て
き
た
こ
と
（
at
4
1
-
4
4
)

、
連
邦
A
P
A
の
職
能
分
離
の
考
え
方
は
、

弱
い
立
場
の
外
国
人
に
対
す
る
国
外
退
去
手
続
に
お
い
て
こ
そ
よ
く
妥
当
す
べ
き
こ
と

(at
4
6
)

な
ど
と
述
べ
、
原
理
原
則
と
し
て
の
職

能
分
離
の
望
ま
し
さ
を
強
調
し
、
右
の
よ
う
な
連
邦
A
P
A
解
釈
を
導
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
判
決
は
、
憲
法
上
の
思
考
と
、
積
極
的
な
制
定
法
解
釈
方
法
と
の
組
み
合
わ
せ
の
産
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

第
一
は
、
連
邦
A
P
A
が
退
去
強
制
に
適
用
さ
れ
る
と
判
示
し
た
点
を
単
純
に
一
般
化
し
て
、
〈
憲
法
上
「
何
ら
か
の
」
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

要
求
さ
れ
る
な
ら
ば
、

た
だ
ち
に
連
邦
A
P
A
の
正
式
手
続
が
適
用
さ
れ
る
〉
と
い
う
趣
旨
で
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
連

（
正
式
の
裁
決
手
続
）

は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
場
合
の
、

(Rolfe 〔
1
9
00 0

:

 1
1
7〕

;
H

゜war
t
h
[
1
9
8
5
 :
 3
4
8ー

3
4
9
]
)
0

こ
う
理
解
す
る
な
ら
ば
、
立
法
当
時
の
連
邦
A
P
A
理
解
を
裁
判
所
が
正
面
か
ら
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

の
難
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
連
邦
A
P
A
の
「
制
定
法
上
」

し
い
で
あ
ろ
う
が
、
問
題
は
、
連
邦
A
P
A
が
「
記
録
に
基
づ
く
決
定
」
を
伴
う
ヒ
ア
リ
ン
グ

る
点
で
あ
る

(
N
ahler 〔
1
9
7
5
:
 2
1
2

〕
）
。
ま
た
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
を
実
定
化
し
た
こ
と

そ
の
後
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
と
の
整
合
性
も
な
い
。

以
降
の
連
邦
最
高
裁
は
、
「
な
ん
ら
か
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ
れ
る
場
合
、

連
邦
A
P
A
を
適
用
し
た
り
せ
ず
に
自
ら
の
「
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

そ
れ
だ
け
に
法
解
釈
上

の
文
言
が
、
違
憲
回
避
の
た
め
の
合
憲
解
釈
も
含
む
と
い
う
判
旨
は
正

拠
に
の
み
基
づ
く
決
定
）
を
要
求
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
判
旨
は
単
に
な
ん
ら
か
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
し
て
い

と
い
う
の
も
一
九
七

0
年
代

ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
を
決
め
る
の
に
、

そ
こ
で
第
二
に
、
本
件
の
国
外
退
去
に
お
い
て
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
、
特
に
連
邦
A
P
A
が
予
定
し
て
い
る
タ
イ
プ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
な
る

邦
A
P
A

J

で
本
判
決
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。

〔

19〕

(
H
o
w
a
r
t
h
 〔
1
9
8
5

芦
4
6
]
)
0

（
つ
ま
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
さ
れ
た
証
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（
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
さ
れ
た
証
拠
に
の
み
基
づ
く
決
定
）
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
、
結
果
的
に
連
邦
A
P
A
の
正
式
規
定
に
お
け
る
職
能
分

離
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
理
解
が
あ
り
う
る
。
本
件
に
視
野
を
限
定
す
る
な
ら
ば
も
っ
と
も
落
ち
着
き
の
よ
い
理
解
で
あ
る
が
、

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
か
ら
直
接
、
排
他
的
記
録
を
伴
う
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
は
、
実
は
一
九
七

0
年
代
以
降
の
デ
ュ

ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
に
照
ら
し
て
み
て
さ
え
明
ら
か
で
な
い
。
そ
し
て
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
件
判
旨
は
記
録
面
に
つ
い
て
な
ん
ら

言
及
し
て
お
ら
ず
、
右
の
よ
う
に
思
考
し
た
と
は
考
え
に
く
い
と
も
い
え
る
（
以
上

R
o
l
f
e

〔

1
9
8

1゚
1
8
-
1
1
9〕

;
 

Z
a
h
l
e
r
 〔
1
9
7
5
:
2
〇

8
〕

i

H
o
w
a
r
t
h
 〔
1
9
8
5

羞
4
7ー

3
4
8

＇
3

呂

n
・
1
7
6
)
)
0

第
三
に
、
本
件
を
端
的
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
と
見
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ
れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内

容
を
決
め
る
た
め
の
指
標
と
し
て
、
連
邦
A
P
A
の
正
式
手
続
規
定
（
こ
こ
で
は
職
能
分
離
）
が
参
照
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
職
能
分
離
規

定
に
具
体
化
さ
れ
た
「
精
神
」
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
に
理
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
捉
え
る
な
ら
ば
、
本
件
は
、
国
外
退
去
に

関
し
て
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
宰
者
の
職
能
分
離
が
直
接
求
め
ら
れ
う
る
こ
と
を
は
じ
め
て
宣
言
し
た
軍
要
判
例
と
な
る
。

し
か
し
、

そ
の
後
の
判
決
は
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
直
接
に
職
能
分
離
が
要
求
さ
れ
る
と
は
し
て
は
い
な
い
。
（
以
上

R
o
l
f
e

〔

1
9
8

」゚
.
1
9

ー

1
2
0
]

;
 Z

a
h
l
e
r
 
[
1
9
7
5
 :
 2
0
8ー

2
1
2〕
＂

H

゜war
t
h
[
1
9
8
5
 :
 3
4
6
-
3
4
7〕
）

〇

こ
の
よ
う
に
本
件
は
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
理
解
す
る
に
せ
よ
難
点
が
残
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、

M
a
r
c
e
l
l
o
v. 
B
o
n
d
s
,
 3
4
9
 
U.S. 3
0
2
 
(
1
9
5
5
)
 

し
か
し

に
よ
っ
て
、
退
去
強
制
手
続
に
お
け
る
職
能
分
離
に
関
す
る
限

り
大
き
な
後
退
が
肯
定
さ
れ
た
。
連
邦
議
会
は

S
u
n
g
判
決
の
後
、
退
去
強
制
手
続
へ
の
連
邦
A
P
A
の
適
用
を
排
除
す
る
と
の
一
文
を

一
九
五
一
年
の
歳
出
承
認
法
に
入
れ
、

さ
ら
に
そ
の
後
そ
の
一
文
を
削
除
し
た
う
え
で
、
移
民
国
籍
法
に
は
じ
め
て
国
外
退
去
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
規
定
を
挿
入
し
た
（
一
九
五
二
年
法
）
。
そ
の
内
容
は
大
ま
か
に
い
っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
移
民
局
で
の
慣
行
を
制
定
法
に
格
上
げ
し

た
も
の
と
言
え
る
が
、
さ
ら
に
退
去
強
制
事
由
の
存
否
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後
記
録
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
こ
と
、
代
理
人
の
権
利
、
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と
い
う
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
解
釈
も

黙
示
的
に
）
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

っ
て
い
る

(
3
4
9
 
U.S. at 3
0
6
~
3
0
8
)

。

こ
の
退
去
強
制
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
規
定
は
内
容
的
に
連
邦
A
P
A
の
正
式
手
続
と
相
似
点
が
多
く
、
連
邦
A
P
A
が
適
用
さ
れ
る
と
い
っ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
。

【

M
a
r
c
e
l
l
o
v. 
B
o
n
d
s
,
 3
4
9
 
U.S. 3
0
2
 
(
1
9
5
5
)
】

〔
多
数
意
見
〕

Clark. 

そ
れ
が
M
a
r
c
e
l
l
o
事
件
で
あ
る
。
実
質
的
な
争
点
は
こ
こ
で
も
、

リ
ン
グ
を
主
宰
し
た
移
民
官
が
、
移
民
局
内
の
調
査
訴
追
担
当
の
職
員
の
指
揮
監
督
下
に
あ
る
こ
と
を
職
能
分
離
上
問
題
視
す
べ
き
か
否

連
邦
A
P
A
の
適
否
公
砂
民
国
籍
法
の
定
め
た
退
去
強
制
手
続
は
、
連
邦
A
P
A
（
正
式
手
続
）
と
は
異
な
る

独
自
の
も
の
で
あ
る
。
移
民
国
籍
法
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
宰
者
は
訴
追
調
査
担
当
職
員
の
指
揮
監
督
下
に
あ
る
と
定
め
る
の
に
対
し
て
、

連
邦
A
P
A
は
こ
れ
を
明
示
的
に
禁
止
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
退
去
強
制
に
関
し
て
連
邦
A
P
A
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
の

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
と
の
関
係
こ
移
民
法
に
定
め
ら
れ
た
退
去
強
制
手
続
は
「
多
く
の
司
法
判
決
で
是
認
さ
れ
て
き
た
…
…
長
年
の

慣
行
で
あ
り
」
、
か
つ
退
去
強
制
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
問
題
は
な
い
。
(
a
t
311) 

こ
の
よ
う
に
多
数
意
見
は
、
連
邦
A
P
A
の
面
で
も
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
面
で
も
、
事
実
上
S
u
n
g
判
決
を
否
定
し
た
も
の
と
な

(Strauss 
(
1
9
8
9
 :
 1
4
2
 
n. 3
2

〕
ギ
珍
昭
加
）
。
紐
吋
に
判
旦
口
け
て
さ
わ
し
め
ウ
て
錨
回
都
5

な
判
2

示
で
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
違
反
と
の
主
張
を
一

蹴
し
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
立
法
当
時
の
連
邦
A
P
A
解
釈
に
復
帰
し
、

本
判
決
を
含
め
連
邦
最
高
裁
は
、
W
o
n
g
Y
a
n
g
 S
u
n
g
判
決
を
明
示
的
に
覆
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
の
連
邦
裁
判
所

は
、
S
u
n
g
判
決
の
実
際
の
適
用
を
（
第
一
か
ら
第
三
の
い
ず
れ
で
理
解
す
る
の
で
あ
れ
）
回
避
す
る
か
無
視
し
て
お
り
(
H
o
w
a
r
t
h
(
1
9
8
5
 

2
 

が
「
議
会
の
意
図
で
あ
る
」
。
(
a
t
3
0
8
-
3
1
0
)
 

か
で
あ
っ
た
。

ー

自
己
の
証
拠
提
出
権
、
反
対
尋
問
権
な
ど
を
定
め
て
い
る

ヒ
ア

ま
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
宰
者
の
職
能
分
離
が
要
求
さ
れ
う
る

（り

（
た
だ
し
反
対
意
見
が
あ
る
）
。
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接
に
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
か
ら
論
じ
る
傾
向
が
目
立
ち
始
め
、

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
そ
の
後
の
展
開
と
い
う
点
で
は
、

二3
5
0ー

3

臼〕

;
 Za
h
l
e
r
 〔
1
9
7
5

:
 2
1
8ー

2
4
1

〕）‘

一
九
五

0
年
以
降
、
行
政
の
事
前
手
続
を
独
立
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
直

そ
の
結
果
同
判
決
は
事
実
上
生
き
て
い
な
い
と
の
理
解
が
大
勢
と
思
わ
れ
る

し
か
し
、

S
u
n
g
判
決
が
は
じ
め
て
提
示
し
た
、
連
邦
A
P
A
を
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
関
連
づ
け
る
見
方
が
完
全
に
魅
力
を
失
っ
て
い
る

る
試
み
も
あ
り

(
V
e
r
k
巨
〔
1
9
7
8

:
 2
8
2
 
n. 
1
2
2〕
）
S゚
u
n
g
*
~の
理
細
t

と
し
て
示
し
た
三
つ
の
立
場
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
理
解
す

(
H
o
w
a
r
t
h
 〔
1
9
8
5

:
 3
5
2
-
3
5
4

〕
;
 Za
h
l
e
r
 〔
1
9
7
5

:
 2
4
3

〕）‘

そ
の
う
え
で
本
判
決
は
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
と
す
る

（
た
と
え
ば

B
o
n
f
i
e
l
d

〔

1
9
7
7

:
 3
3
9

〕
）
。
そ
う
し
た
論
者
の
な
か
に
は
州
A
P
A
の
立
法
に
お
い
て
デ
ュ

ー
プ
ロ
セ
ス
の
実
定
化
と
い
う
方
向
を
目
指
し
て
い
る
者
も
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
前
半
に
お
け
る
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、

権
限
の
割
り
振
り
〉
に
か
か
る
議
論
で
あ
り
、
行
政
の
事
前
手
続
そ
の
も
の
を
論
じ
る
こ
と
は
む
し
ろ
ま
れ
で
あ
っ
た
。
他
方
、

六
年
に
成
立
し
た
連
邦
A
P
A
は
、
個
別
法
と
そ
れ
へ
の
裁
判
所
の
積
極
的
な
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
的
解
釈
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
準
司

法
的
制
度
像
を
も
と
に
そ
の
正
式
手
続
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。
し
か
し
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
と
連
邦
A
P
A
と
は
、
こ
の
準
司
法
的
制

度
像
を
通
し
て
間
接
的
に
軍
複
部
分
が
あ
る
と
い
う
関
係
に
止
ま
る
。

結
論

見
解
も
な
い
わ
け
で
は
な
い

わ
け
で
は
な
い

〔

1
9
8
9

:
 3
6
 
n. 
8
7

〕）。

フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
の
延
長
と
し
て
〈
事
実
判
断

そ
れ
は
一
九
六

0
年
代
、

そ
し
て
七

0
年
代
の
「
革
命
」

一
九
四

(
S
t
r
a
u
s
s
 

へ
の
伏
線
と
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(
l
)

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
概
念
の
根
幹
を
、
連
邦
最
高
裁
は
本
文
で
示
唆
し
た
通
り
（
ま
た
現
在
に
至
る
ま
で
）
、
実
体
的
に
正
し
い
決
定
を
確
保
す
る
た
め
の

装
置
を
提
供
す
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る

(
M
a
s
h
a
w
〔1
9
8
5

:
 1
6
5
-
1
6
6

〕口

T
ユb
e
〔1
9
8
8

:
 6
7
1

ふ
7
7
)

参
照
)
o

し
か
し

一
九
七

0
年
以
降
の
学
説
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
い
て
当
該
個
人
に
決
定
参
加
の
機
会
の
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
そ
の
も
の
が
、
人
間
の
尊

厳
（
自
己
決
定
、
平
等
、
自
尊
）
を
捐
な
う
も
の
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
そ
う
と
い
う
考
え
方
が
現
れ
る

(
M
a
s
h
a
w
〔1
9
8
5
"
 1
5
8ー

1
7
1

〕こ

T
ユ百

〔1
9
8
8

"
 6
6
6
-
6
7
7

〕
）
。
私
盗
白
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
裁
判
所
自
身
が
（
つ
ま
り
立
法
裁
最
に
譲
る
こ
と
な
く
）
「
い
つ
」
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
か
を
構

築
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

(
M
a
s
h
a
w
〔1
9
8
5
:

1
6
3
-
1
6
4
)
)
0
 

わ
が
国
の
適
正
手
続
論
に
も
米
国
の
尊
厳
ア
プ
ロ
ー
チ
の
影
曹
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
松
井
〔
1
9
9
3
"
 9
1ー

9
2
,
9
7

〕
）
。
し
か
し
そ
の
議
論
は
、

時
に
尊
厳
ア
プ
ロ
ー
チ
を
超
え
て
、
適
正
手
続
論
に
あ
る
種
直
接
民
主
主
義
的
な
意
義
ま
で
持
た
せ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
棟
居
〔
1
9
9
4

〕
の
学
説
紹

介
を
参
照
）
。

(
2
)

典
型
的
・
教
科
書
的
叙
述
例
と
し
て

S
c
h
w
a
r
t
z
〔1
9
7
7

:
 3

゜1
-
3
0
2

〕
;
 Ha
r
t
 
〔1
9
4
0

:
 2
6
5

〕
;
 Tr
i
b
e
 
〔1
9
8
8

:
 6
6
4

〕
参
照
o

(
3
)
証
拠
•
具
体
的
事
実

(
e
v
i
d
e
n
t
i
r
a
y

fact)
・
抽
象
的
事
実
（
究
極
事
実

ultimate
fact)

の
推
認
と
い
っ
た
「
事
実
判
断
」
の
要
素
に
つ
い
て
は
、

中
川
〔
1
9
9
0

"

 II 8
2
9
-
8
3
0

〕
を
参
照
。

(
4
)

制
定
法
上
厳
格
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
さ
え
こ
う
判
示
さ
れ
た
。
た
と
え
ば

I
C
C
v. 
Lousiville &
 Nashville R.R.Co., 2
2
7
 

U.S. 8
8
,
 
9
3
 (
1
9
1
2
)
.
 

(
5
)
 
C
h
i
n
 Y
o
w
 v. 
U
n
i
t
e
d
 States, 2
0
8
 
U.S. 8
,
 

11 ,
 
1
2
 (
1
9
0
8
)
.
 
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
相
手
方
証
拠
へ
の
反
駁
が
、
行
政
側
が
自
発
的
に
示
し
た

証
拠
に
対
し
て
だ
け
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
な
か
っ
た
証
拠
（
ひ
い
て
は
具
体
的
や
抽
象
的
事
実
）
に
よ
っ
て
決
定
が
な
さ
れ
た

と
し
て
も
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
履
践
が
見
せ
か
け
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
だ
け
の
事
情
の
な
い
限
り
は
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
要
求
さ
れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
否

定
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

【
注
】

き
る
。

な
る
。
こ
の
移
行
期
に
連
邦
A
P
A
が
な
ん
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
例
と
し
て
、

W
o
n
g
Y
a
n
g
 S
u
n
g

判
決
を
捉
え
る
こ
と
が
で
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(
6
)

た
だ
し
、
知
恵
を
寄
せ
集
め
る
と
い
う
意
味
で
広
汎
か
つ
良
質
な
情
報
を
求
め
る
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
有
効
で
あ
り
、
こ
れ
は
連
邦
A
P
A
で
規
則

制
定
手
続
に
関
し
て
採
用
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
（
中
川
〔
1
9
9
6
b
 
"
 2
2

〕
）
。
ま
た
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
意
義
を
こ
の
側
面
か
ら
見
直
す

こ
と
も
で
き
る

(
R
o
l
f
e
[
1
9
8
 0

"

 1
2
7
-
1
2
8

〕
）
。
し
か
し
こ
う
し
た
側
面
は
、
少
な
く
と
も
一
―

0
世
紀
前
半
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
で
念
頭
に
お
か
れ

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
見
ら
れ
な
い
。

(
7
)

具
体
的
に
は
判
例
を
も
っ
て
示
す
が
、
ほ
ぽ
本
稿
と
同
じ
理
解
を
示
す
と
い
っ
て
よ
い
例
と
し
て
（
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
が
）

V
e
r
k
u
i
l
 
〔1
9
7
8
"
 

2
6
2ー

2
6
4

;
 2

8
1
-
2
8
3

〕
が
あ
る
。

(
8
)

判
例
に
現
れ
た
様
々
な
理
由
付
け
を
、
そ
の
ま
ま
羅
列
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要
否
に
か
か
る

判
例
を
整
理
し
た
あ
る
文
献
は
、
実
に
一
―
も
の
指
標
を
挙
げ
て
い
る

(
B
l
a
c
k
[
1
9
3
5
 "
 2
7
1
-
2
7
4

〕
）
。
後
に
一
九
七

0
年
代
に
端
的
に
行
政
の
事
前
手

続
だ
け
を
連
邦
最
高
裁
が
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
、
教
科
書
類
で
は
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
枠
組
み
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
代
表
的
な

教
科
書
と
し
て
、

B
r
e
y
e
r
&
 S
t
e
w
a
r
t
 
〔1
9
8
5

〕
の
第
六
章
、

Strauss,
R
a
k
o
f
f
,
 S
c
h
o
t
l
a
n
d
 &
 F
a
r
i
忌
〔
1
9
9
5

〕
の
第
五
章
と
第
八
章
の
叙
述
の

仕
方
を
参
考
せ
よ
。
い
ず
れ
も
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
と

A
P
A
を
（
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
明
示
的
な
説
明
を
し
な
い
ま
ま
で
は
あ
る
が
）
行
政
手
続
に

か
か
る
二
つ
の
源
泉
と
い
う
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
。

(
9
)

外
間
〔
1
9
6
1

:
 1
4
5
-
1
4
8

〕
＂
松
井
〔

1
9
8
0

"

 I
 
4
6
-
4
9
,
 
II 4
7
-
5
1
,
 

III 7
6
-
7
9

〕
＂
本
多
〔

1
9
8
8

"
 I
 
1
8
6
-
1
9
9
,
 
II 3
4
2
-
3
4
3

〕
な
ど
。
小
高
〔
1
9
7
7

"
 3
6
 

-
3
7
〕
も
同
趣
旨
か
。

(10) 
H
a
l
e
 
〔1
9
4
8
:
7
5
6
 n. 4
7
)

引
用
の
文
献
の
ほ
か
ヽ

B
l
a
c
k
(
1
9
3
5

〕
元
梵
h
w
a
r
t
z
〔l
呂
O

ふ
5
4
-
5
5
8
)

な
ど
o

本
文
〔
4
〕
で
述
べ
る
通
り
二

O
世

紀
後
半
に
は
次
第
に
こ
の
表
現
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
S
c
h
w
a
r
t
z
教
授
は
例
外
的
に
最
後
ま
で
こ
の
枠
組
み
を
用
い
続
け
た
一
人
で
あ
る
。
S
c
h
w
a
r
t
z

〔

1
9
7
7

:
 3
0
3
-
3
0
8〕
・

(11)

た
と
え
ば
、
①
の
も
と
で
は
許
認
可
（
ラ
イ
セ
ン
ス
）
、

I
C
C
や

N
L
R
B
の
出
す
違
法
行
為
中
止
命
令
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
不
要
と
な
っ
て
し
ま
う

不
都
合
が
生
じ
、
ま
た
①
と
②
で
は
料
金
命
令

(
r
a
t
e
m
a
k
i
n
g
)
の
位
骰
づ
け
が
困
難
に
な
る
た
め
、
両
者
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
も
あ
る

(
S
c
h
w
a
r
t
z

〔1
9
5
0

:
 5
5
7
-
5
6
6

〕〔
1
9
5
8

:
 1

゜6
-
1

゜9
)
)

゜
し
か
し
こ
れ
は
結
論
に
応
じ
て
基
準
を
操
作
す
る
に
等
し
い
で
あ
ろ
う
o

(12)

こ
の
区
別
は
最
初
に

D
a
v
i
s
〔1
9
4
2

〕
で
主
張
さ
れ
た
o

そ
の
後
の
展
開
も
含
め
て

D
aく
is
〔1
9
7
9

:
 4
0
5
-
4
2
0
)

な
ど
に
繰
り
返
し
叙
述
さ
れ
て
い

る
。
邦
文
で
の
紹
介
は
、
橋
本
〔
1
9
6
1

:
 9
3ー

1
0
1
)

;
 小

高
〔
1
9
7
7

:
 1
5
-
2
6
,
 2
9
-
3
1

〕
な
ど
が
あ
る
。

(13) 
D
a
v
窃
〔
1
9
7
9

:
 4
0
9ー

4
1
2

〕
．
ま
た

R
o
l
f
e
〔1
9
8
0

:
 1
2
7ー

1
2
8
)

(
T
h
e
 "
n
o
 d
i
s
p
u
t
e
d
 issues o
f
 fact" rule) 
;
 -6京

0

回
〔
1
9
7
7

:
 2
4

〕
ふ
〕
会
ク
昭
唸
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(14) 
C
r
a
m
t
o
n
 
(
1
9
7
2
 :
 5
9
1
)
 
;
 Friendly 

(
1
9
7
5
 :
 1
2
6
8
 
n. 6
)
 
;
 H

a
h
n
 (
1
9
7
8
 :
 4
7
8
~
4
7
9
〕

i
毎
回
ナ
が(
1
9
6
1
:
 9
5
〕
か

6
F
）゚

(15)

前
注
の
批
判
者
も
区
別
自
体
を
無
価
値
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

Friendly
〔1
9
7
5
:
 1
2
6
8
 n. 5
〕
;
 Ha
h
n
 (
1
9
7
8
:
 4
7
9

〕
i
橋
本

〔1
9
6
1

:
 9
5

〕
な
ど
参
照
。

(16)

本
文
に
挙
げ
た
ほ
か
、
ラ
イ
セ
ン
ス
税
額
決
定
の
際
に
「
本
人
同
席
」
の
必
要
は
な
い
と
一
蹴
す
る

M
c
M
i
l
l
e
n
v. 
A
n
d
e
r
s
o
n
,
 9
5
 U.S. 3
7
,
 4
2
 (
1
8
7
7
)
 

も
、
ラ
イ
セ
ン
ス
税
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
ほ
ど
の
事
実
判
断
が
な
い
か
ら
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
と
推
測
さ
れ
る
。

(17) 
M
o
r
g
a
n
 v. 
U
n
i
t
e
d
 States 
(
M
o
r
g
a
n
 I), 
2
9
8
 
U.S. 4
6
8
,
 4
8
0
 
(
1
9
3
6
)
 

(
本
文
〔
14
〕
で
取
り
上
げ
る
）
の
一
部
で
あ
る
。
「
準
司
法
的
な
性
格

を
有
す
る
行
政
命
令
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
否
定
さ
れ
た
場
合
、
『
疑
う
べ
く
も
な
い
証
拠
の
性
質
』
に
反
し
た
判
断
が
な
さ
れ
た
場
合
、
…
…
無
効
と
さ
れ

る」

(
I
C
C
v. 
Lousiville 
&
 Nashville 
R.R. Co., 2
2
7
 
U.S. 8
8
,
 
9
1
 
(
1
9
1
3
)
)

も
同
様
の
意
味
で
「
準
司
法
的
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

P
o
u
n
d
 (
1
9
2
3
 :
 1
1
9

〕
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。

(18) 

P
o
u
n
d
 (
1
9
2
3
 :
 1
2
1

〕
．
判
決
自
身
も
そ
う
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

M
o
r
g
a
nv• 

U
n
i
t
e
d
 States 
(
M
o
r
g
a
n
 I), 
2
9
8
 
U.S. 4
6
8
,
 
4
7
9
-
4
8
0
 

(
1
9
3
6
)
;
 
U
n
i
t
e
d
 States v. 
Florida E
a
s
t
 C
o
a
s
t
 Ry.Co., 4
1
0
 U.S. 2
2
4
,
 2
4
4
 (
1
9
7
3
)
 
(
同
四

C
I
C
C
の
糾
り
率
十
設
｛
疋
で
も
、
鉄
道
会
社
が
設
定
し
た

料
率
の
不
当
性
判
断
を
も
と
に
す
る
も
の
と
、
全
米
規
模
で

incentive
p
a
y
m
e
n
t
s
が
必
要
と
の
判
断
の
も
と
に
な
さ
れ
る
も
の
と
で
は
異
な
る
）
な

ど
参
照
。

(19)

こ
の
点
は
筆
者
自
身
か
つ
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
中
川
〔
1
9
9
0
:
 I 
6
3
4
-
6
3
8

〕
）
。
そ
こ
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
選
択
問
題
、
事
後
の
司
法
関
与
の
問

題
、
行
政
手
続
の
問
題
と
い
う
言
い
方
を
し
た
が
、
そ
の
す
べ
て
が
本
稿
で
い
う
（
い
わ
ば
広
義
の
）
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
問
題
に
含
ま
れ
る
。
本
文
で
後
で

述
べ
る
、
「
行
政
手
続
そ
の
も
の
」
と
し
て
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
は
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
と
は
別
の
問
題
関
心
で
あ
る
。

(20) 

Strauss 〔1
9
8
9
:
 3
5〕
は
、
「
佃Eら
か
の
ト
ラ
イ
ア
ル
上
の
特
徴
を
も
つ
も
の
ー
—
ー
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
も
あ
り
う
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

松
井
〔
1
9
8
0

:
 I
 
4
7

〕
;
 Bl苔
K

〔1
9
3
5

:
 2
7
3

〕
も
同
旨
o

(21) 
E
a
r
n
s
h
a
w
 v. 
U
n
i
t
e
d
 States, 1
4
6
 
U.S. 6
0
 (
1
8
9
2
)
;
 
P
a
s
s
a
v
a
n
t
 v. 
U
n
i
t
e
d
 States, 1
4
8
 
U.S. 2
1
4
 
(
1
 00 9
3
)

な
ど
。

(22)

判
旨
の
核
心
は
、
し
た
が
っ
て
補
償
額
決
定
が
、
州
の
機
関
に
連
邦
政
府
か
ら
の
い
わ
ば
機
関
委
任
事
務
と
し
て
委
任
さ
れ
て
よ
い
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。
司
法
審
査
に
対
す
る
最
終
性
や
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
は
直
接
の
争
点
で
は
な
か
っ
た
。

(23) 

B
a
u
m
a
n
 v. 
Ross, 1
6
7
 
U.S. 5
4
8
,
 5
9
3
 
(
1
8
9
7
)
;
 
C
r
a
n
e
 
v• 

H
a
h
l
o
,
 2
5
 
00 

U.S. 1
4
2
,
 
1
4
8
 
(
1
9
2
2
)
 +J>
ど。

(24)

退
去
強
制

(deportation)

の
う
ち
、
上
陸
時
の
入
国
拒
否
は

exclusion
、
入
国
後
の
国
外
退
去
は

e
x
p
u
l
s
i
o
n
と
区
別
さ
れ
、
後
者
に
該
当
す
る
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外
国
人
に
は
憲
法
上
の
保
護
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

V
a
n
V
l
e
c
k
 (
1
9
3
2
:
 1
4
9
-
1
5
0

〕
．
な
お
、
一
九
五
二
年
移
民
国
籍
法
以
降
、
こ
の
区
別

は
e
x
c
l
u
s
i
o
n
と
d
e
p
o
r
t
a
t
i
o
n
と
い
う
語
に
変
わ
っ
た
が
、
憲
法
上
の
位
置
づ
け
の
違
い
は
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t塵
1
9
5
3

ら
7
4
-
6
7
6
,
 6
9
0
-
6
9
7
〕

;
 

S
c
h
u
c
k
 (
1
9
8
4
 ＂ 

1
8ー

2
1
,

2
4
-
2
7
〕

全

多

昭

i唸

(25)

入
国
拒
否

(exclusion)
の
場
合
は
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
、
憲
法
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
要
求
す
る
こ
と
な
く
移
民
検
査
官
の
判
断
の
最
終
性
を
認
め

て
い
る
。

U
n
i
t
e
d
States v. 
J
u
 T
o
y
,
 1
9
8
 
U.S. 2
5
3
 
(
1
9
0
5
)
;
 
T
a
n
g
 T
u
n
 v. 
Edsel!, 2
2
3
 
U.S. 6
7
3
 
(
1
9
1
1
)
.
 

(26)

な
お
本
件
は
形
式
的
に
は
上
陸
時
の
入
国
拒
否
で
あ
る
が
、
本
人
の
意
思
に
反
し
て
国
外
に
連
れ
去
ら
れ
た
米
国
市
民
で
あ
る
と
い
う
原
告
の
主
張
を

認
め
た
結
果

(
2
0
8

U.S. at 1
3
)

、
国
外
退
去
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
た
た
よ
う
で
あ
る
。

V
a
n
V
l
e
c
k
 (
1
9
3
2
 :
 1
5
0

〕
参
照
。

(27)

中
川
〔
1
9
9
0

:
 I
 
6
4
5

〕
。
た
と
え
ば

S
t
r
a
u
s
s
〔1
9
8
9

羞
5

n. 
8
6

〕
も
現
在
で
は
こ
れ
ら
の
判
決
は
否
定
さ
れ
た
と
見
て
い
る
。

(28)

そ
の
古
典
的
な
宣
言
が

Y
i
c
k
W
o
 v. 
H
o
p
k
i
n
s
,
 1
1
8
 
U.S. 3
5
6
 (
1
 00 8
6
)

で
あ
る
。
根
拠
法
た
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
条
例
が
営
業
許
可
基
準
を

定
め
て
い
な
い
た
め
、
ま
っ
た
く
思
う
が
ま
ま
に
申
請
の
許
否
が
で
き
る
と
し
て
違
憲
と
し
た
。

(29)

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
判
例
に
現
れ
た
「
緊
急
性
」
の
場
面
に
つ
い
て
包
括
的
に
述
べ
る

F
r
e
e
d
m
a
n
(
1
9
7
8
 
:
 2
1
4ー

2
3
2

〕
の
叙
述
は
、
立
法
裁
量
と
の

関
係
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
早
坂
〔
1
9
9
0
:
4
6
6
-
4
7
1

〕
参
照
。
「
緊
急
性
」
に
関
す
る
一
般
的
な
叙
述
は
た
と
え
ば

H
a
l
e
〔1
9
4
8
:
7
6
4
-
7
7
〇〕

i

S
c
h
w
a
r
t
z
 (
1
9
7
7
 :
 3
2
3

〕
な
ど
に
あ
る
。

(30)

も
っ
と
も
わ
が
国
の
判
例
に
つ
い
て
、
個
別
法
に
手
続
規
定
の
な
い
こ
と
を
違
憲
と
し
な
か
っ
た
も
の
が
す
べ
て
「
適
正
手
続
の
実
現
を
ま
ず
立
法
者

に
期
待
し
」
（
塩
野
〔
1
9
9
4
:
 2
2
7

〕
）
た
も
の
か
否
か
は
、
な
お
検
討
す
べ
き
点
が
あ
る
。
本
稿
で
の
検
討
に
照
ら
せ
ば
、
そ
も
そ
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
馴
染

む
主
題
が
そ
こ
に
は
な
い
と
い
う
理
由
で
違
憲
で
な
い
と
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
そ
の
よ
う
な
判
決
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
他
日
を
期
し
た
い
。

(31)

本
件
当
時
の
連
邦
食
品
・
薬
品
・
化
粧
品
法
は
、
不
純
・
不
当
表
示
の
品
物
を
没
収
す
る
た
め
の
訴
訟

(libel)

を
定
め
た
う
え
、
そ
の
重
複
提
起
を

禁
止
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
せ
ず
に
長
官
な
い
し
同
局
職
員
の
見
い
だ
し
た
事
実
に
照
ら
し
」
品
物
の
表
示
が
不
適
切
（
消
費
者
に
誤
解

を
与
え
る
な
ど
）
と
信
ず
る
に
足
る
「
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
」
に
は
、
多
重
差
押

(multiple
seizures)
を
し
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
没
収

の
た
め
の
訴
訟
提
起
を
し
て
よ
い
と
し
て
い
た
。
「
相
当
の
理
由
」
の
有
無
の
判
断
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
か
が
争
点
で
あ
っ
た
。

(32)

判
旨
1
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
と
思
わ
れ
る
。
「
相
当
な
理
由
」
の
有
無
は
始
動
す
る
か
否
か
の
判
断
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
後
の
訴
訟
の
場
で
は
、
（
「
相
当

な
理
由
」
が
あ
っ
た
か
否
か
で
は
な
く
）
不
適
切
な
表
示
で
あ
っ
た
か
そ
の
も
の
に
つ
き
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
問
題
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
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る
。
な
お
本
件
に
は
反
対
意
見
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
憲
法
論
に
か
か
る
も
の
で
は
な
く
、
没
収
の
た
め
の
訴
訟
の
場
で
「
相
当
な
理
由
」
の
有
無
が
お
よ

そ
審
理
対
象
と
な
ら
な
い
の
か
否
か
の
解
釈
の
違
い
で
あ
る
。

(33)

フ
ォ
ー
ラ
ム
問
題
と
し
て
挙
げ
た
判
決
は
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
た
と
え
ば
、

B
o
u
r
j
o
i
s
v. 
H
a
p
m
a
n
 ̀

 
3
0
1
 U
.
S
.
 
193, 
1
8
9
 
(
1
9
3
7
)

は
、
化

粧
品
の
登
録
申
請
に
あ
た
っ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
定
め
て
い
な
く
て
も
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
判
示
す
る
に
際
し
て
、
申
請
が
拒
否
さ
れ
れ
ば
地
裁
に
司
法

審
査
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
州
法
の
定
め
を
引
用
す
る
だ
け
で
あ
る
。

(34)

同
じ
く
オ
ハ
イ
オ
州
法
の
事
案
で
同
様
の
判
示
が
な
さ
れ
た
例
と
し
て

W
e
s
t
O
h
i
o
 G
a
s
 C
o
.
 v. 
P
u
b
l
i
c
 Utilities C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
 2
9
4
 U
.
S
.
 6
3
 

(
1
9
3
5
)
が
あ
る
。

(35)

す
な
わ
ち
、
料
率
が
不
当
で
あ
る
と
い
う
「
事
実
」
が
な
け
れ
ば

I
C
C
に
は
命
令
を
す
る
管
轄
が
生
じ
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
「
証
拠
の
裏
付
け
の

な
い
判
断
」
に
基
づ
い
た
命
令
は
違
法
と
い
え
、
し
た
が
っ
て
司
法
審
査
に
お
い
て
審
査
す
べ
き
事
柄
で
あ
る

(
2
2
7
U
.
S
.
 a
t
 9
2
)

と
い
う
の
で
あ
る
。

管
轄
事
実
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
こ
れ
は
き
わ
め
て
操
作
し
や
す
い
論
理
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
本
件

で
は
「
事
実
判
断
に
証
拠
の
裏
付
け
が
あ
る
か
」
の
司
法
審
査
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
く
目
的
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
別
の
判
決
で
は
、
「
証

拠
の
裏
付
け
」
に
止
ま
る
こ
と
な
く
裁
判
所
に
よ
る
事
実
判
断
の
や
り
直
し
を
帰
結
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
憲
法
的
事
実
の
法
理
」
で

あ
る
（
本
文
〔
1
0
〕
）
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
管
轄
事
実
と
言
い
う
る
外
国
人
の
退
去
強
制
判
例
で
は
、
こ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
事

実
判
断
の
最
終
性
は
す
ん
な
り
認
め
ら
れ
て
い
る
（
本
文
〔

9
〕）。

(36) 
F
C
C
 v. 
P
o
t
t
s
v
i
l
l
e
 
B
r
o
a
d
c
a
s
t
i
n
g
 Co., 
3
0
9
 U
・
S
・
1
3
4
,
 
1
4
3
-
1
4
4
 
(
1
9
4
0
)
.
 

(37)

一
八
八
七
年
に

I
C
C
が
設
骰
さ
れ
た
と
き
は
、
連
邦
議
会
が
州
際
の
鉄
道
料
金
に
規
制
権
限
を
有
す
る
か
疑
念
が
あ
っ
た
た
め
、

I
C
C
を
コ
モ
ン

ロ
ー
の
枠
内
に
と
ど
め
る
よ
う
に
立
法
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

I
C
C
の
決
定
は
司
法
裁
判
所
の
判
決
を
経
な
け
れ
ば
発
効
せ
ず
、
ま
た
裁
判
所
は
全
面

的
な
審
理
の
し
直
し
を
原
則
と
し
て
い
た
。
当
時
の
州
際
通
商
法
が
コ
モ
ン
ロ
ー
の
変
更
立
法
と
解
さ
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
り
、

I
C
C
は
、
行
政

機
関
と
い
う
よ
り
も
特
別
な
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
中
川
〔
1
9
9
0
"
 I
 

631, 
II 
8
2
4
-
8
2
5
〕

(38)

こ
う
し
た
準
司
法
的
制
度
像
は
、
す
ぐ
後
で
述
べ
る
よ
う
に
連
邦
A
P
A
に
採
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
流
れ
込
み
方
は
単
純
で
は
な
い
。

M
o
r
g
a
n
判
決
は
料
率
決
定
の
事
案
で
あ
っ
た
が
、
実
は
そ
こ
で
示
さ
れ
た
職
能
分
離
や
一
方
的
通
信
の
禁
止
は
、
連
邦
A
P
A
上
は
料
率
決
定
に
は
適

用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

M
o
r
g
a
n
判
決
の
示
し
た
ほ
ぽ
完
全
な
司
法
的
手
続
の
実
現
は
（
職
能
分
離
や
一
方
的
通
信
の
禁
止
を
伴
う
）
、
正
式
の
裁

決
手
続
規
定
に
取
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
が

(5

u.s.c. §
5
5
4
)
、
連
邦
A
P
A
は
、
料
率
そ
の
他
技
術
的
性
格
の
強
い
決
定
に
あ
た
っ
て
は
決
定
者
が
専
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門
的
技
術
的
補
助
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
方
的
通
信
の
禁
止
や
職
能
分
離
の
義
務
づ
け
を
除
外
し
た
。
M
o
r
g
a
n
判

決
の
考
え
方
は
、
判
断
の
中
立
公
正
さ
が
も
っ
と
も
重
要
な
要
素
と
な
る
問
責
的
な

(
a
c
c
u
s
a
t
o
r
y
)

性
格
の
強
い
場
面
に
限
っ
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

G
i
f
f
o
r
d

〔1
9
7
8
"
 24
1ー

2
4
4
,
2
7
 0ー

2
7
1
]

;
 本

多
〔
1
9
8
8
"
 II 3
6
1
-
3
6
2
〕
．
ま
た
田
中
館
〔
1
9
6
3
-
6
4
"
 II 
2
2
2
-
2
2
9
,
 
III, I
V

〕
も
参
照
。

(39) 
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 v. 
F
l
o
r
i
d
a
 E
a
s
t
 C
o
a
s
t
 R
y
.
C
o
.
,
 4
1
0
 U
.
S
.
 2
2
4
 
(
1
9
7
3
)
.
 

(40)

司
法
長
官
の
最
終
報
告
書
段
階
で
は
、
多
数
意
見
も
少
数
意
見
も
と
も
に

h
e
a
r
i
n
g
r
e
q
u
i
r
e
d
 b
y
 l
a
w
の
場
合
と
し
て
い
た

(
F
i
n
a
l
R
e
p
o
r
t
 (
1
9
4
1
 

"
 19
5
,
2
3
2ー

2
3
3
〕
）
。
そ
の
後
の
、
た
と
え
ば
連
邦
A

P

A
成
立
直
前
の
各
法
案
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
直
接
連
邦
A

P

A

の
母
胎

と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
法
案
で
は
、

h
e
a
r
i
n
g
r
e
q
u
i
r
e
d
 b
y
 s
t
a
t
u
t
e
と
な
っ
て
い
る
が

(
H
.
R
.
1
2
0
3
 ;
 S.

7
)
、
そ
れ
も
当
初
は

h
e
a
r
i
n
g
r
e
q
u
i
r
e
d
 

b
y
 l
a
w
で
あ
っ
た
と
い
う

(
G
i
n
n
a
n
e

[
1
9
4
7
 "
 63
5
 n. 
2
8
〕
）
。
そ
の
他
の
法
案
は
、
「
法
上

(
b
y
l
a
w
)
」
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
記
録
」

(
H
.
R
.
1
8
4
)
、
「
制

定
法
上
」
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

(
H
.
R
.
3
3
9
;
 H
.
R
.
 1
1
1
7
;
 H
.
R
.
 2
6
0
2
)

な
ど
と
し
て
い
た
。
以
上
の
法
案
は

L
e
g
i
s
l
a
t
i
v
e
H
i
s
t
o
r
y
 
[
1
9
4
6
〕
に
再
録
さ

れ
て
い
る
。

(41) 
M
o
r
g
a
n
 II
判
決
も
準
司
法
的
制
度
像
が
ふ
た
つ
の
側
面
を
持
つ
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
と
い
う
基
本
的
要
請
」
は
「
『
公
正
で
公
開
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
』
を
要
求
す
る
。

1

こ
れ
は
、
一
方
で
行
政
規
制
の
法
的
妥
当
性

(
l
e
g
a
l
v
a
l
i
d
i
t
y
)

に
と
っ
て
必
須
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、

こ
の
重
要
な
統
治
過
程
の
価
値
や
健
全
性
へ
の
一
般
の
信
頼

(
p
u
b
l
i
c
c
o
n
f
i
d
e
n
c
e
)

が
維
持
さ
れ
る
た
め
に
も
必
須
で
あ
る
。
」

(
3
0
4
U
.
S
.
 
1
4ー

15)

ま
た
、
本
文
〔

17
〕
で
扱
う

J
o
i
n
t
A
n
t
i
-
F
a
s
c
i
s
t
 R
e
f
u
g
e
e
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
 v. 
M
c
G
r
a
t
h
,
 3
4
1
 U
.
S
.
 1
2
3
 
(
1
9
5
1
)

の
補
足
意
見
も
、
告
知
ヒ
ア
リ
ン

グ
ほ
ど
「
真
実
到
達
の
た
め
に
有
効
な
方
法
」
は
な
く
、
か
つ
「
民
主
制
に
菫
要
な
、
正
義
が
な
さ
れ
た
と
い
う
感
覚
を
こ
れ
ほ
ど
与
え
て
く
れ
る
」
方

法
は
な
い

(at
1
7
1
-
1
7
2
)
と
述
べ
る
。
い
ず
れ
も
判
示
前
半
が
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
上
要
求
さ
れ
る
、
内
容
的
に
正
し
い
決
定
の
確
保
と
い
う
観
点
で

あ
ろ
う
。

(42)

本
多
教
授
は
連
邦
A

P

A
を
「
裁
判
所
が
手
続
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
展
開
し
て
き
た
法
理
を
制
定
法
化
」
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
（
〔
1
9
8
8
"
I
I
 

3
6
4
〕
）
。
ま
た
、
園
部
〔
1
9
6
9
"
 14ー

l

巴

i
小
高
〔
1
9
7
7
"
 15
〕
ス
松
井
〔
1
9
9
6
"
 27
3
,
 2
7
7
〕
も
同
旨
と
思
わ
れ
る
。
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
法
理
全
般
で
は
な

く
、
準
司
法
的
制
度
像
と
し
て
裁
判
所
が
構
築
し
た
も
の
だ
け
が
連
邦
A

P

A

に
流
れ
込
ん
だ
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
、
賛
成
し
た
い
。
し
か
し
流
れ
込

ん
だ
理
由
に
つ
い
て
は
、
広
汎
な
行
政
裁
量
を
認
容
す
る
い
わ
ば
代
償
（
本
多
〔
1
9
8
8
:
 36
4
-
3
6
5
〕
）
と
か
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
性
の
ゆ
え
と
い
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
該
手
続
そ
の
も
の
が
も
た
ら
す
行
政
過
程
の
説
得
性
強
化
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

(43) 
B
l
a
c
k
判
事
等
に
よ
る
反
対
意
見
は
、
本
件
手
続
が
職
能
分
離
と
い
う
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
上
重
大
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
指
摘
し
つ
つ
、
退
去
強



113ー米国行政手続論の基礎（中川）

制
手
続
に
は
連
邦
A
P
A
の
適
用
が
あ
る
と
し
て

(
3
4
9

U.S. at 3
1
5
)

、
W
o
n
g
Y
a
n
g
 S
u
n
g
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